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　［１］




　そのニュースが日本に届いたのは、二〇九七年四月一日朝七時のことだった。

　昨日の夜に沖おき縄なわから帰宅した達たつ也やたちも、朝の食しよく卓たくでその臨時ニュースを見ていた。

「……エイプリルフールのネタではありませんよね？」

「悪質なジョークの方が良かったんだが」

　恐おそる恐おそる、信じたくないという口調で訊たずねる深み雪ゆきに、達たつ也やは眉まゆを顰ひそめたままそう答えた。

　達たつ也やは手て許もとのリモコンを操作し、ダイニングの中型モニターを四分ぶん割かつした。別々のチャンネルのニュースが字幕で表示される。その全てが、同じ凶きよう報ほうを伝えていた。

「……どうやら、冗じよう談だんではないらしい」

　南アメリカ大陸の旧ボリビア、サンタクルス地区、現地時間三月三十一日十七時。三ヶ月にわたり続いていたブラジル軍と独立派武装ゲリラの戦せん闘とうにおいて、劣れつ勢せいに陥おちいったブラジル軍が戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう『シンクロライナー・フュージョン』を使用したのだ。

「爆ばく発はつの規模は推定数キロトンか……。問題は魔ま法ほうが使われた状じよう況きようだな。山さん岳がく部や荒こう野やなら、被ひ害がいは戦せん闘とう員いんだけに収まっただろうが」

「市街地や難民キャンプの近くで使われたとすれば……？」

「度たび々たび戦場になっている地域だから、住民はそれ程ほどいないはずだが」

　深み雪ゆきの問とい掛かけに達たつ也やがそう答えた直後、ニュースはブラジル軍の公式発表を伝えた。

「……爆ばく心しん地ちはゲリラが拠きよ点てんとしていたゴーストタウンの中央。犠ぎ牲せい者しやは武装ゲリラ構成員のみで、死者およそ千人か」

　画面の文字を読み上げる達たつ也やの表情は暗かった。顔が青ざめてこそいないが、瞳ひとみは闇やみ色に沈しずんでいる。

　不安げな表情で深み雪ゆきと水み波なみが見み詰つめる中、達たつ也やは珍めずらしく、歯切れの悪い口調で続けた。

「その程度の人数を相手に、シンクロライナー・フュージョンの封ふう印いんを解くとは思えない」

「……では、実際の犠ぎ牲せい者しやは」

「今の段階では、もっと多いとしか言えない。ただ、死傷者が戦せん闘とう員いんばかりではないのは確実だろう」

「そんな!?」

　達たつ也やの推測に深み雪ゆきが悲鳴を上げる。

　達たつ也やは右手を伸のばして、向かい側に座すわる深み雪ゆきの左手を包つつみ込こんだ。

　深み雪ゆきはいつものように陶とう然ぜんとなりはしなかった。ただ、動どう揺ようはある程度収まっていた。

「ゲリラは戦せん闘とう員いんとそうでない者の区別が曖あい昧まいだからな。正規軍なら補給部隊も戦せん闘とう員いんだが、ゲリラに対して物資や労ろう役えきを提供している人々は大抵が非戦せん闘とう員いんに分類される」

　そう言って達たつ也やは、深み雪ゆきの左手に置いていた自分の右手を、彼女かのじよの頭に移動させた。

「幾いくら悩なやんでも、今の俺おれたちにはどうしようもない」

　達たつ也やが深み雪ゆきの髪かみをかき乱した。やっていることは少々乱暴だが、彼かれの手つきは優やさしい。

　髪かみを手て櫛ぐしで直す深み雪ゆきは、達たつ也やを軽く睨にらんで見せながらも、嬉うれしそうだった。

　深み雪ゆきが落ち着いたのを見て、達たつ也やは再びニュースを映しているモニターへ目を向けた。

「それにしてもブラジルは、随ずい分ぶんあっさり戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうの使用を認めたな……」

　達たつ也やが独り言のように呟つぶやく。

　それは単なる疑問の表明でしかなかったが、深み雪ゆきには何な故ぜか、「戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうがあっさり使われる時代になる」という不ふ吉きつな予言に聞こえた。

　急に背筋を走った寒気に、深み雪ゆきは小さく身体を震ふるわせた。




　　　　◇　◇　◇




　朝九時。達たつ也やたち三人は春休みにも拘かかわらず学校に来ていた。

　戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう使用に関する続報が気になったが、あいにくと予定が入っていた。前日まで沖おき縄なわにいた所せ為いで準備が遅おくれ気味の、入学式の打ち合わせだ。

　あずさたちが卒業し、あと数日で、達たつ也やたちは三年生──最上級生になる。生徒会の代だい替がわりは例年どおり去年の十月に済んでいたが、これで名実共に一高生徒のトップだ。

　だからといって達たつ也やには、特に感かん慨がいめいたものはなかった。深み雪ゆきのように、一層の責任感を静かに燃やすこともない。ただ面めん倒どう事ごとはなるべく起こらないでくれと願うばかりである。

　達たつ也や、深み雪ゆき、水み波なみの順番に入った生徒会室には、既すでに泉いず美みと香か澄すみ、そして新入生総代を務める新一年生が待っていた。なお香か澄すみは、都合がつかなかった風紀委員長の代理だ。

　新入生総代の三みつ矢や詩しい奈なは泉いず美みたちと面識があるようで、達たつ也やたち三人が入ってきた時、楽しげにお喋しやべりしている最さい中ちゆうだった。

「深み雪ゆき先せん輩ぱい、お久ひさし振ぶりです！　あぁ……今日も変わらずお美しい……。いえ、ますますお美しくなられて……」

　しかし深み雪ゆきの姿を認めた途と端たん、泉いず美みが座すわっていた椅い子すを蹴け倒たおさんばかりの勢いで駆かけ寄よってきた。

「おはよう、泉いず美みちゃん。わたしがいない間、色々と準備を進めてくれてありがとう」

　深み雪ゆきは泉いず美みの熱烈な歓迎にたじろぎを覚えていたが、表向きはにこやかに泉いず美みを労ねぎらった。

「深み雪ゆき先せん輩ぱい、もったいないお言葉です！　はぁ、こんなに幸せで良いいのでしょうか……」

　言葉だけでなく、泉いず美みは今にも卒そつ倒とうしそうな有あり様さまだ。

「泉いず美みちゃん、大おお袈げ裟さよ」

　深み雪ゆきは笑いながら泉いず美みをたしなめたが、それ程ほど強い調子ではなかった。口で言ったくらいでは何ともならないと、深み雪ゆきも既すでに学習していた。

「香か澄すみちゃんもおはよう。吉よし田だ君の代理、ご苦労様」

「おはようございます、会長、司し波ば先せん輩ぱい、桜さくら井いさん」

　舞まい上あがっている双ふた子ごの妹に代わり、香か澄すみが下級生らしい礼れい儀ぎに則のつとった挨あい拶さつを返す。それに達たつ也やと水み波なみが応え、一段落ついた空気の中で、深み雪ゆきが新入生に目を向けた。

「おはようございます。はじめまして、三みつ矢やさん。第一高校生徒会長の司し波ば深み雪ゆきです」

「おはようございます。三みつ矢や詩しい奈なです。はじめまして」

　にっこりと笑い掛かけた深み雪ゆきに、緊きん張ちようした表情で詩しい奈ながお辞じ儀ぎをする。焦こげ茶ちや色の、綿毛のようなふんわりとした髪かみが軽く跳はねて、彼女かのじよが着けているヘッドホンに引ひっ掛かかる。顔を上げた詩しい奈なは「あっ……！」という表情を浮うかべ、慌あわててヘッドホンを外そうとした。

　しかし深み雪ゆきがそれを制した。

「良いいんですよ。事情は承知していますから」

「……済みません。入学式では目立たない物にします」

　恥はずかしそうにそう言って詩しい奈なが俯うつむく。しかし、もうすぐ入学する学校の、上級生の前でヘッドホンをつけたままだったことを、深み雪ゆきだけでなく達たつ也やも水み波なみも咎とがめなかった。以前から付き合いがある香か澄すみと泉いず美みは言う迄までもなく、この場にいる全員が詩しい奈なの事情を知っているからだ。

　詩しい奈なは音楽やラジオを聞いているのではない。彼女かのじよのヘッドホンは、一種の耳みみ栓せんだ。だからヘッドホンというよりむしろヘッドバンド式イヤーマフと呼ぶべきかもしれない。イヤーマフと違ちがうのは、カップの部分にマイクとスピーカーを内蔵している点だ。何な故ぜ詩しい奈ながこんな物を付けているのかというと、彼女かのじよは大きな音に耐たえられない人間だからである。

　聴ちよう覚かく過か敏びんとは少し違ちがう。彼女かのじよの場合は、聴ちよう覚かくが本当に鋭えい敏びんすぎるのだ。普ふ通つうの人間には決して聞き取れないような微かすかな空気の振しん動どうですら、詩しい奈なは音として聞き取ってしまう。

　彼女かのじよのこの「症しよう状じよう」は魔ま法ほう力りよくの発達と共に表面化してきたもので、美み月づきの霊りよう子し放射光過か敏びん症しようと同じく、魔ま法ほう的な知覚力に起因するものと考えられている。

　ただし、美み月づきと違ちがって詩しい奈なの場合、対象になるのは想子サイオンや霊子プシオンの波動ではなく物理的な音だ。魔ま法ほう的感覚の制せい御ぎよの問題ではない。

　彼女かのじよを診しん断だんした魔ま法ほう研究者は「自分の聴ちよう覚かくを強化する魔ま法ほうを常時、無意識に使っているのだろう」と推測したが、魔ま法ほうが発動している兆候は観測できなかった。逆に、魔ま法ほうで強制的に聴ちよう覚かくを弱体化させると、今度は魔ま法ほうに対する感覚まで麻ま痺ひしてしまうという副作用が現れた。日常生活を送るだけならこれで解決だが、魔ま法ほう師しとしては大きすぎるデメリットだ。

　結局、音をほぼ完全に遮しや断だんし、かつ外部の音を詩しい奈なが耐たえられる音量に自動調節して伝えるスピーカーを仕し込こんだ耳みみ栓せんを使用することで、日常生活と魔ま法ほう師しとしての人生を両立させているのである。

　公的な性質が強い場に出る時には、詩しい奈なは髪かみに隠かくれる、ネックバンド式イヤーマフの形をした物を使う。ただ外部の音を拾うマイクとそれを適切な音量に調節するスピーカーを組くみ込こんだ物だから、どうしてもある程度の重量が必要で、長時間の着用には外がい耳じに負ふ荷かが掛かからないヘッドバンド式の方が楽なのだ。

「入学式では、余り目立たない物の方が良いいだろう。だが普ふ段だんは学校でもそれで構わないと思う。教員を含ふくめ、そんなことを気にする者は当校にいないはずだ。だから今も、気にする必要は無い」

「はい……。ありがとうございます、司し波ば先せん輩ぱい」

　達たつ也やのセリフは、打ち合わせを円えん滑かつに進める為ためのものだった。ヘッドホンの使用を「普ふ段だんは」という条件で認めることを伝えるという目的もあった。厳しいことを言われたと勘かん違ちがいされる可能性がある内容なので、深み雪ゆきに言わせない方が良いいと判断してのことだ。

　だが詩しい奈なは、達たつ也やが彼女かのじよに気を遣つかったと解かい釈しやくしたようで、申し訳なさそうな笑えみと共に頭を下げた。深み雪ゆき程ほどではないが、達たつ也やの目から見ても中々きれいなお辞じ儀ぎだった。

　それでも達たつ也やの発言には、詩しい奈なの「失敗したかも」という不安を取り除く効果が多少なりともあった。その後始まった入学式の打ち合わせは和なごやかな雰ふん囲い気きで進んだ。




「答辞の長さはこの位でちょうど良いいと思います」

「はい」

　深み雪ゆきの言葉に、詩しい奈なが首を動かさずに頷うなずく。

　少し表情が硬かたいのは、まだ慣れていないから仕方が無いだろう。

「暗記に自信がなければ、原げん稿こうは手に持っていても構いませんから」

「いえ、多分……大だい丈じよう夫ぶです」

「深み雪ゆき先せん輩ぱい、問題ありませんよ。詩しい奈なちゃんは記き憶おく力が良いいですから」

　泉いず美みのフォローに、詩しい奈なが控ひかえめに微笑ほほえむ。

　そんな風に詩しい奈なとの打ち合わせは順調に進み、予定の三分の二の時間で終わった。深み雪ゆきが不在の間、泉いず美みが準備をしっかり進めておいたからだろう。

　詩しい奈なも段取りを良く吞のみ込こんでいて、一度説明したことを繰くり返かえす必要は無かった。香か澄すみと泉いず美みから事前に、今日決めるべき事こと柄がらを詳くわしく聞いていたのだと思われる。

　同じ十じゆつ師し族ぞくで年ねん齢れいも一つ違ちがい。家も同じ首都圏けんということもあり、詩しい奈なは香か澄すみたちとかなり親しくしているようだ。三みつ矢や家けの兄弟姉妹しまいの中では詩しい奈な一人だけ歳としが離はなれているということもあって、余計に交流の機会が多かったのかもしれない。

　とにかく、詩しい奈なとの打ち合わせは十一時で終しゆう了りようした。深み雪ゆきたち在校生にはまだ学校に残ってやるべきことがある。だが詩しい奈なは、今日のところはこれでお役御ご免めんだ。

「詩しい奈なちゃん、お疲つかれさまでした。今日はもう良いいですよ」

　泉いず美みが声を掛かけた後、

「本当は詩しい奈なと一いつ緒しよにランチしようと思ってたんだけど、まだちょっと早いね」

　香か澄すみが「残念」と言いながら詩しい奈なに笑い掛かける。

　すると詩しい奈なが、少し気き後おくれした感じの笑えみを返した。

「あの、私、皆みなさんとお近づきの印にと思ってこんな物を作ってきたんですけど……」

　そう言って詩しい奈なが、足あし下もとに置いていたスポーツバッグからピクニックに使われるようなバスケットを取り出した。

　詩しい奈ながバスケットの蓋ふたを開ける。そこには、片手に乗るくらいの大きさのパンケーキサンドが一つ一つワックスペーパーに包まれて整然と収まっていた。具がはみ出て手を汚よごさない為ための工く夫ふうなのか、楕だ円えん形に焼いた生き地じを二つ折りにしてクリームとフルーツを挟はさんだ物だ。

「うわっ、今日のも美お味いしそう！」

　香か澄すみが思わず歓かん声せいを上げたとおり、形も彩いろどりも微かすかに漂ただよう匂においも、実に食欲をそそる出で来き映ばえだった。

「詩しい奈なちゃんは本当にお菓か子しを作るのが上手じようずですね」

　泉いず美みもにこにこしながらバスケットをのぞき込こんでいる。

「深み雪ゆき先せん輩ぱい、せっかくですからご馳ち走そうになりませんか」

「よろしければ、是ぜ非ひ」

　泉いず美みのセリフを受けて、詩しい奈ながはにかんだ笑え顔がおで深み雪ゆきにそう申し出た。

　深み雪ゆきは達たつ也やが目で頷うなずくのを見て、

「ありがとう、三みつ矢やさん。では、お言葉に甘あまえて」

　パンケーキを一つ手に取り、そのまま口に運んだ。

「美お味いしいわ」

　クリームをたっぷり挟はさんだパンケーキサンドを一口囓かじったばかりであるにも拘かかわらず、唇くちびるにも歯にもその痕こん跡せきを残していない深み雪ゆきがにっこりと詩しい奈なに笑い掛かける。

「あの、司し波ば先せん輩ぱいも如いか何がですか？　それとも、甘あまい物はお嫌きらいでしたでしょうか？」

　詩しい奈なは目元を赤くしながら、達たつ也やにも怖おず怖おずと勧すすめた。

「いただこう」

　達たつ也やはチョコレートクリームを挟はさんだ物を手に取り、二口で口の中に収める。ちょうど飲み物を持って来たピクシーから紙ナプキンを受け取り唇くちびるを拭ぬぐった達たつ也やの顔は、少なくとも無理をしているという表情ではなかった。

　詩しい奈ながホッと表情を緩ゆるめる。

「水み波なみもいただくと良いい」

　達たつ也やの声に、水み波なみがバスケットへ手を伸のばす。

　それを合図にしたように、泉いず美みと香か澄すみ、それから詩しい奈な本人も、次々にパンケーキサンドを手に取った。




　　　　◇　◇　◇




　余計な真ま似ねかもしれないと懸け念ねんした手作りお菓か子しが予想以上に好評で、校舎を後にした詩しい奈なの足取りは軽かった。深み雪ゆきに会うまでは緊きん張ちようと不安に満たされていた彼女かのじよの意識も、今では「案外上う手まくやっていけるのではないか」という楽観に傾かたむいている。

　最初からそんなに怯おびえる必要も無かったのかもしれないが、何と言っても、あの生徒会長は四よつ葉ば家けの後こう継けい者しやだ。

　同じ十じゆつ師し族ぞくであっても四よつ葉ば家けは別格。別格に恐おそろしい。世間では四よつ葉ば家けと七さえ草ぐさ家けが日本魔ま法ほう界かいの双そう璧へきと評価されているが、魔ま法ほうの実力は四よつ葉ば家けが抜ぬきん出でている。七さえ草ぐさ家けは数に物を言わせた政治力で、四よつ葉ば家けと肩かたを並べているように見みせ掛かけているだけだ。──と、詩しい奈なは姉や兄から聞いていた。

　だから彼女かのじよは、初めて会う深み雪ゆきがどんなに恐おそろしい魔ま女じよなのか、内心ビクビクしていた。

　深み雪ゆきの容姿は、詩しい奈なも前から知っていた。九校戦は去年、一昨年両方とも見に行っている。

　だが美しすぎる姿すがた形かたちは、詩しい奈なに「人間とは思えない」という印象を与あたえていた。

　強すぎる魔ま法ほうは、彼女かのじよに「人間を超こえている」という恐おそれを植え付けた。

　今年の正月、司し波ば深み雪ゆきが実は四よつ葉ばの直系で次期当主だと聞いて、詩しい奈なは一いつ片ぺんの意外感も覚えなかった。ただ深く納なつ得とくした。「極東の魔ま王おう」の後こう継けい者しやは、やはり「魔まの王女」だった。そんな思いを自然に懐いだいた。

　しかし間ま近ぢかに向かい合い言葉を交かわすと、その印象は随ずい分ぶん的外れなものに思われた。

　美しさはもちろんのこと、気品と威い厳げんもただ者ではない。まさしく王女、いや、女王の風格だった。

　だが、詩しい奈なが先入観として懐いだいていた魔ま性しようの恐おそろしさは、今日、感じなかった。桁けた外はずれに美しく、桁けた外はずれに強いという点をのぞけば、驚おどろく程ほど普ふ通つうだった。強い力を持つ魔ま法ほう師しにありがちなエキセントリックさが見られず、少し拍ひよう子し抜ぬけしたくらいだ。

　対人関係の心配事が全て無くなったわけではない。もう一人の四よつ葉ば、達たつ也やには正体不明の威い圧あつ感と底知れぬ不気味さを覚えた。

　しかしそれも、自分を害するものではないと詩しい奈なは感じていた。──敵に回らない限り。味方にできれば、むしろこの上なく心強い。三みつ矢や家けが四よつ葉ば家けと敵対する愚ぐを犯おかさない限り、無む闇やみに怖こわがる必要は無い。そう分かったことも、詩しい奈なの心を軽くしていた。

　不安と緊きん張ちようの反動で、少々浮うかれていたのかもしれない。校門を出る時に「詩しい奈な」と声を掛かけられて、彼女かのじよは危あやうく跳とび上あがりそうになった。

「侍さぶ郎ろうくん……！」

　辛かろうじて自ら奇き行こうを演じるのは避さけたが、声が上ずることまでは止められない。

「詩しい奈な、お疲つかれ」

　だが詩しい奈なに声を掛かけた、今時珍めずらしい長ちよう髪はつの少年は、彼女かのじよの大おお袈げ裟さな慌あわてようを気に掛かけていなかった。少なくとも、そんな素そ振ぶりは見せていない。

「こんな時間まで待っていてくれたの？　先に帰って良いって言ったのに」

「予想より早かった。それに護衛の俺おれが、主人のお前を置いて帰れるわけないだろ」

「護衛とか、もう良いいのに……」

　少しふて腐くされた感じの少年に、詩しい奈なは困こん惑わくの表情を浮うかべている。

　少年の名前は矢や車ぐるま侍さぶ郎ろう。詩しい奈なとは誕生日が二日違ちがいで、生まれた時からの付き合いという筋金入りの幼おさな馴な染じみだ。──なお、生まれたのは詩しい奈なの方が早い。

　矢や車ぐるま家けは古式魔ま法ほう師しの家系だが、三十年以上前から三みつ矢や家けと雇こ用よう関係にある。三みつ矢や家けが雇やとい主ぬしで、矢や車ぐるま家けは家族ぐるみで用心棒を兼かねた家事使用人という立場だ。

　歳としが同じという好条件もあって、侍さぶ郎ろう少年は詩しい奈なの護衛になるはずだった。だが魔ま法ほう科か高こう校こう入学を前にして、その予定は取り消された。

　侍さぶ郎ろうの魔ま法ほう力りよくが、思うように伸のびなかったのだ。

　彼かれも詩しい奈なと一いつ緒しよに、一高生になる。ただし、二科生として。

　侍さぶ郎ろうの両親は、受験する高こう校こうの変へん更こうを息子むすこに勧すすめた。侍さぶ郎ろうには兄と姉が一人ずついるが、二人とも魔ま法ほう科か高こう校こうに通わなかった。元々、矢や車ぐるま家けの魔ま法ほうは現代魔ま法ほう流の教育に合わないのだ。兄と姉の魔ま法ほう教育は、今も稼か働どう中の第三研の一角を借りて祖父母により行われている。

　それにも拘かかわらず侍さぶ郎ろうが魔ま法ほう科か高こう校こうを志望していたのは、詩しい奈なの身近にいて、彼女かのじよを守る為ためだ。しかし侍さぶ郎ろうには肝かん腎じんの、魔ま法ほうの才能が無かった。現代魔ま法ほう師しとしてだけでなく、古式魔ま法ほう師しとしても素質が乏とぼしかった。

　それでも侍さぶ郎ろうは一高を受験した。本人は「どうせ普ふ通つうの人間としては生きられないから」と偽ぎ悪あく的に嘯うそぶいていたが、詩しい奈なの為ためであることは家族にも、三みつ矢や家けの人々にも明らかだった。

　結局、侍さぶ郎ろうに詩しい奈な護衛の役目は与あたえられなかったが、詩しい奈なと高校生活を共にすることは認められた。今までどおり、詩しい奈なの側そばにいることは許されたのだった。

「それで、どうだった？」

　詩しい奈なの「護衛は要いらない」というセリフは無視して──本当はそういう意味ではなかったが、侍さぶ郎ろうはこう解かい釈しやくした──、駅に向かう歩みを再開した幼おさな馴な染じみの少女に侍さぶ郎ろうは訊たずねた。

「どうって？」

　ただ質問が抽ちゆう象しよう的すぎて、詩しい奈なは何を訊たずねられているのか分からなかった。幼おさな馴な染じみだからといって、何い時つでもツーカーとは限らない。

「どうって……だから」

　だが侍さぶ郎ろうは、細かいことまで言葉にしなくても当然理解してもらえると思っていたようだ。具体的に自分は何を訊ききたいのか今いま更さらのように考え始めた侍さぶ郎ろうは、ひどくもどかしそうだった。

「ええと……四よつ葉ば家けの人に会ってみてどうだった、ってことだよ。詩しい奈な、今朝は凄すごく不安そうにしてただろ」

「うん、それなら大だい丈じよう夫ぶ。司し波ば先せん輩ぱいの方はともかく、司し波ば会長は優やさしそうな人だったよ」

「ともかくって……それ、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　侍さぶ郎ろうが心配──というより警けい戒かい──していたのは、深み雪ゆきではなく達たつ也やの方だ。何と言っても詩しい奈なは女の子で、美少女なのだから。どんなに美人な恋こい人びとがいても、美少女に関心が無い男はいないというのが侍さぶ郎ろうの持論だ。「司し波ば先せん輩ぱいの方はともかく」などと言われれば、彼かれが懸け念ねんを懐いだくのは不ふ可か避ひの流れだった。

「大だい丈じよう夫ぶかって、司し波ば先せん輩ぱいのこと？」

「そうだよ。危なそうな人だったら、一人で会わない方が……」

　侍さぶ郎ろうにとっては大真面目なセリフだった。

　だが詩しい奈なはたわいもない冗じよう談だんを耳にしたように、軽くクスッと笑った。

「侍さぶ郎ろうくん、私、司し波ば先せん輩ぱいじゃなくても男の人と二人だけで会ったりしないよ？」

　侍さぶ郎ろうは「そういうことじゃない！」と向きになって反論しようとした。

　だが、詩しい奈なが囁ささやきかけるような声でこう付け加える方が早かった。

「でも、心配してくれているのね。ありがと」

「お、俺おれが詩しい奈なの心配をするのは当たり前のことだ。俺おれはお前の、護衛なんだからな」

　照てれ臭くさそうに目を逸そらしながら、侍さぶ郎ろうはぶっきらぼうな口調でそう答えた。

　詩しい奈なは侍さぶ郎ろうから見えないよう、こっそり笑った。彼かれが自分の護衛を自称していることについては、何もコメントしなかった。
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　詩しい奈なの差し入れで午前のティータイムを楽しんだ分、遅おそめにした昼食の席で、達たつ也やはシンクロライナー・フュージョンの使用に関するニュースをモニターに出すようピクシーに命じた。

　香か澄すみや泉いず美みからの反論も無い。皆みな、この大事件が気になっている様子だ。いつもは小さく分割されている壁へき面めんディスプレイの画面が大きく映し出した最新のニュース録画に、達たつ也や以外の四人は思わず箸はしを止めていた。

「どの・ニュースチャンネルも・ほぼ同じ・内容を・伝えています」

　ピクシーがパラサイトに由来するテレパシーではなく、機械のボディに備わったスピーカーで説明を付け加える。喋しやべり方が余り上達していないのは、達たつ也やがこの方面では、魔ま法ほう技術分野と違ちがって、所しよ詮せん素人しろうとだからだ。

　それでも理解するだけなら支障はない。達たつ也やはピクシーに頷うなずきを返して、すぐに目を画面へ戻もどした。

　もっとも、モニターを凝ぎよう視ししていなくても、必要な情報は耳から得られる。

　ニュースキャスターが告げた被ひ害がい者しやの最新データは死者およそ九千人、負傷者およそ三千人。今朝の一報目に比べて大おお幅はばに増えている。状じよう況きようが明らかになるにつれて犠ぎ牲せい者しや数が増大するのはどんな事件でもほぼ共通することとはいえ、今朝の時点では死者およそ千人と報道されていた。この大きすぎる差は、実情隠いん蔽ぺいの試みと、それが上う手まくいかなかったことを窺うかがわせる。

　大規模破は壊かい兵器の使用には、その犠ぎ牲せいの大きさによって抵てい抗こうの意思を挫くじくという面があるはずだ。だから敵の損害を過小に宣伝するのは矛む盾じゆんした行こう為いなのだが、ブラジル政府内で意思統一がされていないのだろうか。それとも、明らかにできない種類の犠牲者だったのだろうか。

　一日の戦せん闘とうで死傷者合計一万二千人という被ひ害がい規模も近年では稀まれに見るものだが──『灼しやく熱ねつのハロウィン』は例外として除く──、それより死者と負傷者のバランスの悪さが達たつ也やには気になった。

　シンクロライナー・フュージョンがどんな魔ま法ほうなのか、その仕組みは達たつ也やも知らない。だが、どんな風に見えてどんな効果をもたらすのかは分かっている。

　『ヘビィ・メタル・バースト』『リヴァイアサン』『トゥマーン・ボンバ』『シムリャー・アールミヤ』『霹へき靂れき塔とう』『深淵アビス』『シンクロライナー・フュージョン』『アグニ・ダウンバースト』『オゾンサークル』『バハムート』。十三人の魔ま法ほう師しが使う十種類の戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうの内、効果も見た目も明かされていないのは新ソ連のイーゴリ・アンドレイビッチ・ベゾブラゾフが使う『トゥマーン・ボンバ』だけだ。他は発動時の見た目と効果、あるいはそのどちらか片方が判明している。

　シンクロライナー・フュージョンはこれらの公開された戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうの中でも、その性質が良く知られている魔ま法ほうだ。発動している状態が観測しやすい、言いい替かえれば発動過程が派手すぎて隠かくしにくいのと、ブラジル軍が積極的にデモンストレーションを行っていた為ためである。

　シンクロライナー・フュージョンは数キロから数十キロの距きよ離りを置いて東西から高密度の水素プラズマ雲を向かい合わせに加速する。そして攻こう撃げき目標である中間地点の上空でプラズマ雲を衝しよう突とつさせることにより核かく融ゆう合ごう反応を引き起こし、その熱と衝しよう撃げき波はで対象地域を破は壊かいするという形を取る。

　戦略核かくに匹ひつ敵てきするだけの威い力りよくを得る為ためには、プラズマ雲を構成する無数の陽子を一つ一つ、ほぼ同時に正面衝しよう突とつさせる必要がある。一体どうやってそんな細かい操作を行っているのかという肝かん腎じんな部分は判明していないが、その効果は純じゆん粋す水い素そ核かく融ゆう合ごう爆ばく弾だんと同じだ。破は壊かい力は爆ばく心しん地からの距きよ離りの三乗に反比例する。つまり、プラズマ雲の衝しよう突とつ地点から遠ざかるにつれて、急激に殺傷力が下がっていくということだ。

　それにも拘かかわらず今回の戦せん闘とうにおいては、死者の数が負傷者数を圧あつ倒とう的てきに上回っている。元々平均人口密度が低い地域において、大量の犠ぎ牲せい者しや、そして死者の比率の極きよく端たんな高さ。これが敵兵力集結の状態を狙ねらってのものなら問題無い。いや、人道的には問題大有りだが、軍事的にはこの結果をもたらした魔ま法ほう師しが責められるべきことではない。

　だがこれがもし、大規模な難民キャンプの中央部を狙ねらったものだとしたら。

　今回戦場になったのは旧ボリビア、サンタクルス地区。第三次世界大戦とも呼ばれる世界的な地域紛ふん争そうの泥どろ沼ぬまの中で、一いつ旦たんはブラジルが領土に組くみ込こんだものの、現在は独立派武装ゲリラが実質的に支配している地域だ。

　このエリアでは現在もブラジル軍とゲリラとの間で断続的に戦せん闘とうが繰くり広ひろげられており、その煽あおりを受けて大勢の人々が難民化している。今回の戦せん闘とうの犠ぎ牲せい者しやは、その難民たちだった可能性がある。

　ゲリラを敵とする戦せん闘とうにおいては、決してあり得ないことではない。むしろ、残念なことに、あり得る作戦だ。そして、そのような非戦せん闘とう員いん大量殺さつ戮りくが意図的に行われたとしたら、命令を下した者だけでなく実行者も非難を免まぬがれない。

　その場合も、ブラジル軍戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しミゲル・ディアスが非難の標的となるだけならまだ良いい。だが、魔法師全般に人道の敵というレッテルが貼はられる展開も十分に考えられる。

　この不ふ吉きつな可能性を見てしまったことが、達たつ也やを憂ゆう鬱うつにさせていた。




　昼食が終わりニュースを消しても生徒会室は暗いムードに包まれたままだったが、入学式の準備作業はテキパキと進んだ。達たつ也や、深み雪ゆきは言うに及およばず、香か澄すみも泉いず美みも水み波なみも芯しんの強さを見せつけた格好だ。

「今日はここまでにしましょう」

　深み雪ゆきが本日の作業終しゆう了りようを告げた時、時刻はまだ十六時を少し回ったところだった。

「あの、深み雪ゆき先せん輩ぱい」

　帰かえり支度じたくをしている最中さなか、泉いず美みが躊ため躇らいがちに深み雪ゆきへ話はなし掛かける。

「泉いず美みちゃん、何かしら」

「光みつ井い先せん輩ぱいのお加減は、如いか何がなのでしょうか？　お見み舞まいにうかがっても構わないようでしたら……」

　ほのかは本日、病欠である。久く米め島じまから東京に戻もどってすぐ、熱を出したということだ。幾いくら南国・沖おき縄なわといっても、水着姿でうろうろするのはやはり、早すぎたということだろう。

「今日一日ゆっくりしていれば治るそうよ。お見み舞まいは遠えん慮りよしたいというメールが来ていたわ」

　ほのかが自分でそう言っているだけなら、深み雪ゆきも「強がっているのでは」と心配になったかもしれない。だが、この連れん絡らくをくれたのは雫しずくだ。雫しずくがほのかに無理をさせるはずはないから、一日で治るというのは信用しても良いと深み雪ゆきは考えていた。

　それに、泉いず美みがお見み舞まいに行くとすれば当然深み雪ゆきも同行することになり、必然的に達たつ也やもついてくる。重病や重傷ならともかく、不注意で風か邪ぜをひいて寝ねている姿を自分なら達たつ也やに見せたくないだろう、と深み雪ゆきは考えた。きっと、ほのかも同じなのだろう、とも。

「そうですか……」

「もし、明日になっても熱が下がらないようならお見み舞まいに行こうと思っているの。泉いず美みちゃんもそうしたら？」

「ご一いつ緒しよしてもよろしいのですか!?」

「ええ、もちろんよ」

「分かりました！　是ぜ非ひ、そのように！」

　少し目的が変わっているような気もするが、泉いず美みを上う手まく説得できたことに深み雪ゆきも一安心していた。

　泉いず美みがピント外れにはしゃいだ御お蔭かげで、戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうによる大量死傷者発生のニュースに沈しずんでいた気分も、少し晴れた。
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　深み雪ゆきたちはシンクロライナー・フュージョン使用の衝しよう撃げきから意識を逸そらすことができたが、魔ま法ほう師しを危険視する「魔ま法ほうが使えない人々」は、そういうわけにはいかなかった。

　これまでの反魔ま法ほう師し運動には、社会に対する不平不満のはけ口という側面が多分にあった。魔ま法ほうという力に対する恐おそれは確かにあったが、魔ま法ほう師しは政府によってコントロールされていると高たかを括くくっている部分が存在した。

　しかし、政府が戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうの使用を公式に認めたことで、魔ま法ほうを使えない人々の恐きよう怖ふは一気に顕けん在ざい化した。

　二〇九五年十月末の、大だい亜あ連合海軍基地を壊かい滅めつさせた攻こう撃げきについて、日本政府は詳しよう細さいを一いつ切さい明らかにしていない。外交チャンネルを通じた他国からの正式な問い合わせに対しても、マスコミからの情報開示請せい求きゆうに対しても、「国防上の機密」の一言で回答を拒こばんでいる。

　あの大だい破は壊かいに戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうが使用されたことは状じよう況きようから見て明らかだったが、日本政府はそれを認めなかった。そこには日本の軍事的な切り札になり得る「戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師し・大おお黒ぐろ竜りゆう也や特とく尉い」の存在を秘ひ匿とくするという意図が当然にあったが、同時に大量破は壊かい・大量殺さつ戮りくの魔ま法ほうを実戦で使用することを正当化するつもりはないという側面もあった。それを認めてしまえば、他国から戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうによる攻こう撃げきを受けるリスクも高まるからだ。

　誰だれもが知っている秘密であっても、当事者がそれを認めないことには意味がある。公然と認めないということは、公然と使用しないということだ。二〇九五年十月三十一日のように、いざという時には使うとしても、決断に強い心理的なストッパーが掛かかる。

　実は公開されている大規模破は壊かい兵器にも、同じような歯止めが存在する。大量破は壊かい兵器を自分からは使用しないという建前だ。戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうも、この建前により実戦投入が控ひかえられてきた。

　しかし今回ブラジル軍は、戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうを他の兵器と同じように使用すると態度で示した。そういう声明を出したわけではなかったが、シンクロライナー・フュージョンの使用をあっさり認めるということは、そう言っているも同然だ。あの魔ま法ほうは隠いん蔽ぺいが難しいという事情は、使用したことを認める理由の一つにはなっても決定的な要因ではない。戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうの使用は紛ふん争そう解決の手段としてタブーではないとブラジル政府が判断した。それがシンクロライナー・フュージョンの使用と、それを認める公式声明をもたらしたのだ。

　軍事の世界では、『灼しやく熱ねつのハロウィン』により戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう使用に対する心理的障しよう壁へきが大きく揺ゆらいでいた。その障しよう壁へきが今回、政治的にも決定的に崩ほう壊かいした。それを理解した人々は、今まで以上に激しい反応を示した。




　北アメリカ大陸合衆国（ＵＳＮＡ）ニューメキシコ州ロズウェル郊こう外がい。現地時間四月一日十五時。日本時間四月二日六時。

「メキシコで叛はん乱らんですって!?」

　ＵＳＮＡ軍統合参さん謀ぼう本部直属魔ま法ほう師し部隊スターズの本部に少女の叫さけび声ごえが響ひびき渡わたった。

「エイプリルフールのジョークにしても質たちが悪いですよ、シルヴィ」

　日本における秘密作戦以来、自分の副官のような地位に収まったシルヴィア・マーキュリー・ファースト准じゆん尉いに対し、総隊長アンジェリーナ・シリウス少しよう佐さは無理に浮うかべた、引きつった笑え顔がおを向けた。

　リーナはシルヴィアが人の悪い笑え顔がおで「ばれましたか」と答えることを期待していた。

　しかしシルヴィアは微かすかに微笑ほほえむこともせず、真面目な表情で、

「事実です、総隊長」

　というセリフを口にした。

「……本当に？」

「現地時間九時五十分、北メキシコ州モンテレイで反魔ま法ほう師し団体による大規模な暴動が発生。これを鎮ちん圧あつするべく州軍が出動しましたが、その一部が突とつ如じよ友軍に向けて発はつ砲ぽう。そのまま暴徒に合流したとのことです。なお発はつ砲ぽうは威い嚇かく射しや撃げきだったようで、これによる死傷者はありません」

　恐おそる恐おそる訊たずねるリーナに、シルヴィアは事務的な口調を作って答える。

　ちなみに『北メキシコ州』というのはメキシコがＵＳＮＡに吸収された際にできた行政区分だ。旧メキシコ合衆国は北回帰線以北でバハ・カリフォルニア半島を含ふくむ北メキシコ州、メキシコシティを中心とする南メキシコ州、テワンテペク地ち峡きようからユカタン半島に掛かけての東メキシコ州に再編されていた。

「州軍が暴徒に合流!?　一体何な故ぜそんなことに……」

「州軍ナシヨナルガードと一いつ緒しよにウィズガードが出動したのがまずかったようです」

「反魔ま法ほう師し団体鎮ちん圧あつに、低レベル魔ま法ほう師しで構成されたウィズガードを派は遣けんしたんですか!?　そんなの、火に油を注そそぐようなものじゃないですか！」

　州軍（ナショナルガード）は州政府に所属する、魔法師兵力を含まない治安維い持じ部隊。

　それに対してウィズガードはスターズ候補になれなかった低レベル魔ま法ほう師しの兵士を集めて編成した、連邦政府指揮下の国内向け治安維い持じ部隊だ。

　元々の性質からしてこの二つの組織は、ただでさえ仲がよろしくない。それに加えて、反魔ま法ほう師し暴動の鎮ちん圧あつに魔ま法ほう師しで構成されたウィズガードを差し向けたのだ。政府の誰だれかが、故意に騒さわぎを大きくしたのではないかと勘かん繰ぐりたくすらなってしまう。

「誰だれですか、そんな命令を出したのは!?　一体何を考えているんです！」

「ウィズガードに対する出動命令がどのレベルからどういう意図で出されたのかは分かりません。ただ、事態はその者の思おも惑わくを超こえて推移していると思われます」

「……どういうことですか？」

　シルヴィアがあくまでも淡たん々たんと答えを返し続けたことで、リーナも少し頭が冷えた様子だ。驚おどろいたり癇かん癪しやくを起こしたりするのではなく、事件に対して冷静に向き合おうという姿勢を見せ始めた。

「任務を放ほう棄きし暴動に加わった州兵グループは、元々魔ま法ほう師しに対して否定的な思想を持っていたようです。最初から反魔ま法ほう師し団体に同情的で、穏おん便びんに鎮ちん圧あつしようと考えていたのでしょう。暴動を起こした側ともある程度の意思疎そ通つうができていたようです」

「そこにウィズガードがしゃしゃり出て、強きよう硬こう手段に訴うつたえた……？」

「はい、残念ながら」

「ウィズガードの指揮官はバカなのですか？」

　思わず本音を漏もらしたリーナを、シルヴィアはたしなめなかった。シルヴィアもそう感じていたからだ。ウィズガードの名めい称しようが「ウィザードガード」を縮めたものであり、ウィザードという言葉が「善の賢けん者じや」というニュアンスを持つことを考えると、名前負けしている感が否いなめない。

「余よ所そ者もののウィズガードに対する反発もあったのでしょう。ウィズガードが強きよう硬こう手段に出た段階で、反魔ま法ほう師し団体のメンバーだけでなく地元の市民も次々と暴動に加わり、現在モンテレイの主要行政機関は暴徒と叛はん徒との手に落ちています」

　ロズウェルとモンテレイの時差は一時間。モンテレイは現在十六時で、暴動発生から六時間が経過している。州軍もウィズガードも暴動発生直後に出動したわけではなく、現地到とう着ちやくまで四、五時間は掛かかっているから、実質的に一時間前後で行政機関が占せん拠きよされたことになる。

「何てこと……」

　シルヴィアにそう説明されて、リーナはしばらく二の句を継つげなかった。

「……それで、統合参さん謀ぼう本部は私たちに、叛はん乱らんを鎮ちん圧あつせよと？」

　憂うれいを帯びた表情で、それでもしっかりとシルヴィアの目を見み詰つめて、リーナが彼女かのじよに与あたえられる任務について訊たずねる。

「いいえ、さすがに参さん謀ぼう本部もそこまで無茶なことは言ってきませんでした」

　それを聞いて、リーナが緊きん張ちように強こわ張ばった表情を少し弛ゆるめる。

　スターズは治安維い持じ部隊ではない。反逆魔ま法ほう師しを処分するという国内での任務もあるが、基本はあくまで外国相手の軍隊だ。それを考えれば叛はん乱らん鎮ちん圧あつの任務が回ってくる可能性は低いのだが、リーナは同じＵＳＮＡ国民を傷つける任務でないと聞いて安あん堵どしていた。

　しかし、ホッとするには少々気が早過ぎた。

「参さん謀ぼう本部からの指令は、包囲された状態にあるウィズガードが暴発する前に彼かれらを救出せよ、という内容です。その際、叛はん乱らん部隊を含ふくめ国民にはなるべく怪け我がをさせないように、とのことでした」

「簡単に言ってくれますね……。同どう胞ほうを傷つけずに済むのはありがたいことですけど」

　リーナは片手で額を押おさえながら、気休めを口にする。同じアメリカ人に──元メキシコ人であろうと、今はアメリカ人である──銃じゆう口こうや切っ先を向けなくて良いのは嬉うれしかったが、それにより任務の難易度が大きくはね上がることはきちんと理解していた。

「派は遣けんする人選を含ふくめて、ウォーカー司令がすぐに打ち合わせしたいとのことですが」

　ポール・ウォーカー大たい佐さはこの基地の司令官だ。スターズの指揮官は総隊長のリーナだが、ウォーカー司令は非魔ま法ほう師しとしてスターズを管理する立場にある。

「大たい佐さ殿どのが？　場所はどちらで？」

「司令官室でお待ちです。カノープス少しよう佐さもすぐに来られるそうです」

　カノープスはスターズ第一隊隊長で、リーナに次ぐスターズのナンバーツー。

「ベンにも連れん絡らく済みなんですね。分かりました。五分でうかがうと伝えてください」

　魔ま法ほう師しとしては超ちよう一流でも軍指揮官としてはキャリアもスキルもまるで足りていないリーナは、部隊運営の実務をカノープスに大きく頼たよっている。打ち明けた話、こういう重要な案件では、カノープスの助言が無ければリーナは何も決められない。ウォーカーが声を掛かけなければ、リーナの方からカノープスに同席を頼たのんだだろう。

「了りよう解かいしました、総隊長殿どの」

　シルヴィアが敬礼をして更こう衣い室から出て行く。

　訓練で汚よごれた野戦服を脱ぬいでタンクトップ姿だったリーナは、中断していた着き替がえを終える為ために急いで手を動かした。




　ドイツ連れん邦ぽう、首都ベルリン。現地時間四月三日十時三十分。日本時間同日十七時三十分。

　ベルリン大学（ベルリン自由大学から改かい称しよう）では魔ま法ほう師し排はい斥せき派の学生と魔ま法ほう師し共存派の学生がそれぞれデモ隊を結成し、構内で激しく衝しよう突とつしていた。

　暴力行こう為いは発生していない。今のところ双そう方ほうとも行ぎよう儀ぎ良く（？）相手を罵ののしっているだけだ。しかしこの熱気では、何い時つ小こ競ぜり合あいが発生してもおかしくない。本格的な武力闘とう争そうに発展する可能性も否定できない。

　それに、魔ま法ほう師し排はい斥せき派の主張だけでなく、魔ま法ほう師しを受け容れてやるべきだという共存派の主張も、魔ま法ほう師しにとっては居い心地ごこちが悪いものだった。

　口論が論理的とは言えない口くち喧げん嘩かに変容しているのを、カーラ・シュミット教授は苦々しい表情で自分の研究室から見ていた。ただし、モニター越ごしだ。窓からのぞいているのではない。窓まど際ぎわに立とうものなら、何が飛んでくるか分からない。

　銃じゆう弾だんどころか、砲ほう弾だんが跳とんでくるかもしれない。シュミット教授はここ数ヵ月間の経験からそれを学んでいた。

　彼女かのじよがモニターから目を離はなしたちょうどその時、ヴィジホンの呼び出しサインが瞬またたいた。

　シュミットは音声で遠えん隔かく操作するのではなく、自分の手でコンソールの応答スイッチを押おした。

『おはよう、シュミット教授プロフエツサー・シユミツト。ご機き嫌げんは如いか何がですかな？』

「マクロード教授プロフエツソア・マクロード……ご無ぶ沙さ汰たしています。私はお蔭かげ様さまで、肉体的には健康です」

　相手の名を呼んだ後、わずかに間が開いたのは、その人物が電話を掛かけてきたのが随ずい分ぶん久ひさし振ぶりで、意外だったからだ。だがすぐにシュミットは、何でもない顔で応えを返した。

「教授プロフエツソアは如いか何がですか？」

『もう歳としですが、幸い特に悪いところはありません。それからシュミット教授、以前にも申し上げたとおり私の勤務先は大学ではなく、今の私は大学教授ではありませんが』

　マクロードは本気で抗こう議ぎしているのではない。これはジョークみたいなもので、画面の中の彼かれの顔も温和な笑えみを浮うかべている。

「我わが国くににおけるヘル・マクロードの教授資格は、今も失効しておりません。当大学は、何い時つでも教授プロフエツソアを歓かん迎げい申し上げると思います」

　しかしシュミットはニコリともせず、生き真ま面じ目めな口調も崩くずさなかった。

『我わがブリテンの大学も、貴女あなたならば何い時つでも歓かん迎げいすると思いますよ』

　マクロードに気を悪くした様子は無い。ただ軽口めいたこのセリフには、それまでに無かった意地の悪さのようなものが混ざっていた。

『ベルリン大だい学がくは今、大変なことになっているようですね』

「ご存じでしたか……」

　呟つぶやくように応えたシュミットは、驚おどろいているというより、恥はずかしそうな表情だ。

『こちらでもニュースになっていますよ。今も現場の様子が中ちゆう継けいされています』

「大学は取材をお断りしているはずですが……」

　シュミットが諦あきらめ混じりに抗こう議ぎする。しかし、撮さつ影えいしているのはマクロードの関係者ではないから彼かれに何を言っても最初から意味が無い。

『報道の自由は民主主義の基本なのだそうです。インタビューできなくても、カメラに収める方法は幾いくらでもありますから』

　カメラを前に、シュミットが大きくため息を吐つく。マクロードに八つ当たりしても無意味だということは、彼女かのじよにも最初から分かっている。

「教授プロフエツソア。マスコミの存在意義について私と議論する為ためにお電話をくださったのですか？」

　ただ、こうして自分の貴重な研究時間を取られた上、既すでに承知している不快な現状を改めて突つきつけられていることに、シュミットは理り不ふ尽じんさを覚えていたのだった。

『これは申し訳ない。少々無む駄だ話ばなしが過ぎたようです』

　彼女かのじよが本格的に機き嫌げんを傾かたむけつつあると、マクロードにも分かったのだろう。彼かれは画面の中で居住まいを正した。

『シュミット教授。ブリテンに亡命しませんか？』

「教授プロフエツソア」

『これは冗じよう談だんではありません。本気で、お誘さそいしています』

　不快感をむき出しにしたシュミットのセリフを、マクロードは真面目な声こわ音ねで遮さえぎった。

「冗じよう談だんでないなら、余計に質たちが悪いと思いますが。貴方あなたや私の立場で亡命など許されるはずがないでしょう」

　カーラ・シュミットはウィリアム・マクロードと同じ、国家公こう認にん戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師し。『十三使徒』の一人だ。

　個人で国の防衛を支える柱となっている存在。

　その価値は『灼しやく熱ねつのハロウィン』以来、ますます強く認にん識しきされている。二〇九五年十月三十日以前であれば、もしかしたら亡命も可能だったかもしれない。だがあの大事件から一年半しか経たっていない今こん日にち、戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しが所属する国家を離はなれるなど政府が絶対に認めない。

『今のドイツは貴女あなたにとって余り居い心地ごこちの良いい場所ではないと思いますが』

「……随ずい分ぶんとはっきり仰おつしやいますね、教授プロフエツソア」

『失礼。しかし、その状じよう況きようが分かっているなら、まずご自分のことを考えるべきでしょう。魔ま法ほう師しは純じゆん粋すいな人間ではないから、その権利は大おお幅はばに制限されるべきだと主張する、人種主義の亜あ流りゆう思想を掲かかげる政党が若じやく年ねん層に支持を広げる一方で』

　マクロードが言葉を切ったのは、シュミットが辛つらそうに眉まゆを顰ひそめたからだ。同じドイツ人として、論理的思考を放ほう棄きし煽せん動どうに身を委ねる若者たちの軽けい薄はくで無責任な姿は見るに堪たえないものなのだろう。

　しかしマクロードに、ここで話を止めるつもりはなかった。

『魔ま法ほうは国家の為ための力であり、魔ま法ほう師しはただひたすら国家に尽つくすべきだという軍部の影えい響きよう力が日に日に勢力を増している中で、魔ま法ほうの平和利用に本気で取り組んでいる貴女あなたのような魔ま法ほう研究者は居場所を失いつつあるのではありませんか』

　シュミットは、マクロードの指し摘てきに反論できなかった。

　それは肯こう定ていに等しかった。

『幸い我わがブリテンは、過激な反魔ま法ほう主義思想を早い段階から取とり締しまってきたことで、国民間の対立はほとんど見られなくなっています』

「貴国は反魔ま法ほう主義者を地域的に隔かく離りしただけではありませんでしたか」

『そうですね。一いつ緒しよにいられないなら、住む場所を離はなすのが一番確実です』

　これは、シュミットとしては精せい一いつ杯ぱいの皮肉だったが、マクロードにはまるで効果が無かった。

『ですがそれも一時的なことです。彼かれらが共存を認めれば、いつでも元の家に戻もどることができます。我わがブリテンでは、魔ま法ほう師しにも魔ま法ほう師しでない者にも、国王陛下の名の下に等しく機会が与あたえられているのです』

　マクロードの言葉は、今のカーラ・シュミットにとって、大変甘かん美びなものに聞こえた。

「……結構なお話ですが、やはり私は、祖国を離はなれられません」

　だからこそ彼女かのじよは、踏ふみ止とどまることができたのかもしれない。

　都合が良すぎる話には、必ず裏がある。

　彼女かのじよを取り巻いてきた環かん境きようは、彼女かのじよが生きてきた世界は、そんな教訓を彼女かのじよの心に深く刻みつけていた。

『そうですか。今はまだ、それでも良いいでしょう。しかし、本当に研究者として生きることが難しくなったら、何い時つでも私を頼たよってください。決して悪いようには致いたしません』

「お気持ちだけ、頂ちよう戴だいします。それではこれで」

　シュミットはマクロードの返事を聞かず、逃にげるようにヴィジホンを切った。

　デスクに戻もどる途と中ちゆうで、外の様子を映しているモニターが目に入る。

　彼女かのじよの研究室が入っている建物の外では、学生同士の取っ組み合いが始まっていた。




　新ソビエト連れん邦ぽう黒海基地。四月四日十一時。日本時間同日十七時。

　レオニード・コンドラチェンコ少将は、モスクワから特別な客を迎むかえていた。

「閣下、ご無ぶ沙さ汰たしております」

「こちらこそ。ベゾブラゾフ博士、ご来訪を歓かん迎げいしますぞ」

　コンドラチェンコを訪ねてきたのは、まだ四十代の若さでありながら新ソ連科学アカデミーにおける魔ま法ほう研究の第一人者と認められ、また国家公こう認にん戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師し『十三使徒』の一人でもあるイーゴリ・アンドレイビッチ・ベゾブラゾフだった。公的な地位は一科学者でありながら、国内における発言力は国防大臣に匹ひつ敵てきすると言われている人物だ。

　特別といえば、コンドラチェンコも黒海基地において特とく殊しゆな立場にある。彼かれには黒海基地の人員と物資を自由に使う権限が与あたえられているが、基地司令ではない。基地の司令官は同格の少将だが、彼かれはその指揮に従う義務が無い。制度上、コンドラチェンコは国防大臣直属の戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しということになっているが、実態は首しゆ相しようのみが彼かれに命令を下すことができる。（新ソ連は大統領制を採用しておらず、政府のトップは連れん邦ぽう政府首しゆ相しようである）

　コンドラチェンコはベゾブラゾフを彼かれの私室に招いた。正確には基地内に設けられた彼かれの住居の応接室に。コンドラチェンコの住居は、国際的な一流ホテルのスイートルームに匹ひつ敵てきする贅ぜい沢たくな間取りと豪ごう華かな造りで、サービスも従卒が一流ホテル以上のものを提供していた。

　一つだけ難をいえば、女っ気がないことだろうか。コンドラチェンコは男色家ではないので、見み目めの良いい従卒をつけられても別に嬉うれしくはない。

「博士ドクタルはお吞のみにならないのでしたな」





「不ぶ調ちよう法ほうで申し訳ございません」

　コンドラチェンコの問いに、ベゾブラゾフは恐きよう縮しゆくした表情で答えた。

「何の。儂わしも最近は、めっきり酒に弱くなりましたのでちょうどいい」

　笑いながらベゾブラゾフにそう応えて、コンドラチェンコは指を二回鳴らした。すぐに従卒が小型のサモワール（紅茶用湯ゆ沸わかし器き）と、ティーカップ及およびヴァレニエ（果実の砂糖煮に）を入れた小こ鉢ばちを二つ持ってきた。

　従卒がサモワールの上にセットしたティーポットから紅茶を注そそぎ、ヴァレニエの小こ鉢ばちと共にベゾブラゾフの前に置く。コンドラチェンコにも同様に給きゆう仕じして、サモワールを二人の中間に置き、主が頷うなずくのを確かく認にんして従卒は応接室から出て行った。

　コンドラチェンコは紅茶を味見することなくサモワールからティーカップにお湯を注つぎ足たし、小さなスプーンでヴァレニエを口の中に放ほうり込こんだ後、紅茶を一口含ふくんだ。

　ベゾブラゾフはヴァレニエと紅茶の味を確かめてから、ティーカップに少しお湯を足した。

　二人がティーカップから手を離はなし、改めて向き合う。

「さて……。博士ドクタルのご来訪理由を、おうかがいしてもよろしいか？」

「多分、閣下のお考えのとおりです」

　ベゾブラゾフの答えに、コンドラチェンコが顔を顰しかめた。今日ベゾブラゾフを迎むかえて、初めて見せる不快の表情だ。

「やはり昨日、当基地で発生した暴動の件ですか。しかしあれは、既すでに解決しておりますぞ」

「承知しております。そこを案じているなら、閣下ではなく基地司令をお訪ねしています」

「なる程ほど、それはそうだ」

　コンドラチェンコは不快感を白い髭ひげの奥おくに引ひっ込こめた。

「では、何をお訊ききになりたいのですかな？」

　コンドラチェンコの言葉に、ベゾブラゾフは微かすかな躊ちゆう躇ちよを見せた。

「……私は魔ま法ほう研究者であって、憲兵ではありません」

「無論、理解しています」

　言い難にくそうにしているベゾブラゾフに対して、コンドラチェンコの返答は年ねん齢れいを感じさせない明めい瞭りようなものだ。

　その歯切れの良さに後あと押おしされたのだろう。ベゾブラゾフは逡しゆん巡じゆんを振ふり切きって本題に入った。

「ですから、暴動が起こったことに関する責任問題を追つい及きゆうする立場にはありません。私が解明すべきことは、昨日の暴動に関して魔ま法ほう的な介かい入にゆうがあったかどうかです」

「つまり博士ドクタルは、外国、もしくは反政府勢力に属する魔ま法ほう師しによる工作を疑っておいでなのかな？　暴動、いえ、叛はん乱らんを煽せん動どうする精神干かん渉しよう系魔ま法ほうが使われたと仰おつしやる？」

「断定するつもりはありません。しかし、その可能性はあると考えています。我わが国くにが抱かかえる九人の戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しの内、対外的にその存在が公表されているのは閣下と私の二人。国家公こう認にん戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しである閣下がおられるこの基地で、何の工作も無く魔ま法ほう師しを敵視する叛はん乱らんが起こるというのは考え難にくいと思っています」

「防護服が無ければ無む菌きん室から出ることもできないあの劣れつ化かコピーのクローンどもと同列視されるのは愉ゆ快かいなことではないが、ご懸け念ねんは理解できます。しかし残念ながら、考えすぎですな」

「本当ですか？」

　ベゾブラゾフの反射的な一言に、コンドラチェンコはムッとした表情を浮うかべた。

「儂わしの感覚が信用できないと仰おおせか？」

「失礼しました。決してそのようなつもりではありませんでした」

　コンドラチェンコが示した不快感に、ベゾブラゾフは慌あわてて頭を下げる。

「……博士ドクタルが猜さい疑ぎ心しんに囚とらわれておいでなのは、『ドラキュラ』の暗あん躍やくを疑っておられるからでしょう」

　ベゾブラゾフが間かん髪はつ入れず謝罪したことで、コンドラチェンコも歩み寄りを見せた。

「ご明察、恐おそれ入いります」

　図星を指され、ベゾブラゾフは素す直なおに白旗を揚あげた。

　コンドラチェンコが言う『ドラキュラ』とは、暗殺・破は壊かい工作を得意とするルーマニアの魔ま法ほう師しのコードネームだ。非合法活動の専門家だけあって、本名も分かっていない。秘ひ匿とくされた戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しという噂うわさもあるが、それも真しん偽ぎ不明だ。

　この黒海基地はルーマニア国境に近い（黒海艦かん隊たい基地と黒海基地は別である）。それもあって、ベゾブラゾフは黒海基地で暴動が発生したと聞いた時、真っ先に『ドラキュラ』の関かん与よを連想したのだった。

「実は儂わしもです」

「はっ？」

　ベゾブラゾフがポカンと口を開ける。それを見て、コンドラチェンコは愉ゆ快かいそうに笑った。

「ですから、暴動を起こした兵士については精神干かん渉しよう系魔ま法ほうの痕こん跡せきを徹てつ底てい的てきに調べさせました。首しゆ謀ぼう者しやクラスについては儂わし自じ身しんが直接取り調べております」

「そうでしたか……。どうやら私は、余計な真ま似ねをしてしまったようですね」

「どうかお気になさらず。博士ドクタルもクレムリンの小心者どもに振ふり回まわされただけでしょうから。……おっと、これはご内密に」

「心得ております」

　コンドラチェンコとベゾブラゾフが、二人して悪戯いたずら小こ僧ぞうのような笑えみを浮うかべる。二人の間に、和なごやかな空気が戻もどった。

「しかし閣下。昨日の暴動が国外勢力や反政府勢力の破は壊かい工作によるものではないとすると、また別の懸け念ねんが生じませんか？」

「兵士たちの間に広がりつつある、魔ま法ほう師しと非魔ま法ほう師しの対立ですな」

　コンドラチェンコのセリフに、ベゾブラゾフが頷うなずく。

「アメリカや日本に広がっていた反魔ま法ほう主義運動は、社会格差に対する不平と不満をエネルギー源にしている面がありました。しかし我わが連れん邦ぽうに、社会格差は存在しません」

　本当は「存在しないことになっている」だが、コンドラチェンコもベゾブラゾフ自身も、そんな余計なことは口にしない。

「昨日の反魔ま法ほう主義者による暴動には、別の要因があると考えられます」

「然さ様よう。魔ま法ほう師しでない兵士は不安を覚えている。近い将来、軍で活かつ躍やくするのは魔ま法ほう師しばかりになり、自分たちの居場所が無くなるのではないかと恐おそれている」

　コンドラチェンコの答えに、ベゾブラゾフが納なつ得とく顔で頷うなずいた。

「実際には、魔ま法ほう師しだけで軍を編成するのは不可能です。魔ま法ほう師しの部隊を作ることはできても、魔ま法ほう師しだけで前線の兵員全てを賄まかなうわけにはいかない」

「しかしそれを兵士に理解させる為ためには、実際に戦場に出る機会が必要ですぞ」

　コンドラチェンコの指し摘てきに、ベゾブラゾフはもう一度頷うなずいた。

「では、その機会を作りましょう」

「ほう……。博士ドクタル、当てがあるのですか？」

　コンドラチェンコは七十歳さいを過ぎているとは思えない強い眼光をベゾブラゾフに向けた。

「残念ながらヨーロッパ方面には、現在兵を動かす余地はありません」

　ベゾブラゾフは言葉だけでなく、全身で申し訳なさそうにしている。

「ヨーロッパの軍事情勢については、博士ドクタルよりも儂わしの方が詳くわしいでしょうな」

　しかしそれは、余計な気き遣づかいだった。

「そうですね。失礼しました」

「つまり、ヨーロッパ方面以外……。極東ですか？」

「ええ」

　コンドラチェンコの推測に、ベゾブラゾフはもったいぶらず頷うなずいた。

「つい先日、香港ホンコン軍の士官が部下を引き連れて大だい亜あ連合から集団脱だつ走そうするという事件が起きまして」

「ほう。それは初耳です」

「私も一昨日知ったばかりです。それで、その脱だつ走そう兵を捕ほ獲かくする為ために大だい亜あ連合は日本軍との共きよう闘とうに踏ふみ切きりました」

「脱だつ走そう兵の目的は、日本における破は壊かい工作か……」

「そうです。既すでに失敗に終わっていますが」

「なる程ほど、理解しました。大だい亜あ連合と日本は長年の戦争状態が解消したことで、宿敵同士、手を結ぶことが可能になる程ほど、緊きん張ちようが緩ゆるんでいる。考えてみれば当然のことだ。緊きん張ちよう状態を永続できる人も組織も存在しない。我々は、そこにつけ込こむというわけですな」

　コンドラチェンコが長く伸のばした白い髭ひげを撫なでながら何度も頷うなずいた。

「モスクワに戻もどってすぐ、クレムリンに提案してみましょう。もし作戦の実行が決まれば、閣下の部下も一部をお借りすることになると思います」

「兵士には良いい張り合いになるでしょう。博士ドクタル、その件はむしろ儂わしの方からお願いします」

　右みぎ膝ひざを壊こわしていて杖つえを使わなければ立てないコンドラチェンコは、座すわったままベゾブラゾフに一礼した。

　無論ベゾブラゾフがその程度の非礼に気分を害することはなく、老将軍に笑え顔がおでお辞じ儀ぎを返した。




　　　　◇　◇　◇




　二〇九七年四月六日、土曜日。東京では魔ま法ほう大だい学がくの入学式が華はなやかに行われていた。

　しかし北陸臨海部は、全身の肌はだがひりつくような緊きん張ちよう感に覆おおわれている。

　昨日から佐さ渡ど近海で目もく撃げきされている不ふ審しん船の所せ為いだ。

　五年前、大だい亜あ連合の沖おき縄なわ侵しん攻こうと時期を同じくして、佐さ渡どは新ソ連のものと思われる小規模部隊の上陸を許している。小規模と言っても、佐さ渡どに駐ちゆう留りゆうしていた守備隊を蹂じゆう躙りんし、島の重要施し設せつを占せん拠きよする兵力を有していた。その際、多くの民間人が犠ぎ牲せいになっている。島内の魔ま法ほう研究所の所員だった吉きち祥じよう寺じの両親も、この時の戦せん闘とうに巻まき込こまれ命を落とした。

　新ソ連は未いまだに、佐さ渡どに上陸した部隊が自国のものだと認めていない。だが新ソ連政府が惚とぼけようが居直ろうが、地元の人間にとっては関係無かった。

　二度と、自分たちの郷土を踏ふみ荒あらさせはしない。それが何ど処この国の軍隊であろうと、何ど処この組織に属する武装集団であろうと。

　侵しん攻こう部隊を撃げき退たいした義勇兵は、あの時、一人残らず心にそう誓ちかった。

　彼かれらは今、あの時の誓ちかいを果たす為ために、こうして集まっている。

　新たに組織された義勇兵の中には、五年前、抵てい抗こうの術すべを持たず家族を奪うばわれた者も含ふくまれている。彼かれらも、かつて命を賭として戦った者たちと誓ちかいを共有していた。佐さ渡どが正体を認めない武装勢力の軍ぐん靴かに踏ふみにじられた時、両親を失った吉きち祥じよう寺じも、その内の一人としてこの場に立っている。

「ジョージ、余り気負いすぎるなよ」

　吉きち祥じよう寺じに復ふつ仇きゆうの念が無いはずはない。今回目もく撃げきされた不ふ審しん船の正体も、新ソ連の工作部隊であることは確実と見られていたからだ。

「それは僕ぼくのセリフだよ、将まさ輝き」

　しかし少なくとも表面上、吉きち祥じよう寺じは自分の感情をコントロールしている。

「……その調子なら、大だい丈じよう夫ぶそうだな」

　彼かれの隣となりで、将まさ輝きはそのことにホッとしていた。

「全員、準備は良いいか！」

　義勇兵部隊の指揮官を務める一いち条じよう家け当主・一いち条じよう剛ごう毅きが集まった戦士たちに声を掛かける。その覚かく悟ごを問う。

「おおっ！」

　義勇兵が一いつ斉せいに気勢を上げた。将まさ輝きと吉きち祥じよう寺じも闘とう志しを雄お叫たけびにして放つ。

「よぉし！　全員、行くぞっ！」

「おおおっ！」

　百九人の魔ま法ほう師しが、海底資源探査船の名目で一いち条じよう家けが所有している三隻せきの装そう甲こう船に声を上げながら乗のり込こむ。一いち条じよう家けが動員できる男性魔ま法ほう師しのほとんどがこの場に集結していた。

　彼かれらが乗船する装そう甲こう船はミサイルやフレミングランチャーを搭とう載さいできなかった代わりに──民間船だから当然である──昔流の重じゆう装そう甲こうを備えた船だ。昔流といっても現代技術の恩おん恵けいで速度はそれほど犠ぎ牲せいになっていない。残念ながら、小回りが利きかないという欠点は残っているが。

　ミサイルや砲ほう弾だんなら魔ま法ほうで防ぼう御ぎよできる。魔ま法ほう師しにとっては、機き銃じゆうや体当たりの方がむしろ厄やつ介かいだ。魔ま法ほう師しの集団を運ぶ船に重じゆう装そう甲こうを使うのは、合理的な選せん択たくだった。

　三隻せきの船団が出港する。

　三隻せきの船団の内、二隻せきは佐さ渡どに上陸。もう一隻せきは海上の不ふ審しん船に向かう予定だ。昨日、佐さ渡ど沖おきで日本の領海に入った不ふ審しん船の行方ゆくえは成せい層そう圏けんカメラが捉とらえている。

　当とう該がい船の現在位置は（領海外という意味で）公海上だ。継けい続ぞく追つい跡せき権は発生していないから経済水域内でも日本の経済的利益を侵しん害がいしない限り拿だ捕ほすることはできないが、接近するだけで牽けん制せいにはなる。また、向こうから撃うってくれば話は別だ。

　港を離はなれてすぐ、剛ごう毅きは傍かたわらに立つ少年に声を掛かけた。

「真しん紅く郎ろう、気分はどうだ」

　吉きち祥じよう寺じと、そして将まさ輝きは、剛ごう毅きと同じ船に乗っていた。

「は、はい！　平気です！」

「怖こわくはないか？」

「……正直なところ、少し怖こわいです」

「それで良いい」

　吉きち祥じよう寺じの答えを聞いて、剛ごう毅きは満足げに頷うなずいた。怒いかりや憎にくしみで恐きよう怖ふが麻ま痺ひしている状態では、正常な判断力を発揮することは望めない。勇ゆう敢かんに戦って、早死にするだけだ。剛ごう毅きは自分に従う者たちにそのような戦い方をさせるつもりはなかった。

　次に剛ごう毅きは、自分の息子むすこに目を向けた。

「将まさ輝き」

「はい」

「お前はまさか、恐きよう怖ふを覚えてはいないだろうな？」

「分かっています。恐きよう怖ふは見せません」

　恐きよう怖ふを覚えていないのではなく、恐きよう怖ふを見せない。

　将まさ輝きの返事に、剛ごう毅きは男おとこ臭くさく、不敵に笑った。

「良し。お前には先せん陣じんを切ってもらう。沖おき縄なわ諸しよ島とう海域で四よつ葉ば家けの司し波ば達たつ也や殿どのが武功を上げたばかりだ。無様は許さんぞ」

「心得ております」

　沖おき縄なわ諸しよ島とう、久く米め島じま沖おき人工島に対する破は壊かい工作を達たつ也やが未然に防いだことは、一いつ般ぱんには秘ひ匿とくされている。だが十じゆつ師し族ぞくの各当主に対しては、概がい要ようが明かされていた。十じゆつ師し族ぞく各家が魔ま法ほうによる実戦を行った場合は、規模に拘かかわらずこれを師族会議に報告する義務がある。魔ま法ほうの私的濫らん用ようを牽けん制せいする為ために定められた措そ置ちだ。

　忠実に守られているとは言えない規則だが──魔ま法ほう戦せん闘とうはむしろ隠いん蔽ぺいされることの方が多い──、今回は国防軍との共同作戦ということもあり、四よつ葉ば家けは他の九家に対しすぐに事実の一部を伝えた。

　本来は当主限りの情報だ。実際、泉いず美みや香か澄すみ、七しつ宝ぽう琢たく磨まや三みつ矢や詩しい奈なはこのことを親から聞かされていない。だが剛ごう毅きは将まさ輝きに対して、その日の夜にこの情報を伝えた。

　目的は当然、息子むすこに発破を掛かけることだ。そしてこれもまた言う迄までもないことだが、剛ごう毅きの狙ねらいは的中した。翌日から将まさ輝きは訓練にますます熱を入れるようになったし、今も闘とう志しに満ち溢あふれている。

　既すでに述べたように出港した三隻せきの内、一隻せきが不ふ審しん船に接近する。相手の動きを牽けん制せいし、当とう該がい船からの攻こう撃げきを誘ゆう発はつする作戦だ。向こうが撃うってくれば、公海上でも堂々と反はん撃げきできる。

　自らを囮おとりにするこの危険な役目は、剛ごう毅きが乗船する船が担になうことになっている。この作戦には反対の声が多かった。いや、剛ごう毅きと将まさ輝き以外の全員が反対したと言っても過言ではない。一いち条じよう家けのナンバーワンとナンバーツーが同じ船で一番危険な場所に突つっ込こむというのだ。リスク分散の重要性を知っている者なら、誰だれもが無む謀ぼうだと言うに違ちがいない。

　しかし剛ごう毅きは、部下の説得に耳を貸さなかった。最も強く、最も生存確率が高い自分が戦列の先頭に立たなくてどうする。剛ごう毅きはそう言った。彼かれは義勇兵の軍団を組織した。だが、軍隊を作ったつもりは無い。

　剛ごう毅きにとり、部下は庇ひ護ごすべき存在だ。家族に準じると言いい替かえても良い。軍隊では国民と国益を守る為ため、兵士の消しよう耗もうが前提となっている。だが十じゆつ師し族ぞくは魔ま法ほう師しの利益を守る為ための組織であり、部下の魔ま法ほう師しは国家にとっての国民に該がい当とうする。戦時にあっては、同じ国民を守る為ために、守られるべき国民から除外される軍人と違ちがって、一いち条じよう家けに従う魔ま法ほう師しは、戦せん闘とう中であっても一いち条じよう家けが守らなければならない「仲間」だ。少なくとも剛ごう毅きはそう信じている。そして将まさ輝きも、父親の信念を受うけ継ついでいた。

　それに、剛ごう毅きと将まさ輝きの考え方に全く合理性が無いというわけでもない。戦力集中の観点から言えば、要かなめとなる戦場に戦せん闘とう力ナンバーワンとナンバーツーの魔ま法ほう師しを投入するのは理に適かなっている。

　また、もっと技術的な問題として、海上戦せん闘とうが可能な技量を持つ魔ま法ほう師しは十じゆつ師し族ぞく一いち条じよう家けの郎ろう党とうであってもそれ程ほど多くないという事実がある。

　魔ま法ほうは原則として一つの事象、一つの対象物に対して作用するものであり、対象物の一部のみを指定してその事象を改変するには高い技術力が必要になる。空間を指定して事象を改変する領域魔ま法ほうが、特定の物を指定する対物魔ま法ほうより難しいとされているのも同じ理由による。

　一いち条じよう家けの得意魔ま法ほうは『爆ばく裂れつ』。液体を爆ばく発はつ的に気化する魔ま法ほうだ。対象となるのは、何も人体内部、機械内部に閉とじ込こめられた液体だけではない。海水も『爆ばく裂れつ』の対象になる。一いち条じよう家けの魔ま法ほう師しにとって、海上は無限の爆ばく薬やく庫このようなものだ。

　だがどんなに優すぐれた魔ま法ほう師しであっても、海水全てを魔ま法ほうの対象とすることはできない。実際に海水を爆ばく発はつさせる為ためには、海の一部を意識の中で切り取って魔ま法ほうの対象に指定しなければならない。

　この問題は『爆ばく裂れつ』だけに限ったことではない。海水を攻こう撃げき手段として使う為ためには「対象物の一部分のみを指定する」というハードルを避さけられない。空気と違ちがって水は目に見える分、「海は何ど処こまでも続いている」という実感に縛しばられる為ため、海水を弾たまにするのは空気弾だんよりも難しい。液体気化魔ま法ほうは海上戦せん闘とうに有利な術式だが、それを実戦で使用できる魔ま法ほう師しは意外に限られているのである。

　剛ごう毅きが乗る船には、その技術を使いこなせる魔ま法ほう師しが集められている。将まさ輝きが剛ごう毅きと同じ船のメンバーに組くみ込こまれている裏には、こういう事情もあった。

　いずれにせよ、編成を議論する段階は過ぎ去っている。今から予定を変へん更こうしても、混乱を招くだけだ。

　佐さ渡どに到とう達たつした船団は、二隻せきと一隻せきの二手に分かれた。二隻せきは島の南側を回り込こんで東岸の両りよう津つ港こうから上陸。剛ごう毅きと将まさ輝きを乗せた船は、そのまま北上を続ける。

　国こく籍せき不明船を発見したのは、佐さ渡どの北ほく端たんから五十海里北上した海域だった。領海どころか接続水域からも遠く離はなれており、手出しする名目は無い。

　とはいえ、そもそも剛ごう毅きたちの船は民間船だ。元々、拿だ捕ほや臨検の権限は持っていない。最初から超ちよう法規的手段──海かい賊ぞく行こう為いを厭いとわぬ覚かく悟ごはできている。

　ただそれでも、いきなり相手の船を撃げき沈ちんすることはしなかった。

　戦力的には可能だ。剛ごう毅きの船は武装していないが、乗船している魔ま法ほう師しは兵器の欠けつ如じよを補って余りある戦せん闘とう力を有している。いや、剛ごう毅き一人だけでも戦せん闘とう艦かん一隻せきを沈しずめる程度のことは難しくない。

　戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しの定義は「一度の魔ま法ほうで都市または艦かん隊たいを壊かい滅めつさせる魔ま法ほうを使える者」だ。この定義を「一回の戦せん闘とうで」と書かき換かえれば、剛ごう毅きはそれに当てはまる。人体破は壊かいだけでなく機械破は壊かいにも長たけている一いち条じよう家けの『爆ばく裂れつ』を以もつてすれば、戦せん闘とう艦かんの五隻せきや十隻せきを連続して沈しずめることは、決して不可能ではない。十じゆつ師し族ぞくに匹ひつ敵てきする強力な魔ま法ほう師しが敵にいなければ、剛ごう毅き一人で一艦かん隊たいを殲せん滅めつすることも可能だ。

　その方が、義勇兵側のリスクも少なかった。だが彼かれらを率いる剛ごう毅きは、不ふ審しん船を遠くから問答無用で沈しずめるのではなく、白兵戦を挑いどんで敵の正体の確証を摑つかむことを選んだ。

　五年前、佐さ渡どから撤てつ退たいした後、新ソ連は徹てつ底てい的てきに白しらを切った。日本側に捕ほ虜りよは無く、死体にも身元を確定できる物は残されていなかった為ため、新ソ連の噓うそを暴あばくことができなかった。

　侵しん攻こう部隊を撃げき退たいしたとはいえ、あの事件は外交的に見れば日本側の敗北に終わった。その苦い記き憶おくが、剛ごう毅きにリスキーな作戦を選ばせたのである。

「敵船に動きはあるか」

　不ふ審しん船を目視できる距きよ離りまで近づいて、剛ごう毅きは何度目かになる質問を怒ど鳴なった。

「ありません！」

　部下から返ってくる答えも同じ。

　火器管制レーダーの照射も無ければ機関出力上じよう昇しように伴ともなう放出熱増大も無い。砲ほう塔とうが起動した兆候もミサイル発射口らしき物も見当たらない。

　不ふ審しん船は、沈ちん黙もくしていた。

　こちらの動きが見えていないということは無いはずだ。剛ごう毅きはそう確信していた。何と言っても、既すでに望遠鏡を使わずにお互たがいの船の形が見える距きよ離りまで接近しているのだ。

　不ふ審しん船の形状は小型の貨物船。小型といってもそのサイズは駆く逐ちく艦かんを上回っている。今のところ搭とう載さい兵器の影かげは見えないが、横よこ浜はま事変の際の偽ぎ装そう揚よう陸りく艦かんの例もある。義勇兵に、油断している者はいなかった。

　とはいえ、このまま見ているだけではここまで来た意味が無い。

「偵てい察さつ隊、突とつ入にゆう！」

　剛ごう毅きは遂ついに、決断を下した。

「了りよう解かい！」

　その命令に、将まさ輝きが勇ましく応じる。彼かれの背後に控ひかえる、四人の若者も。

　剛ごう毅きは便べん宜ぎ的に「偵てい察さつ隊」と呼んだが、実態は敵船制圧の為ための先せん鋒ぽうだ。戦せん闘とう力は無論のこと、仮に絶体絶命のピンチに陥おちいっても生せい還かんできるだけの防ぼう御ぎよ力と機動力を基準に選ばれた突とつ入にゆうメンバーである。

「将まさ輝き、気をつけて」

　吉きち祥じよう寺じも出しゆつ撃げき命令が下ったこの段階で将まさ輝きを止めるような女め々めしい真ま似ねはしない。彼かれには成せい層そう圏けんカメラの情報を元に「偵てい察さつ隊」の動きをフォローし、いざという時には撤てつ退たいを支し援えんするという役目が与あたえられている。

「バックアップを頼たのむぞ、ジョージ」

　将まさ輝きに頼たよられて、吉きち祥じよう寺じは大きく頷うなずいた。

　将まさ輝きは唇くちびるを笑いの形に吊つり上あげ、甲かん板ぱんを蹴けって海に飛び出す。

　飛とび込こんだのではない。彼かれの足は海面から下に沈しずまなかった。波に足が届くのと同時に、将まさ輝きは背後に続く四人と共に不ふ審しん船へ向けて疾しつ走そうを始める。

　海上を走る彼かれらを狙ねらう攻こう撃げきは無かった。すぐに目的の船までたどり着いた五人は、将まさ輝きを先頭に甲かん板ぱんへ次々と跳とび乗る。敵が潜ひそんでいれば格好の的だが、ここでも彼かれらは攻こう撃げきを受けなかった。
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「どうなっているんだ、これは。ジョージ、何か見えるか？」

　さすがに気味が悪くなった将まさ輝きは、いつでも海に避ひ難なんできる位置に立ち、吉きち祥じよう寺じに無線で問い合わせる。

『カメラにも人ひと影かげが映っていない。映像と観測データから判断する限り、無人船に見える』

　吉きち祥じよう寺じは成せい層そう圏けんカメラからもたらされる情報だけでなく、将まさ輝きたち偵てい察さつ隊が身に付けているセンサーの情報もデータリンクでチェックしていた。その上で、脅きよう威いはまだ見つからないと応えている。

　その回答に、将まさ輝きが緊きん張ちようを弛ゆるめ掛かける。

『……待って、将まさ輝き。そっちのセンサーがガスの漏ろう出しゆつを検知している』

　だが、少し慌あわてた感じで早口になった吉きち祥じよう寺じのセリフに、将まさ輝きはすぐ気を引ひき締しめ直した。

　彼かれは部下に指示するのではなく、自分が着けているセンサーを確かく認にんした。腕うで時ど計けい型の簡易な多用よう途と検知器だが、それでもはっきりと検出される濃のう度どで可燃性ガスが船上を漂ただよっている。

「全員、障しよう壁へきを張って船外に退たい避ひ」

　検出されたガスはプロパン。無色無む臭しゆうで、空気より重く拡散しにくい為ために選ばれたのだろう。だが、罠わなとしては中ちゆう途と半はん端ぱだ。拡散しにくいと言ってもメタンのような空気より軽いガスと比ひ較かくしての話であり、障しよう碍がい物ぶつがない海上ではわずかな風でもすぐに流され薄うすれてしまう。

　また、この船一いつ杯ぱいにプロパンガスが詰つまっていたとしても、予想される燃ねん焼しよう力は一いち条じよう家けの精せい鋭えいたる彼かれらの障しよう壁へき魔ま法ほうを突とつ破ぱできる程ほどのレベルではない。そもそもプロパンガスは爆ばく発はつ上限（それ以上濃のう度どが上がると爆ばく発はつしなくなる上限）が低く、攻こう撃げき手段として適しているとは言えない。爆ばく発はつ下限が低い、つまり燃ねん焼しようしやすいので敵の動どう揺ようを誘さそう奇き襲しゆう効果が考えられる程度だ。

　だから将まさ輝きの指示にも、それ程ほどの切せつ迫ぱく感は無かった。

　その一方で、データリンクでガスの正体を知った剛ごう毅きたちの間にも拍ひよう子し抜ぬけした空気が漂ただよっていた。

　多分、それこそが罠わなだったのだ。

　緊きん張ちようが弛ゆるんだ直後、装そう甲こう船上の剛ごう毅きが驚きよう愕がくに顔を染めて海面に目を向ける。

「海面上に魔ま法ほうの兆候……！」

　吉きち祥じよう寺じはこのセリフを最後まで言えなかった。

　その直前まで、確かに魔ま法ほう攻こう撃げきの気配は無かった。

　だが今、剛ごう毅きたちが乗る船を、海面に投射された無数の魔ま法ほう式しきがびっしりと取り囲んでいる。

　一いつ瞬しゆんで増ぞう殖しよくした魔ま法ほう式しきが、一いつ斉せいに発動する。

「親おや父じっ!?」

　魔ま法ほうの気配に、海面に立つ将まさ輝きも当然気づいた。

　次の瞬しゆん間かん。彼かれの視界で、海が爆ばく発はつする。

　まるで隙すき間ま無く敷しき詰つめた地じ雷らいが同時に起き爆ばくしたような爆ばく風ふうが発生した。

　将まさ輝きたちはその突とつ風ぷうに煽あおられ、波の上を転がって海中に沈しずむ。

　浮うかび上あがった将まさ輝きの視界は、水みず飛沫しぶきと水みず煙けむりと塩の雨で白はく濁だくしていた。

「チィッ！」

　海面に立ち上がった将まさ輝きが気流を生み出す。その風が、白い闇やみを吹ふき飛とばした。

「親おや父じ！」

　船は形を留とどめていた。時じ代だい遅おくれとも思える重じゆう装そう甲こうは、伊だ達てではなかった。船せん尾びが激しく損傷しているのは、魔ま法ほう障しよう壁へきでカバーしきれなかったからか。船体前部の甲かん板ぱん付近は損傷が少ない。幾いく重えにも展開された魔ま法ほう障しよう壁へきの最後の一枚が持もち堪こたえたということだろう。防ぼう御ぎよ魔ま法ほうを行使したのは自分の父親に違ちがいないと将まさ輝きは直感した。

　しかし、彼かれが安あん堵どできたのは束つかの間まのことだった。

『将まさ輝き、将まさ輝き！　剛ごう毅きさんが！』

　狼ろう狽ばいしきった吉きち祥じよう寺じの声が、耳に引ひっ掛かけた音声通信ユニットから鼓こ膜まくに飛とび込こむ。

　将まさ輝きは背筋が凍こおりつくような不ふ吉きつな予感を覚えながら、マイクに怒ど鳴なり返した。

「ジョージ！　親おや父じがどうした！」

『大変なんだ！　早く、早く戻もどってきて！』

「分かった！」

　将まさ輝きは部下に指示することも忘れて、装そう甲こう船に駆かけ戻もどった。

　幸い、不ふ審しん船からの追つい撃げきは無かった。可燃性ガスは、爆ばく発はつの衝しよう撃げきで吹ふき飛とんでいた。




　　　　◇　◇　◇




　明日、四月七日は魔ま法ほう科か高こう校こう九校の入学式だ。在校生を代表して歓かん迎げいの辞を述べるだけでなく、式全体の進行管理、来らい賓ひんの応対など、生徒会長の深み雪ゆきには様々な仕事が待っている。

　裏方の仕事は他の生徒会メンバーが分担することができる。何より、達たつ也やが深み雪ゆきの分まで仕切り、働くのは「明日が日曜日である」ということ以上に確実だ。

　それに、深み雪ゆきが四よつ葉ば家けの次期当主と発表したことで、来らい賓ひんの接待時間はかえって減るに違ちがいない。去年は邪よこしまな気持ちで纏まとわり付ついてくる「来らい賓ひん」が多かったが、四よつ葉ばの魔ま法ほう師しと知ってなお、煩ぼん悩のうを優先させられる猛も者さは数少ないだろうから。

　しかしそれでも、達たつ也やは明日の負担を考こう慮りよして深み雪ゆきを早くに休ませるつもりだった。だが、夕食後に届いた極ごく秘ひメールの中身を知って、そうも言っていられなくなった。

　自室でメールを読み終えた達たつ也やは、深み雪ゆきの部屋に通じる内線ボタンを押おした。




　リビングに入ってきた深み雪ゆきをソファに座すわらせ、達たつ也やは水み波なみに窓のシャッターを閉めるよう指示した。ただでさえ高い防音性を持つ室内が、外の耳から完全に遮しや断だんされる。のぞき見が不可能であることは言う迄までもない。

　達たつ也やが見せるいつも以上の慎しん重ちよう姿勢に、深み雪ゆきも「ただごとではない」と居住まいを正した。「こんな時間にすまない」

「いえ、滅めつ相そうもありません。それで、お兄様……叔お母ば様から、何か？」

　達たつ也やから「今夜は早めに休むように」と指示されたのは一時間と少し前、夕食中のことだ。そろそろお風ふ呂ろに入ろうかと考えていたところに、内線電話で呼び出された。

　そのこと自体に不満は無い。達たつ也やが自分に用があるというなら、深み雪ゆきにはそれが最優先だ。達たつ也やに呼ばれたならば、何い時つでも、何ど処こでも、何をしていても駆かけつける。実際にそれが可能かどうかは別にして、深み雪ゆきは常にそのくらいの気持ちでいる。

　だがその反面、達たつ也やが気まぐれで深み雪ゆきを振ふり回まわすことは決して無い。達たつ也やもまた、何い時つでも、何ど処こでも、何をしていても、深み雪ゆきの利益を優先順位の一番に置いている。深み雪ゆきの都合に割り込こむことも深み雪ゆきの意思に反することも度たび々たびあるが、全ては「何が深み雪ゆきの為ためになるのか」を基準に判断されている。達たつ也やの場合は「可能な限り」ではなく「常に」だ。「絶対に」と言いい替かえても過言ではない。

　だから、明日の入学式以上に、自分にとって優先すべきことがあるとすれば、四よつ葉ば家け当主から何か無理難題を吹ふっ掛かけられたのではないか、と深み雪ゆきは考えたのだった。

「本家からの報告には違ちがいないが、俺おれたちに何かをさせようとするものではない」

「報告、ですか……？」

　命令でも通知でも連れん絡らくでもなく、報告。これまで、四よつ葉ばの後こう継けい者しやに指名はされても、その名に相ふ応さわしい扱あつかいは形式的なものしか受けていない。

　いきなり真ま夜やや分家当主たちのスタンスが変わったというわけではないだろう。

　つまり、それだけ重要な情報ということだ。深み雪ゆきはそう理解した。

　そして彼女かのじよの解かい釈しやくは、間ま違ちがっていなかった。

「本日午後、一いち条じよう家け当主、一いち条じよう剛ごう毅き殿どのが敵の罠わなに掛かかって重態に陥おちいった。意識はあるが、満足に動けないようだ。と言っても肉体的な損傷は無い。魔ま法ほう演えん算ざん領りよう域いきが過か負ふ荷かで麻ま痺ひしているのではないか、と本家は推測している」

　深み雪ゆきは両手を口に当て、目を大きく見開いて硬こう直ちよくしている。水み波なみは驚おどろき過ぎで表情が抜ぬけ落おちていた。

「敵対行動が予想される国こく籍せき不明船せん舶ぱくを拿だ捕ほしようとしたところ、魔ま法ほうによる強力な爆ばく発はつに曝さらされたらしい。一いち条じよう殿どのは部下をかばう為ために四重の魔ま法ほう障しよう壁へきを展開して、最後の一枚で辛かろうじてその威い力りよくを食い止めたそうだ。しかし百人以上の人間をかばう規模の障しよう壁へきを三枚も破られた所せ為いで、魔ま法ほう演えん算ざん領りよう域いきに深刻なダメージを負ってしまったと報告書は結論している」

「百人以上……」

　水み波なみが表情を何ど処こかに置き忘れたまま、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。自身も障しよう壁へき魔ま法ほうを得意とするだけに、その凄すごさと負ふ荷かが良く理解できていた。

「一いち条じよう家けは十じゆう文もん字じ家けのような防ぼう御ぎよ魔ま法ほうの専門家ではないからな。咄とつ嗟さに同時多重障しよう壁へきのような効率が悪い術式を選せん択たくしたあたり、やはり無理があったのだろう」

「お兄様……」

　淡たん々たんと言葉を紡つむぐ達たつ也やを気き遣づかうように深み雪ゆきが呟つぶやいたのは、大規模な障しよう壁へき魔ま法ほうを行使した過負ふ荷かで命を燃やし尽つくした彼女かのじよ──穂ほ波なみのことを思い出しているのではないかと案じたからだった。

　桜さくら井い穂ほ波なみ。達たつ也やと深み雪ゆきの実母、深み夜やのガーディアンであり、水み波なみの遺伝子上の叔お母ばに当たる人物。水み波なみとそっくりな顔立ち、水み波なみをそのまま成長させた外見を持ち、五年前の夏、達たつ也やを艦かん砲ぽう射しや撃げきから守って力ちから尽つきた女性。

　穂ほ波なみが死んだ時とよく似たシチュエーションの話を、穂ほ波なみそっくりの少女の前で話す。まるで辛つらい記き憶おくの蓋ふたをこじ開けるような状じよう況きようだ。自分でさえもそう感じるのだから、兄はもっと苦しんでいるに違ちがいない──深み雪ゆきはそう思ったのだった。

「……深み雪ゆき、すまない。悲しいことを思い出させてしまったようだね」

　だが達たつ也やは、自分が深み雪ゆきを苦しめてしまっていると勘かん違ちがいしたようだ。いや──勘かん違ちがいだろうか？　本当に？

　深み雪ゆきの心を過よぎった疑念は、すぐにかき消されてしまった。

「だが俺おれたちの立場として、知らずに済ませることはできない」

　達たつ也やの声に、単に昔のことを思い出しているだけとは思えない憂ゆう慮りよを感じ取って。

「魔ま法ほうの実力だけで考えたなら、三高の一いち条じようは今すぐにでも十じゆつ師し族ぞくの当主に成れるだろう。だが日本海沿岸の防衛の一いち翼よくを担になう一いち条じよう家けの当主は、魔ま法ほうの力だけで務まる地位ではない」

　達たつ也やがはっきりと言葉にしたことで、深み雪ゆきはようやく事態の深刻さを理解できた、と思った。

　五年前の佐さ渡ど侵しん攻こう事件で正体不明の敵を撃げき退たいした立たて役やく者しやは、国防軍ではなく一いち条じよう家けが中心となって組織した義勇兵だった。北陸から東北に掛かけての日本海沿岸部防衛における一いち条じよう家けのプレゼンスはそれ程ほどまでに高い。

　一いち条じよう家けは単に魔ま法ほうの実力に優すぐれているだけでなく、そのリーダーシップで北陸と東北地方西半分の魔ま法ほう師しを掌しよう握あくし、南北──九州・沖おき縄なわと北海道──に戦力を集中せざるを得ない国防軍を補完してきた。一いち条じよう家け当主が動けないという状じよう況きようは、単に十じゆつ師し族ぞくだけの問題ではなく、国防体制に大きな穴が空あいたことを意味している。

「無論一いち条じよう家けにも、当主が一時的に不在となった場合の対応策はあるはずだ。一いち之の倉くら家けと一いつ色しき家けもサポートを強めるに違ちがいない。だが四よつ葉ば家けも、座視することは許されないだろう」

「わたしたちもお手伝いに行かなければならないのですか？」

「今のところは、夕ゆう歌かさんを一いち条じよう殿どのの治ち療りように派は遣けんするだけに止とどめる方針のようだ」

　深み雪ゆきの質問に、達たつ也やは確信に欠ける口調で答えた。多分、それだけで済むはずがないと考えているのだ。

　だが深み雪ゆきは彼かれの悲観的な予想より、彼かれが語った内容そのものに気を取られていた。

「夕ゆう歌かさんに魔ま法ほう師しの治ち療りようができるとは存じませんでした」

「夕ゆう歌かさんは大学院で、魔ま法ほうの過か剰じよう行使により魔ま法ほう演えん算ざん領りよう域いきの機能が損そこなわれる現象、『魔ま法ほう演えん算ざん領りよう域いきのオーバーヒート』を研究している」

「そうだったのですか……」

「本家もこの研究については積極的に支し援えんしているようだ。魔ま法ほう演えん算ざん領りよう域いきのオーバーヒートは魔ま法ほうの技能だけでなく、優ゆう秀しゆうな魔ま法ほう師しの命まで脅おびやかす現象だからな。本家でなくても、無関心ではいられない」

　達たつ也やたちが知る、「魔ま法ほう演えん算ざん領りよう域いきのオーバーヒート」で命を落とした例は穂ほ波なみだけだが、四よつ葉ば家けでは前々当主・四よつ葉ば元げん造ぞうをはじめとして何人も犠ぎ牲せい者しやが出ている。治ち療りよう法の開発も前当主の時代から続けられていた。

　四よつ葉ば家けだけではない。十じゆう文もん字じ家けが真の切り札としている魔ま法ほう技術は「魔ま法ほう演えん算ざん領りよう域いきのオーバーヒート」を引き起こしやすい性質を持っており、前当主の十じゆう文もん字じ和かず樹きはその所せ為いで魔ま法ほう師しとしての力を失っている。十じゆう文もん字じ家けでは、オーバーヒートの予防方法が研究されていた。

　この症しよう状じように注目している魔ま法ほう研究者は、実のところ四よつ葉ば家けと十じゆう文もん字じ家けだけではない。何なに分ぶん魔ま法ほう演えん算ざん領りよう域いきが詳しよう細さいの解明されていないブラックボックスであり、「魔ま法ほう演えん算ざん領りよう域いきのオーバーヒート」自体が四よつ葉ば・十じゆう文もん字じ両家以外では実在自体が議論されている段階に止とどまっている。しかし仮説であっても理論として存在するからこそ、一いち条じよう剛ごう毅きが陥おちいっている重度の不調が何を原因とするものなのか、すぐに分かったのだ。

「系統外魔ま法ほうを得意とする魔ま法ほう師しが多い津つ久く葉ば家けの中でも、夕ゆう歌かさんは精神そのものに干かん渉しようする術式に優すぐれている。彼女かのじよならば一いち条じよう殿どのを治ち療りようできると叔お母ば上は判断したのだろう」

　意識に働はたらき掛かけ思考を操あやつる意識操作ではなく、精神そのものに干かん渉しようする魔ま法ほう。その代表格は、かつて深み夜やがただ一人使えた『精神構造干かん渉しよう』であり、深み雪ゆきの『コキュートス』や津つ久く葉ば家けが受うけ継つぐ『誓約オース』も精神という事象を改変する魔ま法ほうだ。

　絶対的な強制力で精神を凍とう結けつする深み雪ゆきの魔ま法ほうとは違ちがい、『誓約オース』は精神の機能に制限を掛かける術式。この魔ま法ほうに長たけた夕ゆう歌かならば、無意識領域にある魔ま法ほう演えん算ざん領りよう域いきの機能回復も促そく進しんし得るかもしれない。四よつ葉ば本家がそう考えたのは、根こん拠きよが無いことではなかった。

「しかし、もし失敗したら四よつ葉ば家けの立場が悪くなりませんか？」

「夕ゆう歌かさんは表向き、四よつ葉ば家けとは無関係。四よつ葉ば家けが治ち療りようのできる魔ま法ほう研究者を紹しよう介かいするという形を取る」

「…………」

　つまり、もしもの時は切り捨てるということ。そう言われて絶句してしまうのは、深み雪ゆきが非情に成り切れていない証しよう拠こだ。四よつ葉ば家けの後こう継けい者しやとしては甘あまいと言うべきだが、達たつ也やは深み雪ゆきのそんな善良さを否定するつもりは全く無かった。

「それに一いち条じよう殿どのの治ち療りようは四よつ葉ば家けが善意から申し出るものだ。裏に損得計算があるにせよ、失敗しても非難されるべき筋合いじゃない」

「……そうですね」

　自分を無理やり納なつ得とくさせるような口調で深み雪ゆきが呟つぶやく。

　それを聞いて、達たつ也やは少し強ごう引いんに話題転てん換かんを図はかった。

「話が少し逸それてしまったな。本家は当面、夕ゆう歌かさんを派は遣けんするだけの対応に止とどめるつもりでいる。しかし、それだけで済むとは思えない」

　本当は「話が逸それて」などなかったのだが、深み雪ゆきがそれに気づいた様子は無い。水み波なみは少し訝いぶかしげな表情を浮うかべていたが。

　ただすぐに、そんな小さな違い和わ感かんは吹ふき飛とんだ。

「俺おれに対して、武装勢力の迎げい撃げきに出動するよう命令が下される可能性もある」

「国防軍がですか!?」

　深み雪ゆきの悲鳴は、四よつ葉ば家けと国防軍の協定違い反はんでは無いか、という意味が込こめられていた。

「本家からだ」

　だが、達たつ也やの答えは更さらに意外なものだった。

「……しかし、お兄様はわたしのガーディアンです！」

「俺おれが深み雪ゆきの婚こん約やく者しやになったことで、その地位は変へん更こうされたと考えるべきだ」

「そんな……」

　深み雪ゆきは達たつ也やを自分のガーディアンとして縛しばっていることに罪悪感を懐いだいてきた。だが、自分のガーディアンでいる限り、他の仕事を無理に押おし付つけられずに済む。このルールを、彼女かのじよは達たつ也やに対する罪悪感を紛まぎらせる為ための、せめてもの言い訳にしていた。

　しかし、その言い訳が最も早はや通用しなくなったと達たつ也やは言う。それを聞いて深み雪ゆきは、達たつ也やが危険な任務に就つくかもしれないと聴きかされた時以上のショックを受けていた。

「心配するな。以前にも言った。俺おれを本当の意味で傷つけることができるのは、深み雪ゆき、お前だけだ」

　達たつ也やのこのセリフは、深み雪ゆきが青ざめた理由を誤解してのものだった。深み雪ゆきは達たつ也やが戦場に立つことそのものより、達たつ也やを自分のガーディアンにしていることへの言い訳ができなくなったことに動どう揺ようしていた。

　だが達たつ也やが傷すら負わないと約束したことで、深み雪ゆきも多少落ち着きを取とり戻もどした。

「わたしも、かつて申し上げたことを今も信じております。お兄様は、誰だれにも負けません」

「そうだな」

　達たつ也やを一心に見み詰つめる深み雪ゆきと、深み雪ゆきの眼まな差ざしを受け止めて頷うなずく達たつ也や。

　この時、二人の姿をいつものように横で見ていた水み波なみは何な故ぜか、いつものような胸焼けを覚おぼえなかった。いつもと違ちがって、二人の揺ゆるぎない相そう互ご信しん頼らいが水み波なみには眩まぶしく見えていた。

「ただ、俺おれが深み雪ゆきの傍そばを離はなれなければならないケースが増えるかもしれない。水み波なみ」

「は、はいっ」

　その所せ為いで達たつ也やの話から少し意識を逸そらしていた水み波なみは、名前を呼ばれて過か剰じような反応を示してしまう。

　水み波なみの勢いが良すぎる返事を、達たつ也やは軽く眉まゆを動かすだけでスルーした。

「その時は深み雪ゆきの警護をしっかり頼たのむ」

「お任せください」

　深み雪ゆきの警護は、今いま更さら達たつ也やに言われるまでもなく水み波なみの使命だ。それは達たつ也やにも分かっているはずだった。それを改めて、言葉にして命じたことの意味を、水み波なみは強く嚙かみ締しめた。

「深み雪ゆき、俺おれはお前を戦場に連れて行くつもりはない」

「……分かっております」

　深み雪ゆきは口調でも表情でも「残念です」と主張していたが、達たつ也やの想おもいを理解できない程ほど、鈍にぶくはなかった。

「深み雪ゆきはお兄様の──いえ、わたしは達たつ也や様のお言い付けに従います」

　ただ最後に、我わが侭ままを言わないのは妹としてではなくフィアンセとして振ふる舞まうからだと主張して見せたところに、彼女かのじよが懐いだいた小さな不満が垣かい間ま見みえていた。




　　　　◇　◇　◇




　一いち条じよう家けの当主が敵の計略に倒たおれたという情報を摑つかんだのは、四よつ葉ば家けだけではなかった。一いち条じよう家けは隠かくしておきたかったかもしれないが、二十八家の間には当日の内に広まっていた。

　ただ情報の精度には、同じ十じゆつ師し族ぞくであっても差があった。




　父親の弘こう一いちから一いち条じよう家け当主を襲おそった奇き禍かについて教えられ、自分の部屋に戻もどった直後、真ま由ゆ美みは克かつ人とから電話を受けていた。

『遅おそい時間にすまない』

「こんな遅おそくに電話を掛かけてくるのは確かに十じゆう文もん字じくんらしくないと思うけど、用件に予想がつくから気にしていないわ。一いち条じよう家けの件ね？」

『そうだ。察しが良くて助かる』

　十じゆう文もん字じ家けは一人一人の魔ま法ほう師しが強力な力を持つ代わりに、配下の人数が少ない。同じ首都圏けんを地じ盤ばんとする七さえ草ぐさ家けと三みつ矢や家けにめぼしい魔ま法ほう師しを取られてしまっている状態だ。また、十じゆう文もん字じ家け本体を含ふくめてその能力は戦せん闘とう面に偏かたよっている。

　その為ため、情報収集面で他家に後おくれをとる傾けい向こうがある。急を要する事態の発生に際して、克かつ人とが個人的なコネを使い七さえ草ぐさ家けから情報を仕入れるのは、過去にも例があることだった。

「私もたった今、父からその話を聞いたばかり。ちょうど良いいタイミングね。それで、十じゆう文もん字じくんは何ど処こまで知っているの？」

『領海侵しん犯ぱん後、そのまま逃とう走そうするのではなく公海上に留とどまっていた国こく籍せき不明船せん舶ぱくを拿だ捕ほしようと出動して、敵が仕し掛かけた爆ばく発はつに巻まき込こまれ一いち条じよう殿どのが重傷を負ったと聞いている』

　克かつ人とが把は握あくしている情報は粗あらっぽいものだったが、真ま由ゆ美みはそれで十じゆう文もん字じ家けを低く評価する気にはならなかった。むしろ、今日起こったばかりの事件であるにも拘かかわらず、事態を詳しよう細さいに把は握あくしている父親に改めて気味の悪さを覚えていた。

「一つだけ訂てい正せい。一いち条じよう殿どのに肉体的な傷は無いわ。症しよう状じようとしては、ひどく衰すい弱じやくして起きられない状態。魔ま法ほうの過か剰じよう行使が原因ではないかって家うちでは推測しているみたい」

『魔ま法ほうの過か剰じよう行使か……』

「十じゆう文もん字じくん、どうしたの？」

　克かつ人との顔が強こわ張ばったように見えて、真ま由ゆ美みは訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめた。

『いや、何でもない。一いち条じよう殿どのが巻まき込こまれた爆ばく発はつについて詳くわしいことは分からないか？』

　克かつ人とは真ま由ゆ美みの問いに答えず、話を逸そらした。真ま由ゆ美みにもそれは分かっていたが、問とい詰つめることはしなかった。

「成せい層そう圏けんプラットフォームのセンサーによる解かい析せき結果なのだけど、大量の酸水素ガス──酸素と水素の混合ガスが爆ばく発はつしたものなのだそうよ。遠えん距きよ離り魔ま法ほうによりガスを生成し点火を制せい御ぎよしたとしか考えられないんですって」

『点火……？　もしや、「イグナイター」イーゴリ・アンドレイビッチ・ベゾブラゾフの仕業か……？』

「戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう『トゥマーン・ボンバ』が使われたって言うの？　まさか」

　克かつ人との推測を、真ま由ゆ美みは笑え顔がおで否定した。だがその笑えみは、硬かたく、引きつり気味だった。

『……そうだな。船一隻せきを攻こう撃げきするのに、戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうを使うとは思えない』

　克かつ人とも自分に言い聞かせるような声で頷うなずく。可能性を否定する根こん拠きよとしては弱すぎることを自覚しながら。

「そうよ。十じゆう文もん字じくん、考えすぎ」

　真ま由ゆ美みも根こん拠きよ薄はく弱じやくであることは理解していたが、彼女かのじよはほとんど無意識にその分ぶん析せきから目を逸そらしていた。

『いずれにせよ、未知の魔ま法ほうによる攻こう撃げきということか』

「そうね」

『……厳しい状じよう況きようだな』

「ええ。……多分、それに関連することで、上の兄が十じゆう文もん字じくんにご相談したいことがあると言っているのだけど」

　克かつ人とのセリフに相あい槌づちを打った後、真ま由ゆ美みは躊ため躇らいがちな口調で新たな用件を切り出した。

『智とも一かず殿どのが？　……分かった。俺おれの方は何い時つでも構わないとお伝えしてくれ』

「良いいの？　こちらから言い出したことだし、都合は家うちの方で合わせるわよ？」

『そうか。では、明日の夜でどうだ。場所は智とも一かず殿どのにお任せする』

「大だい丈じよう夫ぶだと思うわ。場所は私の方から、明日のお昼にでも連れん絡らくするわね」

『頼たのむ。それと、一いち条じよう殿どのの件の情報提供、感謝する。いつも助かっている』

　克かつ人とが画面の中で頭を下げる。そこで、電話は切れた。

　礼れい儀ぎに反しているように見えるが、これは真ま由ゆ美みに弄いじられるのを避さける為ための自衛行動だ。

「……お堅かたいところは直らない癖くせに、こういうことだけ賢かしこくなるんだから」

　ブラックアウトしたディスプレイを見ながら悪態を吐つく真ま由ゆ美みの声は、明らかに、楽しそうだった。
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　西せい暦れき二〇九七年四月七日。今日は魔ま法ほう科か高こう校こう九校の入学式が一いつ斉せいに行われる日だ。

　生徒会役員で入学式の準備がある達たつ也や、深み雪ゆき、水み波なみの三人は、式の二時間前に登校した。

　講堂の楽屋に入った彼かれらを、幹みき比ひ古こ、泉いず美み、香か澄すみ、そして三みつ矢や詩しい奈なが待っていた。

「おはようございます、皆みなさん」

　この場は達たつ也やではなく、生徒会長の深み雪ゆきが代表して先に来ていたメンバーに声を掛かけた。

「おはようございます、深み雪ゆき先せん輩ぱい！　ああ、今日も一段と」

「はいはい、ストップストップ。おはようございます、司し波ば会長、司し波ば先せん輩ぱい、桜さくら井いさん」

　今朝も泉いず美みがテンションを暴発させ掛かけたが、香か澄すみが横から割わり込こむことでそれを未然に阻そ止しする。

　深み雪ゆきは呆あきれていることを微み塵じんも窺うかがわせない微笑ほほえみで香か澄すみと泉いず美みに個別に声を掛かけ、その後詩しい奈なに話はなし掛かけた。

「三みつ矢やさん、お待たせしてしまいましたか？」

「いえ、滅めつ相そうもありません。私が早く来すぎただけで……」

　詩しい奈なはふるふると首を左右に振ふって、否定の意思を表示した。愛あい玩がん動物的な可愛かわいらしさがある、ほのぼのとした仕し種ぐさだ。

　彼女かのじよの身長は少し低めだが、香か澄すみや泉いず美みは上回っている。前生徒会長のあずさより明らかに大きいのだが、体格ではなく雰ふん囲い気きが何となくあずさに似ていた。

　ただ大人しそうではあるが、気が弱そうには見えない。少なくとも達たつ也やの目にはそう映っている。

　首を振ふった拍ひよう子しに綿毛のようなふわふわの髪かみの毛けが跳はねて、隠かくれていたネックバンド式のイヤーマフが姿をのぞかせる。色も髪かみと同じオリーブブラウンだ。打ち合わせの際、自分で言っていたように、ちゃんと目立たない物を選んできていた。当たり前かもしれないが、こういうところを見てもきちんとしている。

　愛情たっぷりに育てられた良家の子女という感じだな、と達たつ也やは思った。

「最終打ち合わせに入る前に、三みつ矢やさん、少し良いいだろうか」

「あっ、はい。何でしょうか、司し波ば先せん輩ぱい」

　緊きん張ちようを隠かくせぬ表情で、それでも詩しい奈なは返事をしながら達たつ也やの目をしっかりと見ている。

　達たつ也やは心の中でこっそり、詩しい奈なの評価を上方修正した。

「講堂の外に立っていた、長い髪かみを首の裏で結んだ男子は君の友人じゃないか？」

　達たつ也やが詩しい奈なに問とい掛かける言葉を聞いて、水み波なみは「えっ？」という表情を浮うかべた。彼女かのじよは深み雪ゆきの護衛として、周囲に目を配っていたつもりだった。今時、髪かみを長くしている男子は珍めずらしい。そんな少年がいたら自分も気づいたはずなのに、と思ったのだった。

「長い髪かみ……あっ、侍さぶ郎ろうくんのことですか？」

　だが、詩しい奈なには心当たりがあったようだ。

「サブロウくんというのか？　中々上う手まく隠かくれていたが」

「その男子は私の知り合いの矢や車ぐるま侍さぶ郎ろうくんで間ま違ちがいないと思います。弓矢の矢、車輪の車、侍さむらいに一いち郎ろう、次じ郎ろうの郎ろうで『やぐるまさぶろう』です。それにしても……侍さぶ郎ろうくんったら、隠かくれていたりしていたんですか？」

　詩しい奈なは恥はずかしそうに眉まゆを顰ひそめながらも、その口調からは「まったく、仕方が無いなぁ」とでも言いたげなニュアンスが感じられた。

「その口くち振ぶりだと、単なる知り合いではないだろう？　随ずい分ぶん親しそうな感じだ」

「幼おさな馴な染じみなんです」

　詩しい奈なが頰ほおを軽く染めて、達たつ也やから視線を外す。俯うつむいた彼女かのじよの表情を見て、他の者ならば恋れん愛あい関係の邪推をしたに違ちがいない。だが達たつ也やは詩しい奈なの様子から、その矢や車ぐるま侍さぶ郎ろうという少年は三みつ矢や家けが彼女かのじよに付けた護衛ではないか、と推測した。

　無論、他の十じゆつ師し族ぞくの内情に踏ふみ込こむようなことは言えない。もっともそのお蔭かげで、達たつ也やは自分の推理力不足を他の者に知られず済んだ。

「今日はカフェも食堂も営業していないし、講堂が開くのは一時間以上先、新入生が校舎に入れるようになるのは入学式が終わった後だ。彼かれにはここで待っていてもらっても構わないが」

　達たつ也やが実際に口にしたのは、二年前の自分の経験に基もとづく善意──あるいは同情──のセリフだった。彼かれはその少年の胸にエンブレムが無いことも見落としていなかった。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。侍さぶ郎ろうくんは意外にちゃっかり……いえ、しっかりしていますから。ですが、お気き遣づかいありがとうございます」

「そうか」

　達たつ也やがそう答えるのとほぼ同時に「すみません、遅おそくなりました！」と焦あせった口調で言いながらほのかが駆かけ込こんでくる。

　深み雪ゆきが集合時間には間に合っているとほのかに答え、達たつ也やが「最終確かく認にんを始めよう」と全員に声を掛かけた。




　　　　◇　◇　◇




　厳げん粛しゆくな空気の中、入学式は滞とどこおりなく終わった。いつもより浮うわついた空気が抑よく制せいされていたのは、新入生も父ふ兄けいも来らい賓ひんも舞ぶ台たいの下に控ひかえる生徒会の顔ぶれが気になっていたからに違ちがいない。

　特に、生徒会長の深み雪ゆきのことが。

　これから入学しようとしている学校のことだ。余よ程ほど暢のん気きな新入生や父ふ兄けいでない限り、一高のことは調べてきている。

　だから生徒の大半が、現在の一高生徒会長はあの四よつ葉ば家けの次期当主だと知っていた。

　深み雪ゆきの顔も、九校戦の映像データで見たことのある者が過半数を占しめている。だが改めて、四よつ葉ば家けの直系と意識しながらこの世のものとは思えない美び貌ぼうを目まの当たりにすると、圧あつ倒とうされずにはいられなかった。四よつ葉ば家けの虚きよ像ぞうと深み雪ゆきの美が相乗して生み出されたプレッシャーに、ただの新入生や父ふ兄けいは抗あらがえなかった。

　そして「ただの」ではない父ふ兄けいは、深み雪ゆきが秘めている底知れない魔ま法ほう力りよくと、彼女かのじよの隣となりに控ひかえる達たつ也やの、どんな力を隠かくしているのか微み塵じんもうかがい知ることができない不気味な存在感に、緊きん張ちようを弛ゆるめることができずにいた。

　唯ゆい一いつ雰ふん囲い気きが和なごんだのは、詩しい奈なが答辞を読んでいた時間だ。お世辞にも「堂々と」とか「流りゆう暢ちように」とは言えない、何度も支つかえそうになりながら何とか踏ふみ止とどまって、読み終えた瞬しゆん間かんに全身から達成感を漂ただよわせたその姿は「一いつ所しよ懸けん命めい」という言葉がとてもよく似合っていた。

　ただ、新入生らしく見るからに初うい々ういしい、言いい替かえれば頼たよりなさそうな詩しい奈なを取り囲んで引き止めるのは常人より少し面つらの皮が厚い「来らい賓ひん」たちにも心苦しかったようだ。二年前の深み雪ゆきに比べて、詩しい奈なは随ずい分ぶん早く解放された。（なお総代が男子の場合は事情が異なるようで、去年はそのような光景が見られなかった）

　また、昨晩達たつ也やが予想したように、深み雪ゆきも来らい賓ひんの対応にそれ程ほど拘こう束そくされることはなかった。去年は深み雪ゆきを長々と引き止めていた上野こうずけ議員も、今年は最初から腰こしが引けていた。

　そのお蔭かげで、思っていたより早く詩しい奈なと相談する時間が取れそうだ。

「詩しい奈なちゃん」

「泉いず美みさん？」

　詩しい奈なを囲む人ひと垣がきが疎まばらになったのを見計らって、泉いず美みが彼女かのじよに声を掛かけた。詩しい奈なの周りから、自然に来らい賓ひんたちが離はなれていく。

　泉いず美みが七さえ草ぐさ家けの末っ子だということは魔ま法ほう関係者の間に広く知しれ渡わたっている。泉いず美みが、父親の弘こう一いちに一番気に入られている娘むすめであることも。

　師族会議で槍やり玉だまに挙げられた七さえ草ぐさ弘こう一いちの背信行こう為いについては厳しい箝かん口こう令れいが敷しかれている。二十八家以外の魔ま法ほう関係者にとって、七さえ草ぐさ家けは今でも四よつ葉ば家けと並ぶ日本魔ま法ほう界の双そう璧へきだ。一高の入学式に招かれている人間で、七さえ草ぐさ家けの不興を敢あえて買う度胸の持ち主はいなかった。

「答辞、素す敵てきでしたよ」

「ありがとうございます……。それで、何か御ご用ようでしょうか」

　泉いず美みの賛辞にはにかみながらも、詩しい奈なはしっかりと、声を掛かけてきた理由を訊たずねた。

　泉いず美みは詩しい奈ながふわふわした雰ふん囲い気きに反して実際には如じよ才さいがないことを知っている。だから、この程度の察しの良さには驚おどろかなかった。

「例の件を正式にご相談したいので、これから少しお時間をいただけませんか？」

「はい、構いません。泉いず美みさんについていけばよろしいでしょうか」

「ええ、お願いします。侍さぶ郎ろうくんには声を掛かけておかなくて良いんですか？」

「入学式の後、生徒会の方からお話があるのは侍さぶ郎ろうくんも分かっているはずですから」

　急に幼おさな馴な染じみの名前を出されても、詩しい奈なは少しも慌あわてた素そ振ぶりを見せなかった。




　泉いず美みが詩しい奈なを連れて行った先は生徒会室だ。そこには深み雪ゆきと水み波なみが待っていた。

「三みつ矢やさん、良く来てくださいました」

　深み雪ゆきが会長席から立ち上がり、会議テーブルへ移動する。それに合わせて、泉いず美みが詩しい奈なを深み雪ゆきの正面に誘ゆう導どうした。

「まずは掛かけてください」

　深み雪ゆきが微笑ほほえみながら、自分から先に座すわってみせる。

　詩しい奈なは一度泉いず美みの顔を見て、それから怖おず怖おずと腰こしを下ろした。その後、水み波なみと泉いず美みが深み雪ゆきの左右に座すわった。

　詩しい奈なの前に、お茶が置かれる。詩しい奈なは御お礼れいをしようとして、その相手が３Ｈスリー・エイチ──ヒューマノイド・ホームヘルパーであることに気づき、目を丸くした。

「驚おどろかせてしまいましたか？　この３Ｈ『ピクシー』はわたしの婚こん約やく者しやの所有物で、生徒会の雑務を手伝ってもらっているんですよ」

　詩しい奈なの緊きん張ちようをほぐすように、深み雪ゆきがにっこりと彼女かのじよに笑い掛かける。

　詩しい奈なは一いつ瞬しゆん以上の時間、その笑え顔がおに見み蕩とれていた。ハッと我を取とり戻もどした詩しい奈なが、バツの悪そうな愛あい想そ笑わらいを浮うかべる。その表情から、緊きん張ちようの色は薄うすれていた。

「当校生徒会の慣習については、七さえ草ぐさ副会長から既すでにご説明していると思います」

「はい、理解しています」

　深み雪ゆきがまず確かく認にんのセリフを口にし、詩しい奈ながそれを肯こう定ていする。実を言えば、深み雪ゆきが口にしようとしている用件は詩しい奈なと泉いず美みの間で内々に決着済みだ。詩しい奈なをこの場に呼び出しているのは、形式を整える意味合いしかなかった。

「そうですか。ではそれを踏ふまえてお願いします。三みつ矢や詩しい奈なさん、生徒会役員になっていただけませんか」

「光栄です。謹つつしんで務めさせていただきます」

　深み雪ゆきの表情がわずかに緩ゆるむ。泉いず美みから応おう諾だくの意思を伝えられていたので、去年のように断られるという心配はしていなかった。しかし、実際に確定するまではやはり落ち着かないものだ。自分の時も一ひと悶もん着ちやくあった──と言うか、起こした自覚が深み雪ゆきにはあるので、そこも含ふくめて安心したという側面もある。

「それでは、三みつ矢やさんには明日から生徒会書記として活かつ躍やくしていただきます。仕事内容については、こちらの桜さくら井いさんに訊たずねてください」

「書記の桜さくら井い水み波なみです。三みつ矢やさん、よろしくお願いします」
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　深み雪ゆきのセリフを受けて、水み波なみがお辞じ儀ぎしながらそう述べる。

「こちらこそよろしくお願い致いたします！」

　先せん輩ぱいに先を越こされて焦あせったのか、詩しい奈なは慌あわて気味にお辞じ儀ぎを返した。

「あの、会長、桜さくら井い先せん輩ぱい。私のことは詩しい奈なで結構ですので、そう呼んでいただけませんでしょうか」

　そして遠えん慮りよがちにこう申し出る。

「分かったわ、詩しい奈なちゃん。これで良いいかしら？」

「はい、それでお願いします」

　親しみが込こめられた深み雪ゆきの答えに、詩しい奈なはホッとした表情で肩かたの力を抜ぬいた。
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　ＩＤカードの交付が終われば入学式関係の行事は一段落だ。今日は日曜日だが、新入生の為ために校舎は開放されている。

　多くの新入生は自分のホームルームを確かく認にんしに行き、そこで一年間勉学を共にするクラスメイトと親交を深める。そうでない生徒は家族で記念に食事をする。そのいずれかのパターンが、ほとんどの新入生に当てはまる。

　しかし例外が無い規則は無いと言うとおり、今年もそのパターンが当てはまらない新入生が存在する。




　入学式の後片付けを終え、後の清せい掃そうと施せ錠じようを職員に引ひき継ついで、達たつ也やは講堂を出た。幹みき比ひ古こ、ほのか、雫しずくも一いつ緒しよだ。幹みき比ひ古こは風紀委員長としての各委員から最終報告の聴ちよう取しゆ、ほのかは生徒会役員として備品のチェックがあったのだが、雫しずくははっきり言えばほのかに付き合って残っていただけだ。

　講堂の出入り口から校舎の昇しよう降こう口はすぐ近くだ。その少しの距きよ離りを進む途と中ちゆう、幹みき比ひ古こは訝いぶかしげな表情を浮うかべて立ち止まった。

「幹みき比ひ古こ、どうした」

「……誰だれかが術を使っている？」

　達たつ也やの質問に対する幹みき比ひ古この回答に、同行していたほのかと雫しずくが顔を見合わせた。

「古式の術か？」

「そう……だね。多分『順風耳じゆんぷうじ』。遠く離はなれた特定の場所の音を拾う術だ」

「盗ぬすみ聞ぎきの術？」

「いや、まあ、そうだけど……」

　雫しずくのボケともツッコミとも判別しがたいセリフに、幹みき比ひ古こが脱だつ力りよく感を漂ただよわせる。

　しかし彼かれはすぐに、態勢を立て直した。

「かなり修しゆ行ぎようを積んでいるんだろう。技術的には結構高い水準にある。でも、術の出力が低いな。わざと力を押おさえているのか、それとも適性に恵めぐまれていないのか……」

「練度は高いが適性に恵めぐまれていない、か」

「達たつ也や、何か心当たりがあるの？」

　達たつ也やの口くち振ぶりは、術者の正体に気づいているのではないかと思わせるものだった。だが彼かれは幹みき比ひ古この問いに答えなかった。

「場所は分かるか？」

　達たつ也やの質問に幹みき比ひ古こは目を閉じた。そのまま辺りを見回すような仕し種ぐさでゆっくりと首を振ふる。

「第一小体育館の辺り、かな」

　身体からだごと三分の一回転したところで目を開けた幹みき比ひ古こが、自信ありげな声で達たつ也やの質問に答えた。

「達たつ也やさん……今日、小体育館は開放されていませんでしたよね？」

　ほのかの問とい掛かけに、達たつ也やが頷うなずく。

「そうだな。部活も全て休みだ。とにかく、現場を見に行ってみよう」

　百聞は一見にしかず。達たつ也やの意見に反対する者はいなかった。
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　その頃ころ、生徒会室はお茶会状態だった。詩しい奈なはもう帰って良かったのだが、この場にいない達たつ也やとほのかにも改めて挨あい拶さつがしたいという理由で残っているのである。

「ところで詩しい奈なちゃん」

　中学校時代の話で盛り上がる泉いず美みと詩しい奈なの話を笑え顔がおで聞いていた深み雪ゆきが、二人の話が途と切ぎれたところでコーヒーカップを置いて、詩しい奈なに話はなし掛かけた。

「はい、会長」

　随ずい分ぶん緊きん張ちようが取れた表情で、詩しい奈なが深み雪ゆきへと向き直る。この時、詩しい奈なはすっかり油断していた。

「さっきからこの部屋に知覚系魔ま法ほうを侵しん入にゆうさせようと頑がん張ばっている子は、詩しい奈なちゃんの幼おさな馴な染じみくんで間ま違ちがいない？　確か、矢や車ぐるま侍さぶ郎ろうくんというお名前だったと思うけれど」

　深み雪ゆきはにこやかに微笑ほほえんだままだ。だがその双そう眸ぼうには、強い光が宿っている。

「えっ……？」

　深み雪ゆきの眼光に射い竦すくめられたという面もあった。だがそれ以上に、深み雪ゆきの口から聞かされた事実に詩しい奈なはショックを受けていた。

　一いつ瞬しゆんの自失の後、詩しい奈なは慌あわてた手つきでイヤーマフを外した。

「詩しい奈なちゃん、大だい丈じよう夫ぶなんですか!?」

　それを見て慌あわてたのは泉いず美みだ。深み雪ゆきは冷静な、詩しい奈なが何な故ぜそんな行動に出たのか理解している目で彼女かのじよを見み詰つめている。

　詩しい奈なに声を掛かけようとする水み波なみを、深み雪ゆきは唇くちびるに指を当てるジェスチャーで制止した。

　詩しい奈なの聴ちよう覚かくと魔ま法ほう知覚に、直接の関係は無い。その点、オーラを遮さえぎる眼鏡で魔ま法ほうを知覚する力まで遮さえぎっている美み月づきとは事情が異なる。

　しかし詩しい奈なの実感として、耳みみ栓せん──音量調整機能付きのイヤーマフ──を外した方が、外部の魔ま法ほう的な波動に対する感覚が鋭するどくなるのだ。

　物理的に音を減げん衰すいさせるイヤーマフがなければ、詩しい奈なは日常生活も送れない。

　魔ま法ほうで意識的に聴ちよう覚かくを調節すると、自分の魔ま法ほうに対する感覚が損そこなわれて魔ま法ほうが上う手まく使えなくなる。

　イヤーマフを着けていても魔ま法ほうを使う分には支障は無いが、外部からの魔ま法ほう的な干かん渉しように対して鈍どん感かんになる。今、生徒会室に向けられている知覚系魔ま法ほうに気づかなかったように。

　詩しい奈なが抱かかえるジレンマ──この場合はトリレンマと言うべきか──は、周りの人間が物音を立てないよう気を遣つかう以外に解決できないのだ。

　瞼まぶたを半分閉じて、微かすかな音に耳を澄すますような表情で意識を集中した詩しい奈なは、すぐに目を見開いた。

「侍さぶ郎ろうくん、何てことを……！」

　彼女かのじよの口調には驚おどろきよりも怒いかりが多くこもっていた。それも、羞しゆう恥ち心しんから生じた怒いかりだ。

「詩しい奈なちゃん、取とり敢あえずイヤーマフを着けた方が良いいと思うわ」

　深み雪ゆきの言葉に、詩しい奈なの表情から可愛かわいらしい怒いかりが消える。

　その代わり彼女かのじよの頰ほおが、見る見るうちに赤くなった。

　首にぶら下がっていたイヤーマフをもぞもぞとした仕し種ぐさで着け直し、詩しい奈なは顔を赤くしたまま俯うつむく。

「あの、すみません……。私の友人が失礼な真ま似ねを……」

　声まで今にも消え入りそうだ。

「そんなに気にしなくて良いわ。生徒会室をはじめとした重要施し設せつには、特に厳重なプロテクトが掛かかっているから」

　深み雪ゆきのセリフがすぐには理解できなかったようで、詩しい奈なは一いつ瞬しゆん怪け訝げんな表情を見せた。

「……プロテクトと言いますと、結界みたいなものですか？」

「原理的には同じものね。二年前に当校でちょっとした不ふ祥しよう事じがあって、それ以来専門の業者と契けい約やくしてセキュリティを強化しているのよ」

　数秒のタイムラグを置いて、詩しい奈なは「ちょっとした不ふ祥しよう事じ」に思い当たり「はぁ……」と曖あい昧まいな相あい槌づちを打つ。二年前一高で何があったのか、詩しい奈なは姉に教えてもらっている。武装テロリストの侵しん入にゆうを「ちょっとした」で片付けた深み雪ゆきの感性に、彼女かのじよは激しい違い和わ感かんを覚えていた。

「矢や車ぐるまくんは、詩しい奈なちゃんのボディガードなの？」

　しかし深み雪ゆきの次の問とい掛かけで、詩しい奈なの中から瑣さ事じに首を捻ひねっている余よ裕ゆうは吹ふき飛とんでしまう。

「はい、いえ、厳密には違ちがうんですけど……」

　狼ろう狽ばいしているのか、要領を得ない詩しい奈なの答えに、今度は深み雪ゆきが首を捻ひねる。

　そこへ、詩しい奈なのことを気の毒そうに見ていた泉いず美みが助け船を出した。

「深み雪ゆき先せん輩ぱい、矢や車ぐるま家けは家族ぐるみで三みつ矢や家けの家事使用人兼けんボディガードの仕事をしている一家なんです。侍さぶ郎ろうくんは詩しい奈なちゃんと歳としが同じなので専属ボディガードになるはずだったのですけど、高こう校こう進学前にその予定は取り消されました。そうでしたよね、詩しい奈なちゃん」

「え、ええ、その……」

　詩しい奈なの歯切れが悪いのは、理由を聞かれたくないからだ。本人の耳に入らぬ所でも──盗とう聴ちようが無効化されているのは生徒会長のお墨すみ付つきだ──、魔ま法ほうの才能が不足しているので護衛役を降ろされたとは言えない。この宣告で侍さぶ郎ろうが深く傷ついていることに詩しい奈なは気づいていた。

「そう……。つまり、詩しい奈なちゃんは矢や車ぐるまくんの行動を管理する立場にないということね？」

「あっ、はい」

　しかし深み雪ゆきの質問は、詩しい奈なにとって予想外のものだった。

　戸と惑まどっている詩しい奈なの前で、深み雪ゆきが「困ったわね……」とでも言わんばかりに片手を頰ほおに当てている。

「そうなると、この魔ま法ほうの無断使用は矢や車ぐるまくんの独断ということになってしまうから……。情じよう状じよう酌しやく量りようの余地が無くなってしまうわね」

　深み雪ゆきのこの発言に、誤解の余地は無い。

　だからこそ、詩しい奈なは絶句してしまう。

「魔ま法ほうは未み遂すいのまま失敗に終わっているから、その分は差し引いて考えるにしても……。入学早々、謹きん慎しんは可か哀わい想そうよね。泉いず美みちゃんはどう思う？」

　泉いず美みに話はなし掛かける深み雪ゆきを、詩しい奈なは呆ぼう然ぜんと見み詰つめていた。制止の声も出なかった。

「私わたくしも全く知らない相手ではありませんので、本心では寛かん大だいな措そ置ちをお願いしたいところですが……。逆にだからこそ、甘あまい対応はできないと思います。十じゆつ師し族ぞくの関係者は校則を破っても見み逃のがしてもらえると思われては、他の生徒に悪い影えい響きようがありますから」

「ちょっと待ってくださいお願いします！」

　詩しい奈なが音を立てて立ち上がる。彼女かのじよの翻ほん意いを請こう言葉は慌あわてている所せ為いで聴きき取とりにくかったが、深み雪ゆきと泉いず美みの注意を惹ひくことはできた。

「侍さぶ郎ろうくんは納なつ得とくしていないんです！　だからこんな愚おろかしい真ま似ねをしでかしたんです！」

　自分に目を向けた深み雪ゆきに向かって、詩しい奈なは興奮した口調でまくし立てた。

「納なつ得とくしていないというのは、詩しい奈なちゃんのボディガードから下ろされたことを納なつ得とくしていないという意味かしら」

「……そうです」

　深み雪ゆきの冷静な問とい掛かけに、詩しい奈なは恥はずかしげな顔で頷うなずいた。少し落ち着きを取とり戻もどして興奮の潮が引いた分、羞しゆう恥ちの波が彼女かのじよに押おし寄よせていた。

「つまり矢や車ぐるまくんは、詩しい奈なちゃんの安全確保が目的で生徒会室の様子を探さぐろうとした、ということなの？」

　深み雪ゆきのセリフは、詩しい奈なをいたぶる為ためのものでは無かった。

「そうです。そもそもの原因は三みつ矢や家けが侍さぶ郎ろうくんを納なつ得とくさせられなかった為ために起こったこと。彼かれをきちんと説得する義務が私たちにはありました。それに本人が私の為ために行動していたなら、私には彼かれを止める責任があります。今回のことは私の監かん督とく不行き届きです。侍さぶ郎ろうくんには私の方から、二度とこんなことをしでかさないようきつく叱しかっておきます」

　彼女かのじよが遠えん慮りよして口に出せない言葉を引き出す為ためのものだった。

「ですからどうか、今回だけは侍さぶ郎ろうくんの愚ぐ行こうに対するご寛かん恕じよをお願いします！」

「詩しい奈なちゃん。貴女あなたは今、矢や車ぐるまくんに対する監かん督とく責任を認めたのだけど、その意味は分かっているわよね？」

　深み雪ゆきの声も、態度も、眼まな差ざしも、柔やわらかく優やさしい。

　だがこの問とい掛かけに答える為ため、詩しい奈なは気力を振ふり絞しぼらねばならなかった。

「──理解しています」

「泉いず美みちゃん、どう思う？　わたしは詩しい奈なちゃんに任せても良いと思うのだけど」

「私も今回はそれで良いいと思います」

　深み雪ゆきの言葉に、泉いず美みは笑え顔がおで答えた。その笑えみは姉の真ま由ゆ美みより、父親の弘こう一いちに似ていた。

「ありがとうございます！」

　詩しい奈なが深々と頭を下げる。彼女かのじよは泉いず美みが口にした「今回は」というフレーズの意味をしっかり理解していた。




　　　　◇　◇　◇




　達たつ也やたち四人は、第一小体育館の前で一いつ旦たん立ち止まった。

「術の気配は？」

「まだ続いている。この裏側の壁かべ際ぎわにいると思う」

　達たつ也やの質問に、幹みき比ひ古こは律りち儀ぎに答えを返した。

「……って、僕ぼくに訊きかなくても達たつ也やなら自分で分かるだろう？」

　その後でようやく、このことに気づく。

「余計な力は使いたくない」

　しかし、達たつ也やの自分勝手とも思えるセリフに、幹みき比ひ古こから抗こう議ぎの声は上がらなかった。達たつ也やが怠なまけ心でそう言っているのではないと理解するだけの知識が幹みき比ひ古こにはあるからだ。

　見る者は、見られる。有名な哲てつ学がく者しやの言葉を引用するまでもなく、これは正しい。少なくとも知覚系魔ま法ほうの視線を向けられた魔ま法ほう師しは、その視線に込こめられている魔ま法ほう力りよくを知覚する。

　技術力に圧あつ倒とう的てきな差があれば、相手に気づかれることなく監かん視しすることが可能だが、どんな魔ま法ほうを使ってもリスクはゼロにはならない。達たつ也やのエレメンタル・サイトですら、相手が同じ技術を持っていれば観測者の存在を察知することができる。

　幹みき比ひ古こが相手を認にん識しきしているなら、達たつ也やが敢あえてリスクを負う必要は無かった。

「達たつ也やさん、それでどうしますか？」

「このまま捕つかまえる？」

　ほのかと雫しずくは幹みき比ひ古こ程ほどはっきり理解してはいなかったが、当事者同士が納なつ得とくしているなら問題にする必要は無いと考えたようだ。二人は校則違い反はん者しやについての対応を達たつ也やに訊たずねた。──この場合、本来訊たずねるべき相手は風紀委員長の幹みき比ひ古こなのだが、それもはっきりとは意識していないのだろう。

　達たつ也やはチラリと幹みき比ひ古こに目を向けたが、幹みき比ひ古こ本人も気にしていない様子だ。だから彼かれも余計なことは言わず、三人に対してここからの段取りを簡単に指示した。




　　　　◇　◇　◇




　──誰だれかが近づいてきている。

　今日一高に入学したばかりの新一年生、矢や車ぐるま侍さぶ郎ろうは、生徒会室に向けていた意識を自分が今いる場所、第一小体育館の裏に引ひき戻もどした。

（この気配……二人、いや、三人か？）

　知覚系魔ま法ほうは自分の五感を強化するタイプでない限りエイドスを上書きするものではなく、他人からは察知されにくいといわれている。だが、痕こん跡せきが全く残らないというわけでもない。それを侍さぶ郎ろうはしつこく教おしえ込こまれていた。

　生徒会室に『順風耳じゆんぷうじ』を向けているだけでも魔ま法ほうの無断使用を咎とがめられる危険を冒している。彼かれにこれ以上のリスクを負うつもりは無い。

　魔ま法ほうを使わず、伝わってくる気配を読み取った結果、侍さぶ郎ろうは三人の魔ま法ほう師しが自分に近づいてきていると推測した。二人は女性。職員ではなく、女子生徒だろう。こちらは全く気配を隠かくしていない。だが残る一人は巧たくみに自分の気配をコントロールしている。気配を隠かくして忍しのび寄よっているという感じではなかった。意識しなくても自然に自分の気配を制せい御ぎよしている、そんな印象を受けた。かなりの手て練だれだ。もしかしたら、職員かもしれない。

　自分が使っていた魔ま法ほうは他人に気づかれにくい感知系魔ま法ほうで、かつセンサーに捉とらえられにくい古式魔ま法ほうだが、一高の職員ならば察知することができるかもしれない。侍さぶ郎ろうはそう考えた。近づいてきている三人が単なる見回りという可能性は、端はなから除外していた。

　残念ながら、詩しい奈なを脅おびやかすリスクを見張るという目的は果たされていない。彼かれの『順風耳じゆんぷうじ』は生徒会室に張はり巡めぐらされた結界を、遂ついに突とつ破ぱすることができなかった。

　魔ま法ほう科か高こう校こうは現代魔ま法ほうの術式しか利用していないというのは、自分の思おもい込こみに過ぎなかったようだ。侍さぶ郎ろうは不承不承、それを認めた。しかしこれ以上「耳」を傾かたむけても、詩奈に対して何が話されているのか聞き取ることはできない。引ひき際ぎわを弁わきまえる冷静な判断力を侍さぶ郎ろうは残していた。

　──残している、つもりだった。

　侍さぶ郎ろうは音も無く、隠かくれていた場所を離はなれる。当然、三人が近づいてくる方とは反対側へ。小体育館の壁かべに沿って移動し、何食わぬ顔で並木道に出ようとした。

　しかし彼かれは移動を開始してすぐ、足を止めることを余よ儀ぎなくされた。

（何っ!?）

　辛かろうじて、驚きよう愕がくの声を吞のみ込こむ。しかしそれに、意味は無かった。

「新入生だな？　この付近で不正に魔ま法ほうが使用されたのを感知した。話を聞きたいので同行してもらいたい」

　こうして鉢はち合あわせるまで気配を感じ取れなかった上級生。侍さぶ郎ろうはその顔を知っていた。彼かれでなくても、顔と名前は知っているという新入生は多いはずだ。

　生徒会役員。九校戦のスーパーエンジニア。恒こう星せい炉ろ実験の中心メンバー。そして、四よつ葉ば家け次期当主の婚こん約やく者しや。

（司し波ば達たつ也や！）

　侍さぶ郎ろうが最も警けい戒かいしていた人物。

　彼かれは咄とつ嗟さに髪かみを縛しばっていた紐ひもを解いた。その長い髪かみで顔を隠かくす。

　そして、高速移動の古式魔ま法ほう『韋い駄だ天てん』を発動し、達たつ也やの前から逃のがれようとした。

「待て」

　侍さぶ郎ろうを呼び止める達たつ也やの声は、それ程ほど強いものではなかった。少なくとも、逃とう走そうを試みている者の足を竦すくませる迫はく力りよくは無い。

　侍さぶ郎ろうが足をもつれさせてしまったのは、その声と共に撃うち込こまれた想子サイオンの砲ほう弾だんが原因だった。

　対たい抗こう魔ま法ほう、術式解体グラム・デモリツシヨン。

　それはまさに、想子サイオンの大たい砲ほうだった。全身を吞のみ込こむ想子サイオン流に曝さらされ、発動途と中ちゆうの魔ま法ほうを無効化されただけでなく肉体のコントロールまで麻ま痺ひしてしまう。

　足の踏ふん張ばりが利きかない。五体のバランスも保たもてない。

　侍さぶ郎ろうは身体が墜おちていく中、辛かろうじて受け身を取るだけの自由を取とり戻もどした。そのお蔭かげで怪け我がは免まぬがれたものの、無様に転てん倒とうしてしまう。
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（くそっ、動け！）

　侍さぶ郎ろうは自分の身体を心の中で叱しつ咤たし、意思による制せい御ぎよを取とり戻もどそうとする。何な故ぜ自分の手足が言うことを聞かなくなったのか、それを理解する知識が彼かれにはあった。だから突とつ如じよ訪おとずれた麻ま痺ひに恐きよう怖ふは無かったが、知っているが故ゆえに余計焦あせりを覚えていた。

　神経が伝える電気信号に従って筋肉が収縮する。この仕組みは人である限り、魔ま法ほう師しも変わらない。しかし侍さぶ郎ろうたちのような人間にとっては、それが全てではない。

　脳が下した命令を筋肉が実行する。そこには神経が命令を伝えるのに要するわずかなタイムラグが存在する。日常生活には全く支障を来きたさないゼロコンマ数秒のズレ。その一いつ瞬しゆんは、普ふ通つうなら認にん識しきすることもできない。

　しかしその一いつ瞬しゆんを知覚できるまでに心を研とぎ澄すませた者にとって、命令と実行の間に横たわる時間差はひどくもどかしい、不自由を感じる瞬しゆん間かんだ。極度の精神集中によって引き延ばされた時間の中では、敵の攻こう撃げきが迫せまっていると分かっていながら意思決定が手足に到とう達たつしていない所せ為いで避さけることも防ぐこともできなかったという無念を味わうこともある。いや、口く惜やしさを嚙かみ締しめることができるならば、まだ良いい。その一いつ瞬しゆんが、終わりをもたらすこともある。

　意思と行動のズレを実感できた者は、これを克こく服ふくし、もっと自由に動く為ための技わざを種々編み出した。神経信号で筋肉に命令を伝達するのではなく、想子サイオンで肉体に直接意思を伝える技法もその一つだ。

　この技術は一種の無系統魔ま法ほうなのだが、修得できる人間は魔ま法ほう師しに限らない。どんな技術も才能次し第だいの面があるので、この身しん体たい操そう術じゆつも、誰だれでも身につけられるとは言えない。だが適切な手順で修しゆ行ぎようを積めば、魔ま法ほうの才能が無くても会え得とくできるものだ。無系統魔ま法ほうとは知らず、武術の技わざとして使いこなしている者も多い。

　魔ま法ほうの才能に恵めぐまれていない侍さぶ郎ろうは、その分、武術に対して熱心に取り組んだ。そのお蔭かげで、この技法も高いレベルで修得済みだ。今では魔ま法ほうを使わずに、自己加速魔ま法ほうを使っている魔ま法ほう師しと同等以上の動きができるまでになっている。

　それが今回は裏目に出た。想子サイオンによる身体制せい御ぎよを常時行っていた所せ為いで、達たつ也やの術式解体グラム・デモリツシヨンを受けたことにより高速移動の魔ま法ほうを強制解除されただけでなく、肉体のコントロールまで侍さぶ郎ろうは失ってしまったのだった。

（捕つかまる？　そんなわけにいくか！）

　自分は倒たおれていて、相手は一歩踏ふみ込こめば足が届く所まで近づいている。普ふ通つうでは逃にげ切きれない状じよう況きようであることは侍さぶ郎ろうにも分かっていた。

　それでも彼かれは、諦あきらめていない。

　ようやくコントロールを回復した両りよう腕うでをついて顔を持ち上げ、適当な大きさの石を探して左右を見回す。透とう水すい型がた弾だん性せい舗ほ装そうの路面やきれいにならされた芝しばの空き地には、侍さぶ郎ろうが求める小石は転がっていなかった。だが彼かれの目は街路樹の根元に太めの枝が落ちているのを見つける。何かの拍ひよう子しに折れたのだろう。お誂あつらえ向むきに、端はしが少し尖とがっている。

（よし、あれだ）

　侍さぶ郎ろうはその枝に意識を集中した。大怪け我がをさせるつもりはない。軽く刺さして、怯ひるんだ隙すきにこの場から離り脱だつするつもりだった。

　しかし、侍さぶ郎ろうの「力」が作用する前に、彼かれを再び、想子サイオンの奔ほん流りゆうが吞のみ込こんだ。

　二度目の術式解体グラム・デモリツシヨン。

　狙ねらいは「力」が作用しようとしていた枝ではなく、侍さぶ郎ろう自身だ。

（冗じよう談だんだろ!?　普ふ通つう、あの状態から追い打ちを掛かけてくるか……？）

　ようやく回復し掛かけた肉体のコントロールを再び麻ま痺ひさせられた衝しよう撃げきで、侍さぶ郎ろうの意識は朦もう朧ろうと霞かすみ、ゆっくりと闇やみに吞のまれた。




　　　　◇　◇　◇




「……相変わらず達たつ也やは容よう赦しやがないね。二度も術式解体グラム・デモリツシヨンを浴びせる必要があったのかい？」

　小体育館をグルリと回り込こんで再合流した幹みき比ひ古こが、達たつ也やの前で気を失って倒たおれている侍さぶ郎ろうを見下ろしながら半笑いでそう訊たずねた。

「なかなか厄やつ介かいな能力を持っているようだったからな」

「能力？」

　達たつ也やが魔ま法ほうと言わず能力と表現したことに、幹みき比ひ古こが疑問を呈ていする。

　だが、達たつ也やはその質問に答えなかった。

「意識を失ってしまったのは予想外だが……。想子サイオンに対する感受性がそれだけ強いのだろう」

「達たつ也やさん、保健室に連れて行かなくても大だい丈じよう夫ぶですか？」

　このほのかの問とい掛かけで、幹みき比ひ古この関心も侍さぶ郎ろうのコンディションに移った。

「想子サイオン感受性が特に高いとしたら、達たつ也や、まずくない？　達たつ也やの術式解体グラム・デモリツシヨンはただでさえ、耳のすぐ近くでシンバルを力ちから一いつ杯ぱい鳴らされたような衝しよう撃げきがあるんだから」

「人聞きが悪いな。出力調整くらいするぞ。まあ……今回は確かに、手加減抜ぬきだったが」

「達たつ也や!?」

　達たつ也やの告白に、幹みき比ひ古こが焦あせった声を上げる。

　対照的に、達たつ也やは自分でしでかしたことにも拘かかわらず、落ち着いたものだった。

「今は気絶しているというより眠ねむっている状態だと思うんだが。念ねんの為ため、保健室に連れていくか」

　達たつ也やは侍さぶ郎ろうの身体をひょいと肩かたに担かつぎ上あげた。

　失神と睡すい眠みんの違ちがいが見ただけで分かるのか、というツッコミは、幹みき比ひ古この口からもほのかの口からも雫しずくの口からも出なかった。




　　　　◇　◇　◇




　侍さぶ郎ろうが目を開けた時、最初に見えたのは自分をのぞき込こむ幼おさな馴な染じみの顔だった。

「侍さぶ郎ろうくん！　良かった、目を覚ましたのね」

　泣き笑いの表情には、不安の色が見みえ隠かくれしている。

「……詩しい奈な、俺おれは大だい丈じよう夫ぶだ」

　状じよう況きようは分からなかったし、自分が寝ねていた経けい緯いもまだ思い出せていなかったが、侍さぶ郎ろうはとにかく己おのれの無事を示す為ために起き上がった。詩しい奈なの不安を取り除くことが最優先だと考えたからだ。

「何ど処こも痛い所は無い？　目は霞かすんでない？　私の声はちゃんと聞こえている？」

「何ど処こも痛くないし、目も耳も正常だ」

　侍さぶ郎ろうの返事を聞いて、詩しい奈なは少しホッとした様子だった。──そう、少し。彼女かのじよの中にはまだ不安、というより心配が拭ぬぐいきれず残っているように、侍さぶ郎ろうには見えた。

「良かった。じゃあ……」

　しかし、何か気き掛がかりなことがあって気持ちが弱っているように見える詩しい奈なから感じるこのプレッシャーは何なのだろうか。侍さぶ郎ろうは背中に嫌いやな汗あせを滲にじませながら、幼おさな馴な染じみの少女が言おうとしていることに耳を傾かたむける。

「侍さぶ郎ろうくん、避よけちゃ駄だ目めよ」

　にも拘かかわらず、侍さぶ郎ろうは自分が詩しい奈なの言葉を聞き間ま違ちがえたのかと思った。何な故ぜそんなことを言われたのか理解できなかっただけでなく、セリフの内容が詩しい奈なの温和な人ひと柄がらとマッチせず、頭に上う手まく入らなかったのである。

　続く詩しい奈なの行動は、侍さぶ郎ろうの戸と惑まどいなどお構い無しなものだった。

　右手を大きく振ふりかぶり、平手を侍さぶ郎ろうの顔に打ち付ける。

　侍さぶ郎ろうの頰ほおが派手に鳴った。

　侍さぶ郎ろうには詩しい奈なの動きが見えていたし、技術的には躱かわすことが可能だった。造作も無かった、と表現する方が適切だ。しかしそもそも、躱かわすという選せん択たく肢しが意識に浮うかばなかった。

「どうして……？」

　詩しい奈なの両目に、涙なみだが浮うかぶ。

　今にも声を上げて泣き出しそうな顔をしている詩しい奈なに、侍さぶ郎ろうが当とう惑わくした声で問とい掛かける。

「……何で盗ぬすみ聞ぎきなんて馬ば鹿かな真ま似ねをしようとしたの？」

　詩しい奈なから答えは無く、代わりに質問が返ってきた。

　質問の中身よりも震ふるえているその声に、侍さぶ郎ろうは絶句した。

「私、そんなに頼たよりなく見える……？」

「詩しい奈な……」

　侍さぶ郎ろうは「はい」とも「いいえ」とも答えられなかった。頼たよりないかどうかに拘かかわらず、彼かれは詩しい奈なの身辺から危険を取り除くつもりでいる。しかし彼かれが本音を告げれば、詩しい奈なはそれを肯こう定ていの返事と受け取るだろう。かと言って、詩しい奈なの問とい掛かけに否定を返してしまっては、侍さぶ郎ろうは彼女かのじよの傍そばにいる理由を失ってしまう。

　自分の名前を呼んだきり黙だまり込こんでしまった幼おさな馴な染じみを詩しい奈なは涙なみだに潤うるんだ目で睨にらみつけた。

「侍さぶ郎ろうくん」

　少し寂さびしそうな咎とがめる声。わざとらしさが無いだけに、若い男ならば罪悪感を刺し激げきされずにはいられないに違ちがいない。もちろん侍さぶ郎ろうは、大いに心を揺ゆさぶられた。それでも黙だまっているのは、意地になっているからではなく余計に何を言えば良いのか分からなくなってしまったからだった。

　睨にらみつける詩しい奈なと、目を逸そらす侍さぶ郎ろう。

　先に折れたのは──あるいは、痺しびれを切らしたのは──詩しい奈なだった。

「……私ね、会長さんと約束したの。侍さぶ郎ろうくんのことは、私が責任を持つって」

　この一言は、劇的な効果があった。

「なっ!?」

　慌あわてふためいた顔で、侍さぶ郎ろうが詩しい奈なと視線を合わせる。

「何で詩しい奈なの責任になるんだよ!?」

「侍さぶ郎ろうくんこそ、何でそんなに慌あわてているの？」

　侍さぶ郎ろうが再び言葉に詰つまる。だが今度は目を逸そらせない。

「私が責任を取ったら、何かまずいことがあるの？」

「それは……」

「私に責任を取らせられない、それだけ悪質なことをやっていたって自覚があるからでしょう!?」

　言い訳はできなかった。詩しい奈なの指し摘てきは、的のど真ん中を射い貫ぬいていた。

「魔ま法ほうの無断使用で生徒会室の会話を盗ぬすみ聞ぎきするなんて、本来なら停学ものだよ？　私は侍さぶ郎ろうくんにそんなことを望んでいないよ！」

「……分かっている。悪かった」

　侍さぶ郎ろうとしては、そう言って頭を下げる以外にできることがなかった。

　彼かれは自分が何な故ぜ、詩しい奈なの護衛役を降ろされたのか分かっている。感情は納なつ得とくしていなくても、理性はその理由を理解している。

　彼かれが詩しい奈なの安全を確保する為ために取っている行動は、所しよ詮せん自己満足にすぎない。それを侍さぶ郎ろうは自覚している。そんな自分の我わが侭ままで詩しい奈なに迷めい惑わくを掛かけるなど、論外だった。自分が詩しい奈なの害になるなど、本ほん末まつ転てん倒とうも良いいところだ。

「俺おれは……詩しい奈なの親おや父じさんが言うとおり、お前から距きよ離りを置いた方が良いいのか？」

　苦しげに、侍さぶ郎ろうが訊たずねる。それができれば、こんなに悩なやまない。

　だが詩しい奈な本人から拒きよ絶ぜつされたら、諦あきらめがつく。この時侍さぶ郎ろうは、そんな風に思っていた。

「もう遅おそいよ」

　しかし詩しい奈なの回答は、侍さぶ郎ろうが全く予想していなかったものだった。

「遅おそい……って？」

「さっきも言ったでしょう？　私、司し波ば会長と約束してしまったの。侍さぶ郎ろうくんのことは、私が責任を持つって」

　今回のことは自分が全面的に悪いと侍さぶ郎ろうにも分かっている。だがこれは、「はい、そうですか」と認めるわけにはいかなかった。

「そんなこと頼たのんでないぞ！」

「頼たのまれてないわよ！」

　反射的に怒ど鳴なってしまった侍さぶ郎ろうだったが、それ以上の剣けん幕まくで怒ど鳴なり返されたことで勢いを殺そがれた。

「でも仕方無いじゃない！」

　一方の詩しい奈なは、ますますエキサイトしていた。

「私がそう言わなきゃ、侍さぶ郎ろうくんは入学初日から自宅謹きん慎しんになっていたんだから！」

　詩しい奈なのヒステリックなセリフに、侍さぶ郎ろうはぐうの音ねも出なくなった。

「私が侍さぶ郎ろうくんを監かん督とくすることになったの！　侍さぶ郎ろうくんが何か悪さをしたら、私が責任を取らなくちゃならないの！　だから今日みたいな馬ば鹿かな真ま似ねはもうしないで！　分かった!?」

「あ、はい」

　思わず言こと葉ば遣づかいを改めて、侍さぶ郎ろうは恭きよう順じゆんを示した。

「──うん。じゃあ、帰ろうか？」

　他方詩しい奈なは、言いたいことを全てぶちまけてすっきりしたのだろう。憑つき物ものが落ちたように、いつもの笑え顔がおを侍さぶ郎ろうに向けた。
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　西せい暦れき二〇九七年四月七日、魔ま法ほう科か高こう校こう入学式の夜。達たつ也やは独どく立りつ魔ま装そう大だい隊たい本部を訪おとずれていた。

　呼び出しが掛かかったのは昨日の夜だ。非常識とも思えるタイトなスケジュールに達たつ也やもさすがに難色を示したが、ディスプレイの中の藤ふじ林ばやしに電話回線ではできない重要な話があると言われては足を運ばないわけにもいかない。入学式から帰宅して早々に、達たつ也やは愛車の電動二輪で霞かすみヶが浦うらに向けて出発したのだった。

　霞かすみヶが浦うら基地は、物々しい空気に包まれていた。夜間にも拘かかわらず、人や車しや輛りようが結構行き来している。

　いつもは人が少ない独どく立りつ魔ま装そう大だい隊たい本部も、隊長室にたどり着くまでの間に何人もの士官、兵卒と擦すれ違ちがった。むしろ、この建物の中が一番活発に人が動いていると達たつ也やは感じた。まるで出動直前の雰ふん囲い気きだ。

（いや、「まるで」ではないのだろうな）

　隊長室の前で入室を請こいながら、達たつ也やはそんなことを考えていた。

「入ってくれ」

（「入れ」ではなく「入ってくれ」か）

　大した意味の無い、言い回しの上だけの違ちがいかもしれない。

　だが何な故ぜか達たつ也やは、その些細ささいな違ちがいが気になった。

「失礼します」

　達たつ也やは正体不明の予感を一いつ旦たん棚たな上あげにし、風かざ間まの前に進む。

「こんな時間、しかも急なことで済まない。だが本件の重要性を鑑かんがみ、どうしても直接説明しておく必要があると考えた」

「説明ですか？」

「そうだ。まずは掛かけてくれ」

　風かざ間まが収納状態から展開したソファを指し示す。

　達たつ也やは遠えん慮りよ無く、三人掛がけのソファの端はしに腰こし掛かけた。

　風かざ間まが立ち上がり、デスクを回り込こんで達たつ也やの前に移動する。

　二人は腰こしを下ろした状態で向かい合った。

「我わが大隊は」

　何の前置きもなく、風かざ間まはいきなり本題に入った。

「明朝、北海道に出動する」

　出動直前という印象は間ま違ちがっていなかった。達たつ也やはそう思ったが、風かざ間まの話の腰こしを折るような発言は慎つつしんだ。

「我々は先せん遣けん隊たいだ。状じよう況きよう次し第だいでは、旅団の全部隊が出しゆつ撃げきする」

　しかし、予測を超こえて急きゆう迫はくした状じよう況きようを連想させる言葉に、沈ちん黙もくを守り続けることはできなかった。また、何も言わないのは不適切に思えた。

「侵しん攻こうの兆候があるということですか？」

「そうだ」

「佐さ渡どの件は陽動だとお考えなのですね」

　佐さ渡どの件というのは、一いち条じよう剛ごう毅きが負傷した不ふ審しん船による詭き計けいのことだ。

「そのとおりだ。今回、新ソ連の狙ねらいは北海道侵しん攻こうにあると我々は考えている」

「我々とは？」

「君が考えているとおり、佐さ伯えき閣下のお考えだ」

　なる程ほど、と達たつ也やは心の中で頷うなずいた。敵の狙ねらいに関する参さん謀ぼう本部の予測は、北陸と北海道で割れているのだろう。今のところ北陸が多数派か。だから東北の師団ではなく、遊ゆう撃げき隊の性質が強い一〇一旅団に増ぞう援えん部隊として出しゆつ撃げき命令が下されているのだと達たつ也やは理解した。

「そういう事情で、君とはしばらく連れん絡らくが取れなくなる。仮に横よこ浜はま事じ変へんのような事態が勃ぼつ発ぱつしても、協力は難しい」

「了りよう解かいしました」

　確かに二年前のようなことが起こった場合、風かざ間まの助力を得られないのは痛手だ。その点は、達たつ也やも納なつ得とくした。

　しかしそれはあくまでも達たつ也やにとってのことで、風かざ間まが達たつ也やを呼び出す理由にはならない。達たつ也やはそう考えて、次の言葉を待った。

「また、状じよう況きようの推移次し第だいでは、君に協力してもらう可能性がある」

　可能性がある、という表現に達たつ也やは不自然さを覚える。

「北海道に呼ばれるということですか？」

「いや、ここから力を貸してもらうケースを考えている」

　しかしこのセリフで、風かざ間まの慎しん重ちような言い回しの理由が分かった。

「マテリアル・バーストですか」

「マテリアル・バーストには限らない。サード・アイを使った超ちよう遠えん隔かく魔ま法ほうによる支し援えん攻こう撃げきを佐さ伯えき閣下は考えておられる」

「分かりました」

　この「分かりました」は「理解しました」という意味で、「承知しました」ではない。

　達たつ也やは大隊の支し援えんを使えない。大隊は達たつ也やの力を利用する。風かざ間まから告げられたことを簡単に纏まとめるなら、こういうことだ。軍というのは、元来そういうものだろう。しかし今までとは明らかに異なるスタンスだ。

「自分は独どく立りつ魔ま装そう大だい隊たいの一員でもありますので、命令があれば出動します」

　達たつ也やは立ち上がって風かざ間まに敬礼した。

　彼かれの言葉は、噓うそではない。ただ、「今は」というフレーズが省略されていた。

　風かざ間まが座すわったまま、達たつ也やに頷うなずく。達たつ也やを見上げる風かざ間まの顔は、省略されたフレーズを理解しているように見えた。




　風かざ間まは二人だけで達たつ也やと会っていたのではない。二人の会話には一言も口を挿はさまなかったが、風かざ間まの後ろには副官の藤ふじ林ばやしが控ひかえていた。

　退出する達たつ也やの背中を見送って、ドアが完全に閉まり話を聞かれる恐おそれがなくなったところで、藤ふじ林ばやしは遠えん慮りよがちに口を開いた。

「……隊長、達たつ也やくんに事情を説明しなくてよろしかったのですか？　あれでは、我々に対して不信感を覚えたかもしれません」

「我々が達たつ也やを裏切ったと？」

　風かざ間まの口から放たれた過激な単語に藤ふじ林ばやしが怯ひるむ。だが彼女かのじよは、ここで口を閉ざさなかった。

「裏切られたとは思わないでしょうが、切り捨てられたとは感じているかもしれません」

「切り捨てた、か。あながち、間ま違ちがいでもないな」

「隊長……」

　さすがに放言が過ぎると感じたのか、藤ふじ林ばやしの声こわ音ねにはたしなめるようなニュアンスがあった。

「すまん」

　他に聞いている者はいないとはいえ、風かざ間まも不ふ穏おん当とうだと考えたのだろう。謝罪の言葉は、彼かれの口からスムーズに出た。

「だが、これが本来あるべき、軍と十じゆつ師し族ぞくの距きよ離りだ。達たつ也やが四よつ葉ば家けの中ちゆう枢すうに戻ったにも拘かかわらず、我々は以前と変わらぬ関係を続けてきた」

「それで不都合があるとは思えません。彼かれは極きわめて貴重な戦力です」

「日本に二人しかいない、世界にも五十人とはいないと推定されている戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師し。確かに彼かれの力は日本の国防にとり、無くてはならないものだ。だからこそ余計に、適切な距きよ離りを保つ必要がある」

　藤ふじ林ばやしは風かざ間まの言葉に納なつ得とくしていない。それが態度から窺うかがわれた。しかし、この話は二人の間で初めて交かわされるものではない。真さな田だや柳やなぎ、山やま中なかも交えて何度も話し合われたことだった。

「我々は達たつ也やと親しくしすぎている。先日の沖おき縄なわの作戦で、その弊へい害がいがはっきりした。親しすぎるが故ゆえに、我々はジョーカーとも言うべき達たつ也やの力を当てにしてしまう。彼かれがいなければあれほど簡単に敵の本隊を見つけられなかったし、敵工作員を無力化することもできなかった」

「……だからこそ、私たちは達たつ也やくんとの友好関係を堅けん持じすべきなのではありませんか？」

「達たつ也やが四よつ葉ばから冷れい遇ぐうされている間は、それで正解だった。だが四よつ葉ば家けが達たつ也やを中心戦力と認めたことで、我々は達也に切り捨てられる可能性を無視できなくなった。四よつ葉ば家けと国防軍の利害が対立した時、達たつ也やが国防軍を選ぶとどうして言える？」

「……四よつ葉ばも国家の庇ひ護ご無くしては立ち行きません。達たつ也やくんはそれを理解しています。彼かれが国家と対立する道を選ぶとは思えません」

「国家と軍の利害が常に一いつ致ちしているのであればな」

　藤ふじ林ばやしは自分の論法がすり替かえであることを理解していた。だからそれを指し摘てきされると、反論の術すべを失ってしまう。

「例えば、戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうによる先制攻こう撃げき。これは間ま違ちがいなく、軍の利益に叶かなう。しかし、国家の利益につながるとは限らない。マテリアル・バーストはその威い力りよくだけでなく、速度においても射程距きよ離りにおいても絶対的な優位を持つ兵器だが、敵軍を壊かい滅めつさせることで、我わが国くにを取り巻く状じよう況きようが余計に悪化することもあり得る」

　それは理り屈くつの上だけの可能性ではない。例えば南米では、ブラジル軍が周囲全ての国の軍に勝ちすぎてしまった為ために、ブラジル以外の国家が崩ほう壊かいし絶え間ない地域紛ふん争そうから今でも抜ぬけ出だせていない。南米大陸では世界群発戦争が終わっていないと言われる所以ゆえんだ。

「何より怖こわいのは、我々が達たつ也やと友好を深めることで、国防軍の上層部がマテリアル・バーストを何い時つでも使えると勘かん違ちがいしてしまうことだ。シンクロライナー・フュージョンの使用により、戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう投入に対する心理的障しよう壁へきはかつて無く低いものになっている。我々が達たつ也やと距きよ離りを置かなければ、マテリアル・バーストを使いたがる連中が必ず出てくる」

　風かざ間まの口調は、教師が生徒に言い聞かせるようなものだった。

「──では余計に、私たちは達たつ也やくんに真意を伝えるべきではありませんか？」

　本音では風かざ間まと同じ懸け念ねんを抱かかえているだけに、藤ふじ林ばやしに可能な反論はこれだけだった。

「そして達たつ也やに、国防軍に対する不信感を植え付けるのか？　国防軍全体に悪い印象を持たれるよりは、我々がそれを引き受ける方が得策だと思うが」

　ここ数日、彼かれらの議論は何い時つも、ここで終わりを迎むかえていた。




　　　　◇　◇　◇




　達たつ也やが独どく立りつ魔ま装そう大だい隊たい本部を訪おとずれていた頃ころ、克かつ人とは七さえ草ぐさ智とも一かずとの密談に臨のぞんでいた。

　場所は都心の高級料りよう亭てい。大物政治家や一流経済人が使うような店だが、座ざ敷しきに端たん然ぜんと座すわる克かつ人とには一いつ切さいの場ば違ちがい感が無かった。

　黒こく檀たんの座ざ卓たくの前で待つこと一分。智とも一かずが姿を現す。

「お待たせして、申し訳ありません」

　智とも一かずはそう言って頭を下げ、克かつ人との正面に腰こしを下ろした。克かつ人とと違ちがって正座に慣れていないのか、少し窮きゆう屈くつそうだ。

「どうぞ、足を崩くずして、お楽になさってください」

　克かつ人とはすぐに、そう声を掛かけた。

「ありがとうございます。それでは、お言葉に甘あまえて……」

　智とも一かずが座ざ椅い子すの上で膝ひざを崩くずしてあぐらになる。一方の克かつ人とは正座のままだ。元々の体格差もあって、克かつ人とが智とも一かずを見下ろす形になる。しかし表面上、智とも一かずも克かつ人ともそれを気にしていなかった。

　ひとしきり社交辞令を交こう換かんし、アルコールが入っていない飲み物に口をつけて、二人はどちらからともなく会談モードに入る。

　もっとも、二人同時に喋しやべり出したわけではなく、話し合いの口火は克かつ人とが切った。

「七さえ草ぐささん。妹さんから、私に相談したいことがあるとうかがいましたが」

「そうですね。本題に入りましょう。十じゆう文もん字じさんは、昨今の魔ま法ほう師しに敵対的な風潮について、どう対処すべきだと思われますか？」

　智とも一かずの微び妙みような言い回しに、克かつ人とが小さく眉まゆを動かして意外感を表した。

「どう思うか、ではなく、どう対処すべきと思うか、ですか。つまり七さえ草ぐささんは、反魔ま法ほう主義に対して能動的な対処が必要だとお考えなのですね？」

「そうです」

　智とも一かずは誤ご魔ま化かしも韜とう晦かいもせず、ストレートに認めた。この辺りは父親の弘こう一いちと余り似ていないと言える。

「最も早はや、被ひ害がいを受けたらそれに対処するというスタンスでは凌しのげないと考えています」

「魔ま法ほう師しに対して攻こう撃げき的なプロパガンダを放置していては、取り返しのつかない事態が起こりうると？　具体的に、どのような危機が訪おとずれるとお考えですか？」

「私は箱はこ根ねテロ事件を上回る爆ばく弾だんテロや、まだ魔ま法ほうを使えない幼児、児童を標的にした誘ゆう拐かい殺人も起こりうると恐おそれているのです」

「魔ま法ほう師しではない人々を巻まき込こむ凶きよう悪あく犯罪が続発するとお考えなのですね」

「そうです」

　智とも一かずは頷うなずき、もう一度同じ問いを克かつ人とに向けた。

「そうならない為ために、我々は何をすべきでしょうか」

「……すぐには思いつきません。いえ、時間を掛かけても私一人で良いい対策案を考え出せるとは思えません」

　克かつ人とは強がらず、正直に認めた。彼かれの人ひと柄がらを考えれば少しも意外なことではない。

「実は私にも分かりません」

　しかし智とも一かずがこうもあっさり白旗を揚あげたのは、多少なりとも七さえ草ぐさ智とも一かずの為人ひととなりを知る克かつ人とにとって意表を突つかれることだった。

「一人で対策を練るには重すぎる問題ですし、仮に名案を思いついたとしても一つの家だけでは実行できないでしょう」

「……確かに単独では、現在の反魔ま法ほう主義運動に対たい抗こうすることはできないでしょう」

　克かつ人との同意に、智とも一かずは少しホッとしたような表情を見せた。

　演技には見えない。こういう点は父親の弘こう一いち程ほど手て強ごわくはなく、弘こう一いちよりも信用できる。克かつ人とはそう感じた。

「この問題は十じゆつ師し族ぞくだけでなく、もっと多くの魔ま法ほう師しの知ち恵えを集め、意思を結集して対応しなければならないと私は考えています」

「日本魔ま法ほう協会の総会に諮はかるべきだと七さえ草ぐささんはお考えなのですか？」

「いいえ」

　克かつ人との質問に、智とも一かずは頭かぶりを振ふった。

「いきなりそんな大人数を集めても、一いつ般ぱん論以上の結論は出ないでしょう。それに当主クラスを集めても、腹の探さぐり合あいに終始して実りのある議論はできないのではないでしょうか」

「どういうことでしょう。各家を代表することができる立場の者が参加しなければ、何かを決めたとしても単なるアイデアに終わる可能性が高くなると思いますが」

　克かつ人との反論に、智とも一かずは何な故ぜか「我わが意を得たり」とばかり大きく頷うなずく。

「ですから当主やそれに準じる年代ではなく、もっと若い年代の、次の当主に決まっているような方々にお集まりいただいてはどうかと思うのです。まずは二十八家から始めて、ナンバーズ、百ひやつ家けとメンバーを増やしていくというのはどうでしょうか」

　悪い考えではない、と克かつ人とは思った。

　当主の座について、克かつ人とは自分の思考スタイルが変化したことを実感している。

　最適、最善であることよりも、実現可能かどうかをまず考えるようになったと自覚している。

　一言で言えば、柔じゆう軟なん性せいが低下している。

　だからといって実現可能性を全く無視した理想論は、かえって事態を混乱させることになるリスクが高い。実現可能性を意識せざるを得ない立場でありながら、当主程ほどそれに縛しばられない次期当主、直系子女を集めて知ち恵えを出し合えば、師し族ぞく会かい議ぎに対する建設的な提言を生み出せるかもしれない。

　しかし発想は悪くないが、同時にあやふやすぎるとも思った。

「次期当主ということであれば、私には参加資格がありません」

　このセリフに、智とも一かずは激しく焦あせった。

「いえ、十じゆう文もん字じさんはお若いですから、若い年代を集めるという趣しゆ旨しであれば……」

「年ねん齢れいで参加資格を分けるのですか？　では具体的に何歳さい以下とするおつもりなのでしょうか。七さえ草ぐささんは当然、参加されるのですよね？」

「え、ええ。そうですね……。三十歳さい以下とするのは如いか何がでしょう？」

「三十歳さい以下ですと、六むつ塚づか殿どのは参加資格があって八やつ代しろ殿どのは対象外となりますが？」

　智とも一かずは冷ひや汗あせを流しながら、何とか態勢を立て直した。

「何ど処こかで線引きは必要なのではないでしょうか。八やつ代しろ殿どのにはすぐ下に補ほ佐さ役やくの弟さんがいらっしゃいますし、問題無いと考えます」

「確かに、線引きは必要だと思います」

　克かつ人とが重々しく頷うなずく。智とも一かずにとっては、緊きん張ちようを弛ゆるめることができない反応だ。

「分かりました。微び力りよくながら、お手伝い致いたします」

　しかし続くセリフを聞いて、智とも一かずを取り囲む空気は一気に弛し緩かんした。
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　入学式翌日の第一高校は、勝手が分からず戸と惑まどっている新入生の姿が見られるものの概おおむね平静を保っていた。

　授業見学に来ている新一年生の視線が気にならないと言えば噓うそになるが、二年前は自分が見学させてもらう立場だったのだ。そう考えて達たつ也やは我が慢まんすることにした。気になると言っても実験の待ち時間だけのことで、自分の番になれば自然に意識から消えるのだから。

　達たつ也やが所属する魔ま法ほう工学科は創設二年目。去年は直前まで指導教師が決まっておらず、カリキュラムも完全に固まってはいなかった。そんなわけで去年の新入生授業見学の期間は実質的に授業が行われていない。こうして見学者を迎むかえるのは今年が事実上初めてなのだが……、こんなに多くの新入生が集まるとは達たつ也やも予想していなかった。

　元々一高は魔ま法ほう師し志望者と魔ま工こう師し志望者がバランス良く集まる学校だ。真ま由ゆ美みたちの代で魔ま工こう師し志望者が少なかったのは単なる偶ぐう然ぜんである。もっとも「バランス良く」とは「全体の比率から見て極きよく端たんではない」という意味であり、魔ま法ほう技能を持つ者の総数に占しめる魔ま工こう師しの数は「魔ま工こう師しではない」という意味の魔ま法ほう師しに比べて明らかに少ない。

　見学にきている一年生も、全員が魔ま工こう師し志望というわけではないだろう。それにも拘かかわらず魔ま法ほう工学科がこれ程ほどの関心を集めているのは、去年の恒こう星せい炉ろ実験の影えい響きようが、やはり大きいに違ちがいない。

　そんなことを考えている内に、達たつ也やの順番がやって来た。この授業の課題は、途と中ちゆうで手を加えずに、あらかじめ構築した魔ま法ほう式しきで錫すずの真しん球きゆうを造ること。全ての工程を網もう羅らした魔ま法ほう式しきを構築する実習だ。

　真しん球きゆうを造る手順も決まっている。錫すずを融ゆう解かいし、重力を中和して表面張力で球体に成形する。球形になった液体の錫すずを歪ゆがまないように冷れい却きやくして固める。以上だ。

　しかし、中和しなければならない重力は地球のものだけではない。実験者や観測者の質量から生まれる引力は無視できるとしても、月と太陽の重力は無視できない。地球の重力を完全に遮しや断だんすると自転に置いていかれるから、自転に追つい随ずいさせつつ回転運動による歪ひずみも調整しなければならない。気流による歪ゆがみや表面の傷を防ぐ為ためには、液体化した錫すずの周りを真空にする必要がある。冷れい却きやくの過程が均等でないと、収縮率に差が生じてここでも狂くるいが生じる。「真しん球きゆうである」という情報を直接上書きするのではなく、手順を踏ふんで真しん球きゆうに加工するのは魔ま法ほうの精密制せい御ぎよを身に付ける高度な訓練になるのである。

　実験装置は五台。生徒一人に与あたえられた時間は十分。その時間内にエディターで起動式を組み上げ、ＣＡＤにプログラムし、魔ま法ほうを実行、完かん了りようさせる。起動式の作成には部品となるモジュールが用意されているが、これを使うか使わないかは生徒の自由だ。

　課題の内容は事前に伝えられているから、生徒は授業開始前に起動式を準備している。しかしそれを実験室に持もち込こむことは禁止されていた。生徒は自分の記き憶おく力とその場の閃ひらめきで、魔ま法ほうを起動式から創り出さなくてはならない。

　起動式を作成するエディターの画面は天てん井じようからぶら下がっている大型スクリーンに映し出されている。だったらカンニングし放題じゃないか、と思われるかもしれないが、そこは学校側も考えていて、実験は成績上位者程ほど後になるように順番が決められていた。それに他人の起動式を見ていきなり真ま似ねようとしても、ロジック破は綻たんで魔ま法ほうが発動しないのがオチだ。真ま似ねをするテクニックがあるなら、それはそれで優すぐれた技能であると評価されるべきものだというのが学校側の考え方だった。

　達たつ也やは一番最後の組だ。授業開始から四十分、クラスメイトの作業をひたすら見物していた。参考になる生徒がいなかったわけではないが、起動式は前日の内に組み上がっている。今、思い付きで手を加えても、改悪にしかならない。

　前の組が造った金属球の提出が終わり──出来上がった錫すずの球の精度が採点で最も重視される──、達たつ也やは実験装置に向かった。何となく、見学席に目を向ける。気の所せ為いか、新入生の数が一ひと際きわ増えているように見えた。

　電子チャイムが課題のスタートを告げる。時間内に終わればスピードは評価に関係しないが、制限時間が設けてあるので公平を期す為ためにチャイムが鳴るまでエディターがロックされているのだ。

　達たつ也やはいつもどおり、キーボードオンリーで起動式を打うち込こみ始めた。特に急ぎはしない。今日の課題であれば、十分以内に余よ裕ゆうを持って完かん了りようすることが分かっている。

　目の前のモニターに起動式の文字列が流れていく。天てん井じようから吊つるされた大型ディスプレイにもリアルタイムで同じ画面が表示される。

　小さなどよめきが起こった。大声を上げる非常識な人間は新一年生にもいなかったが、余り良いいマナーとは言えない。引いん率そつの教師が小声で注意している声も聞こえる。

　それにひそひそ話をしているのは、見学の新入生だけではなかった。クラスメイトの声もざわめきの中に混じっていた。同級生は何度も達たつ也やが起動式を書くところを見ているはずだが、一年生につられたのだろうか。

　そういう小さな雑念も、すぐに達たつ也やの頭から消え去った。必要無い情報を意識から締しめ出だして、その分のリソースを全て魔ま法ほうの構築に投入する。

　キーボードを叩たたいていた達たつ也やの指が止まる。彼かれの実験装置をモニターしている大型ディスプレイは、エディターからＣＡＤへ起動式データがコピーされている状態を３Ｄバーで表現している。

　起動式が使用可能になったのは、最終組五人の中で達たつ也やが一番早かった。隣となりの隣となりから、平ひら河かわ千ち秋あきの口く惜やしそうな視線が達たつ也やの横顔に突つき刺ささったが、彼かれはそれを百パーセント無視してＣＡＤを作動させた。

　この課題に──魔ま法ほう工学科の課題に共通することだが──必要とされる技能はスピードでもキャパシティでも事象干かん渉しよう力でもない。複雑な魔ま法ほう式しきを、正確に構築する能力だ。

　無論、キャパシティや干かん渉しよう力が全く必要無いというわけではないが、それらは魔ま法ほう式しきにブーストの工程を挿そう入にゆうすれば良いだけだ。魔ま法ほう式しきがそれだけ長くなるが（大きくではない）、魔ま法ほう発動の時間を競きそう課題ではないので余計に時間が掛かかるのは問題にならない。

　達たつ也やの二メートル先に置かれた錫すずの試料が浮うかび上あがり、融ゆう解かいして輪りん郭かくを失う。液体化した金属は見る見る内に、球形に纏まとまった。そのプロセスを、新入生が見学席から食い入るように見ている。最終組の他の四人も魔ま法ほう発動段階に移っていたが、一年生の目は達たつ也やの試料に集まっている。

　達たつ也やの隣となりの実験装置で、球体に成形済みの錫すずが小さな音を立てて台に戻もどる。魔ま法ほうの完かん了りようは十と三み束つかが一番乗りだ。達たつ也やの試料は、まだ冷れい却きやく中だった。

　二人目が完成しても──二人目は千ち秋あきだった──、達たつ也やに焦あせりの色は無い。元々この実験は途と中ちゆうで手を加えてはならないことになっている。魔ま法ほうを発動したら、後は術者である生徒も見ているだけだ。達たつ也やは真空の無重力空間の中で固まっていく金属球をじっと見み詰つめていた。

　凝ぎよう固こが完かん了りようした錫すずの球体が試料台に戻もどる。落下音は聞こえなかった。台に置かれるプロセスまで、魔ま法ほうで完全にコントロールされていた証しよう拠こだ。達たつ也やは最終組五人の中で三番目、残り時間一分三十秒で今日の課題を終えた。
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　三年Ｅ組の実技指導は今年もジェニファー・スミス教師だ。実験が授業時間終しゆう了りよう前に終わり、達たつ也やはジェニファーにそのまま職員室へ呼ばれていた。

「司し波ば君も生徒会があるでしょうから、手短に話します」

　今は五限目終しゆう了りよう直前。この後放課後になり、達たつ也やは生徒会室に行かなければならない。それはジェニファーの認にん識しきどおりだった。

「まだ少し先ですが、今年の論文コンペに司し波ば君はどんなテーマで臨のぞむ予定ですか？」

　論文コンペ──「全国高校生魔ま法ほう学がく論ろん文ぶんコンペティション」の開かい催さいは十月最終日曜日。今年は十月二十七日になる。まだ随ずい分ぶん先のように見えるが、学校代表選出の校内選考会が実じつ施しされるのは六月だ。それ程ほど気が早い質問でもない。

「まだ決めていません」

　だから達たつ也やは特に意外感は覚えず、短くそう答えた。そもそも論文コンペに出場するかどうかも決めていないのだが、それはこの場で申しん告こくする必要が無いことだ。魔ま工こう科かは選考会に応おう募ぼが義務づけられているとはいえ、辞退する手が無いわけではない。

「そうですか。それは良かった」

「良かった、ですか？」

　準備を始めていなくて良かったというのは、さすがに達たつ也やも理解できないセリフだ。思わずオウム返しに問い返したのも、無理はあるまい。

　ジェニファーに慌あわてた様子が無かったのは、意味を問われることをある程度予測していたからだろう。だったら最初から相手に理解できるように詳くわしく説明すれば良さそうなものだが、彼女かのじよには彼女かのじよなりの段取りがあるのかもしれない。

「ええ。実は司し波ば君に、伝えておくことができたのです」

「それは論文コンペのテーマ選定に関することですか？」

「そうです」

　ここまで聞いて、達たつ也やの予想は二つに絞しぼられた。

　論文コンペのテーマに恒こう星せい炉ろ──常じよう駐ちゆう型がた重じゆう力りよく制せい御ぎよ魔ま法ほう式しき熱ねつ核かく融ゆう合ごう炉ろに関連することを選べという内容か、論文コンペで恒こう星せい炉ろに触ふれることを禁止する内容だ。

「論文コンペのテーマには、恒こう星せい炉ろ以外のトピックを選んでください」

　達たつ也やの予想は、五十パーセントの割合で的中した。

「分かりました」

　あっさり了りよう承しようした達たつ也やに、ジェニファーは訝いぶかしげな目を向けた。

「……理由を訊きかないのですか？」

「恒こう星せい炉ろの危険性は理解しているつもりです。論文コンペで採り上げるには、不適当なテーマだと自分でも考えていました」

「そうですか。どうやら余計なお節せつ介かいだったようですね」

　達たつ也やの本音は別にあるのだが、ジェニファーは今の説明で納なつ得とくした様子だ。

　論文コンペで発表するのは不適当。達たつ也やがそう考えているのは本当だ。

　しかしそれは、危険だからではない。恒こう星せい炉ろは達たつ也やが考えている魔ま法ほう師し解放プランの中ちゆう核かく技術。こればかりは他人に真ま似ねをされ、先を越こされて特許を主張されたりしては困るのだ。

「そういえば、賢人ケント君は希望どおり魔ま工こう科かに進級したそうですね。遅おくればせながらおめでとうございます」

　達たつ也やのこのセリフに深い意味は無い。単に話題を変えるためのものだ。それに、彼かれは「そうだ」と言っているが、生徒名めい簿ぼを閲えつ覧らんする権限を持つ生徒会役員である達たつ也やは魔ま工こう科か進級試験の結果が出た三月上じよう旬じゆんの時点でジェニファーの息子むすこのケントの魔ま工こう科か進級を知っていた。

「ありがとう」

　ジェニファーもやはり人の親か、何い時つものクールな表情を弛ゆるめて微笑ほほえんだ。

「今年も結構な倍率でしたが、来年は更さらに競争が激しくなりそうです。魔ま工こう科かクラスを増やす必要があるかもしれませんね」

　ジェニファーがふと漏もらしたこのセリフは、達たつ也やにとって未知の情報だった。単なる世間話にすぎないが、彼かれは好こう奇き心を刺し激げきされた。

「まだ入学式が終わったばかりですが、既すでにそんな兆候が？」

　ジェニファーが微かすかに「しまった」という表情を過よぎらせたのは、生徒に教えてはならないことになっていたのか。だがすぐに「秘密にする必要も無い」と思い直したのだろう。彼女かのじよは達たつ也やの疑問にあっさり答えてくれた。

「今年の入学試験は例年に比べて、魔ま法ほう工学で高得点をマークする受験生が多かったのですよ。新入生もそちら方面の技術を得意としている生徒が、例年より大きな比率を占しめています」

　達たつ也やはすぐに思い当たることがあった。実験の見学者が随ずい分ぶん多いと感じたのは、彼かれの勘かん違ちがいではなかったようだ。

　理由は、達たつ也やがあれこれ考える前にジェニファーから明かされた。

「やはり、去年の恒こう星せい炉ろ実験が大きな影えい響きようを与あたえたのでしょう。例年であれば四高を志望していた生徒も、当校に進学しているようです。その所せ為いか、今年は入試の倍率も上がっていました」

「そうですか。悪いことをした……というのは、不適当でしょうね」

「新入生のレベルが上がった、と考えるべきでしょう」

　本気とも冗じよう談だんともつかない答えを返した後、ジェニファーは達たつ也やに「話は以上です」という言葉で退出許可を与あたえた。
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　ジェニファーと話をしていた時間は、客観的にもそれ程ほど長くは無かった。達たつ也やが生徒会室の扉とびらを開けた時、中にいたのはピクシーだけだった。

　生徒会室の保安システムとつながっている──生徒会室だけに限らない──ピクシーは達たつ也やの入室を感知したはずだ。しかし彼女は、達たつ也やを出で迎むかえはしなかった。無論「お帰りなさいませ、ご主人様」なんてことも言わない。

　達たつ也やが自分の席に着き、端たん末まつを立ち上げる。起動時の読よみ込こみ時間などというものは無く、彼かれはすぐに作業を開始する。

　自分に対する命令が無いのを確かく認にんして、ピクシーは立ち上がりダイニングサーバーの前へ移動した。３Ｈ本来の機能は、ホームオートメーションの人型無線インターフェイス。掃そう除じ機や調理器や空調を集中管理するのが通常の用よう途とだ。基本構造が同じで規模が違ちがうだけの店てん舗ぽ用オートメーションも制せい御ぎよ用ソフトウェアをアップグレードすればコントロールできる。生徒会室に置かれているダイニングサーバーは業務用の物だが、ピクシーは難無く遠えん隔かく制せい御ぎよしている。彼女かのじよが立ち上がった時点でダイニングサーバーは動き始めていた。

　ダイニングサーバーから出てきたコーヒーを、ピクシーが達たつ也やの許もとに運ぶ。自動機で淹いれたコーヒーだが、その機械は謂いわば彼女かのじよの三本目、四本目の手だ。出来上がったコーヒーは達たつ也やの好みに沿って味が細かく調整されている。

　コーヒーに口をつけた達たつ也やが何も注文を付けなかったので、ピクシーは待機用の椅い子すに戻もどった。

　二年生の泉いず美みと水み波なみが生徒会室に入ってきたのは、ピクシーが腰こしを下ろした直後だった。泉いず美みは達たつ也やがいるのを見て、深み雪ゆきも来ているものと思ったようだ。空あいている生徒会長席に目を向けて、露ろ骨こつにがっかりした表情を浮うかべる。一方の水み波なみは、達たつ也やのデスクにコーヒーカップが置かれているのを見て、微び妙みように不満げな感じだ。

　幸い二人の不満は、すぐに解消された。

「達たつ也やさん、もういらっしゃっていたんですか」

「泉いず美みちゃんと水み波なみちゃんも早いわね」

　泉いず美みと水み波なみが席に着く前に、深み雪ゆきとほのかが顔を見せる。

　水み波なみは自分の端たん末まつを立ち上げるより先に、お茶を淹いれるべく動いた。ピクシーは情報機器以外の生徒会室にある諸設備を掌しよう握あくしているが、ロックを掛かけているわけではない。やろうと思えば手動操作は可能だ。水み波なみは自分の分を含ふくめ、四人分の紅茶を淹いれた。コーヒーでなかったことに他意は無い、はずだ。

　もう一人の生徒会役員、学校及および生徒会に入ったばかりの詩しい奈なは、少し遅おくれているようだった。
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　詩しい奈なが遅おくれていたのは、授業が長引いたという種類の理由ではなかった。今日と明日は専門課程──魔ま法ほうの実験と実技──の見学に割り当てられている。指導教師のいない二科生は自由に見学して回るのが普ふ通つうだが、一科生は指導教師の引いん率そつに従って見学する。別にそう決まっているわけではないが、入学早々敢あえてレールを外れたがる者は、少なくとも一科生にはいない。

　Ａ組からＤ組までの見学は指導教師がコントロールするので、時間が長引くとか次のスケジュールに食くい込こむということは無い。むしろ自分の目で見たものを咀そ嚼しやくする時間が必要との考えから、見学は早めに切り上げられて教室に戻もどり、後は生徒の自由時間になる。

　一日目最後の授業時間もこのパターンだった。Ａ組の場合は見学コースの関係で十分以上時間が余っていた。授業が早く終わったのだから、生徒会室にも早く行けると普ふ通つうは考えられるのだが、結果的にはこの余よ裕ゆうが仇あだとなる。

　詩しい奈なは昨日、入学式が終わってすぐ生徒会室に誘さそわれ、生徒会入りについて話をした後は侍さぶ郎ろうと二人で帰っている。クラスメイトは詩しい奈なとゆっくり言葉を交かわす機会を持てなかった。今日のお昼は、クラスメイトと一いつ緒しよに食事をした詩しい奈なだが、宴えん会かいや会食ではなく普ふ通つうに食事をしているだけで、そんなに大勢と話をできるものではない。食堂で余り騒さわぐと、上級生の目が気になるという面もあった。

　Ａ組のクラスメイトは、詩しい奈なと「お近づき」になりたくてうずうずしていた。

　本年度新入生総代。今年の新入生ただ一人の、十じゆつ師し族ぞく直系。そうした肩かた書がきも然さる事ながら、クラスメイトが男女を問わず詩しい奈なの許もとに群がった最大の理由は、彼女かのじよが同性にも可愛かわいがられるタイプの親しみやすい美少女だからだろう。

　一年生にとって三年生の深み雪ゆきは、四よつ葉ば家け次期当主という点を別にしても、美人過ぎて畏おそれ多い。視線が合うだけで足が竦すくむレベルだ。香か澄すみや泉いず美みも、簡単に声を掛かけられる雰ふん囲い気きではない。特に泉いず美みは、見るからに人当たりが良さそうであるにも拘かかわらず、何となく気き後おくれを覚えてしまう。しかし三みつ矢や家け直系の詩しい奈なには、そういう近寄り難がたさがない。

　教師が教室から出て行ってすぐ、詩しい奈なはクラスメイトに取り囲まれて身動きが取れなくなった。そしてその状態は、終業時間を迎むかえた後も未練がましく続いていたのである。

　詩しい奈なも時間のことは気になっている。生徒会室に行かなければならないことを忘れてはいない。だが彼女かのじよは性格的に、人恋こいしい質たちだ。十じゆつ師し族ぞくの人間としては珍めずらしいと言える。多分、詩しい奈なが七人兄弟姉妹しまいの年が離はなれた末っ子ということも影えい響きようしているのだろう。

　十じゆつ師し族ぞくということで同級生から敬遠されるかもしれない、と心配していた詩しい奈なにとり、こうしてクラスメイトに囲まれている状態は心地ここち良よいものだった。正直なところ自分にばかり関心が集まっているのは勘かん弁べんして欲ほしいのだが、その点を除けば今の状じよう況きようは「こうなったら良いいな」と思おもい描えがいていた高校生生活に近い。

　──ここで空気が読めない発言をして嫌きらわれたくない。

　詩しい奈なはそう思って、生徒会のことを中々言い出せずにいたのだった。

　彼女かのじよを善意の牢ろう獄ごくから救い出したのは、忠実なる幼おさな馴な染じみだった。

「詩しい奈なお嬢じよう様さま！」

　いきなり教室の入り口で放たれた大だい音おん声じように「はっ？」という顔で振ふり向むいたのは、詩しい奈なを取り囲んでいたＡ組のクラスメイトだけではなかった。詩しい奈な本人も同じように顔を向けている。いや、一番面食らった表情をしているのは詩しい奈なだった。

「そろそろ生徒会に向かわねばならないお時間です！」

　侍さぶ郎ろうが突とつ如じよ始めた奇き行こうに対する驚おどろきは少しも醒さめていなかったが、他人の口から告げられたことで「早く行かなければまずい」という焦あせりが改めて意識される。

「生徒会？　あっ、もうこんな時間！」

　詩しい奈なのクラスメイトも、自分たちが彼女かのじよを引き止めてしまっていたことにようやく気づいた。

「ごめんなさい、三みつ矢やさん！　ほら、男子！　道を開けなさい！」

「三みつ矢やさん、その、ごめんね？」

　彼かれらも悪気があって詩しい奈なを拘こう束そくしていたのではない。つい、お喋しやべりに夢中になっていたのだ。入学したばかりの一年生に生徒会活動の邪じや魔まをする度胸などあるはずはなく、クラスメイトたちは詩しい奈なに対して次々と謝罪を口にした。

「ううん、こちらこそごめんなさい。また明日ね」

　詩しい奈なは愛あい想そ良く手を振ふってクラスメイトの輪を抜ぬけ出だし、ドアを開けて待っている侍さぶ郎ろうに早歩きで合流した。




　詩しい奈なが小走りで階段を駆かけ上あがり、侍さぶ郎ろうはその後を一段とばしでついていく。

　詩しい奈なが侍さぶ郎ろうに話はなし掛かけたのは、三階から次の踊おどり場ばに登る途と中ちゆうだった。

「侍さぶ郎ろうくん、その、ありがとう」

「気にするな。詩しい奈ながああいう場面で他人につれなくできないことくらい、良く知っている」

「それは確かに、そのとおりだけど……」

　侍さぶ郎ろうの答えに、詩しい奈なは不満げだった。今にも頰ほおを膨ふくらませそうな雰ふん囲い気きだ。

　ただ図星を指されていることは彼女かのじよも自覚していたので、反論はしなかった。

「──それより侍さぶ郎ろうくん、さっきのは何？」

　あからさまな話題転てん換かんだが、耳慣れない「お嬢じよう様さま」付けが気になっていたのも事実だった。

「何って？」

「何って、さっき『詩しい奈なお嬢じよう様さま』って……」

「それがどうかしたか？」

　侍さぶ郎ろうは惚とぼけているのではない。

「お前が『お嬢じよう様さま』なのは紛まぎれもない事実だろ？」

　侍さぶ郎ろうにとっては、「詩しい奈な」と呼び捨てにするのと同じくらい「詩しい奈なお嬢じよう様さま」という呼び方は自然なものだ。侍さぶ郎ろうの両親は雇やとい主ぬしの娘むすめだからといって友達付き合いに渋しぶい顔をするような性格ではなかったが、けじめを付けることの大切さを息子むすこに教えない程ほど、無責任でもなかった。

　詩しい奈なは侍さぶ郎ろうの回答に納なつ得とくできなかったようだが、反論の言葉も思いつかなかったようだ。自分が魔ま法ほう師しの社会では「お嬢じよう様さま」に他ならないと理解しているから尚なお更さらだろう。反論できない分、余計に頰ほおに掛かかる圧力が高まっている。実際に頰ほおを膨ふくらませたりするのは子供っぽいと考えて自じ粛しゆくしているが。

「──とにかくさっきはありがとう。もう、ここまでで良いいよ」

　詩しい奈なは表情で不満を表明する代わりに、口調とアクションで気分を害していると表現することにしたようだ。

　彼女かのじよは四階の手前でそう言うと、侍さぶ郎ろうからフイッと顔を背そむけ、そのままわざとらしく視線を前に固定して生徒会室に歩いていった。




　詩しい奈なに取り残される格好になった侍さぶ郎ろうは、階段の途と中ちゆうで立ち止まりため息を吐ついた。

　詩しい奈なのああいう子供っぽいところは愛すべき気質きしつだと、侍さぶ郎ろうは思っている。家族を除けば自分にだけそんな側面を見せるのは、心を許してくれている証しよう拠こだと嬉うれしくもある。

　しかし今はその所せ為いで、侍さぶ郎ろうは困こん惑わくしていた。

　詩しい奈なは彼かれに対して何の指図もせずに去った。つまり、彼かれの自由にして良いということだ。だが侍さぶ郎ろうにとって「自由」とは大たい抵ていの場合、どう扱あつかえば良いのか分からず持て余してしまう厄やつ介かいものだった。

　命令されなければ何もできないのでは、奴ど隷れいやロボットと同じだ。それでは駄だ目めだと、彼かれにも分かっている。事実としても、二十四時間ずっと命令どおりに動いているわけではない。それどころか先日まではまだ中学生だったということもあり、例外的にちょっとした仕事を与あたえられる以外で拘こう束そくを受けるのは鍛たん錬れんの時間だけだった。

　それでも詩しい奈なが目の届く場所にいれば、時間の使つかい途みちに困ることはなかった。侍さぶ郎ろうはずっと、詩しい奈なの護衛役として自分がどう行動すべきか決めていた。詩しい奈なの護衛役であることは彼かれのアイデンティティだったのだ。──半年前までは。

　護衛失格を言いい渡わたされたのは、自分に才能が無かったから。誰だれを恨うらみようもない。親を恨うらんでみても仕方がない。そもそも生まれが違ちがえば詩しい奈なと知り合うことすらなかったのだから、親を恨うらむのは完全に筋すじ違ちがいだ。

　それに侍さぶ郎ろうはまだ、諦あきらめてしまったわけではなかった。現時点で力不足であることは自覚しているが、才能と能力はイコールではないと彼かれは信じている。強さが足りないなら、それを補う技術を磨みがく。彼かれはそう心に決めている。

　具体的に何をすれば良いのかは分かっていない。少年らしい思おもい込こみかもしれない。だがアイデンティティを否定されて、心が折れなかっただけ立派だろう。彼かれの親もそう考えて一高進学を許したのだった。

　しかしそれはまだ、可能性の中だけの話だ。今の侍さぶ郎ろうは、詩しい奈なの隣となりに侍はべることを許されていない。ではせめて遠くから見守ろう、と考えて昨日は大失敗をしてしまった。

　これからどうするか考えが纏まとまらないまま、彼かれは惰だ性せいで上へと足を進めた。先に帰るという選せん択たく肢しは思いも寄らない。詩しい奈なの登とう下げ校こうに付き添うのは、彼かれに残された数少ない特権だ。それまで時間を潰つぶす場所を求めて、侍さぶ郎ろうは屋上に出た。




　一高の屋上は空中庭園になっている。冬は温室ケースになる階段状の花か壇だんにハーブを中心にした──虫むし除よけになるからだ──様々な草花が植えられ、花か壇だんと花か壇だんの間には間かん隔かくを開けてベンチが置かれている。

　今日は良く晴れていて風も無く、四月になったばかりの夕方であるにも拘かかわらず、屋上は暖かかった。暑くもなく寒くもなく、ぬるま湯に浸つかっているような心地ここち良よさだ。

　この陽気に眠ねむ気けを誘さそわれたのだろう。

　屋上のベンチで、血統書付きの猫ねこが微ま睡どろんでいた。

　やけに絵になるその姿に、侍さぶ郎ろうは思わず足を止め見入ってしまう。

　スレンダーで伸のびやかな肢し体たい。

　色素が薄うすい、やや癖くせが有るセミロングの髪かみ。

　目を閉じ、枕まくらにした腕うでに半ば埋うもれていても分かる、整った顔立ち。

　まさに、血統書付きの猫ねこのような女子生徒だった。

　顔つきは詩しい奈なに比べて大人っぽい。多分、上級生だろう。右半身を上にして寝ねているその肩かたには、八枚花弁のエンブレムも八枚ギアのエンブレムも無い。──侍さぶ郎ろう自身と同じように。

　つまり、二科生の先せん輩ぱいということだ。

　十秒程ほど、上級生の寝ね姿すがたに見み蕩とれていて、侍さぶ郎ろうはハッと我を取とり戻もどした。

　最初に思ったのは「起こした方が良くないか？」だった。

　季節は四月になったばかりだ。今は暖かくても、夕方になれば急に冷ひえ込こむ。風が出てくるかもしれない。屋上でごろ寝ねしていては風か邪ぜを引きかねない。

　しかし、いざ起こそうとした段になって、このシチュエーションは誤解を招くのではないかという思いも湧わき出でてきた。今、屋上にいるのは、自分とこの先せん輩ぱいの二人だけだ。目を覚ました彼女かのじよは、自分のことを痴ち漢かんと勘かん違ちがいするかもしれない。痴ち漢かんとまでは思わなくても、女子生徒の寝ねている姿をのぞき見して喜ぶ変態扱あつかいされるかもしれない。百パーセントの誤解とは言い切れないだけに──わずか十秒とはいえ、侍さぶ郎ろうがこの上級生に見み蕩とれていたのは事実だ──そんな誤解をされたら大ダメージになりそうだ。

　侍さぶ郎ろうは踏ふみ出だし掛かけた足を止め、逆にそろり、そろりと後あと退ずさった。痴ち漢かんと間ま違ちがわれないだけの距きよ離りが取れた、と判断したところで、上級生に固定していた視線を外し、校舎内の踊おどり場ばにつながるドアへ顔を向ける。

「別に、逃にげなくても良いわよ」

　その横顔に、彼かれがたった今まで見ていたベンチから声が掛かかった。

　狙ねらい澄すましたようなタイミングで虚きよを突つかれて、侍さぶ郎ろうの身体が硬こう直ちよくする。辛かろうじて首から上で振ふり返かえった先では、上級生の女子が身体を起こしていた。

　侍さぶ郎ろうの不ふ審しんな挙動には構わず、女子生徒は大きく伸のびをした。こういう仕し種ぐさも猫ねこっぽい。だが、天に伸のばしていた腕うでを下ろして侍さぶ郎ろうに向けられた眼まな差ざしは、猫ねこというよりも豹ひようか虎とらを連想させる力強さを宿していた。
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「痴ち漢かんだなんて誤解しないから。あたしが風か邪ぜを引かないか心配して、起こしてくれようとしたんでしょ？」

「え、ええ、まあ……」

　意表を突つかれた直後に図星を指されて、侍さぶ郎ろうは舌だけでなく身体全体が錆さび付ついてしまったように固まっていた。

「ふーん……」

　そんな彼かれを見ながら、女子生徒が何やら訳知り顔で頷うなずく。

　侍さぶ郎ろうは非常に居い心地ごこちが悪かった。目を開いた先せん輩ぱいは、彼かれが寝ね顔がおから想像した以上にきれいだった。活力に満ちた、瑞みず々みずしい魅み力りよくに溢あふれている。そんな美少女にじっと見み詰つめられるだけで反応に困ってしまうというのに、この少女は可愛かわいいだけではなくこちらの骨の髄ずいまで見通すような眼力を宿していた。

　心の奥おく底そこまで見通す、ではない。こちらの力と技わざのレベル、癖くせ、長所と短所を一目で見み抜ぬく、少女とは思えない達人の眼力──。

（……この人、もしかして）

　そこまで考えて、侍さぶ郎ろうの頭に閃ひらめく名があった。

「あのっ」

「んっ、何？」

「間ま違ちがっていたらすみません！　その、先せん輩ぱいのお名前は、千ち葉ばエリカさんと仰おつしやるのではありませんか!?」

　侍さぶ郎ろうの質問を聞いて、エリカは軽く目を見開いた後、面おも白しろそうに目を細めた。

「へぇ……あたしのことを知ってるんだ。それで、君の名前は？」

「失礼しました！」

　侍さぶ郎ろうは無意識的に姿勢を正した。相手が上級生だからではない。頭ではなく身体が、エリカに礼を尽つくすよう命じていた。

「一年Ｇ組、矢や車ぐるま侍さぶ郎ろうです！」

「一年の矢や車ぐるまね。あたしは君が言ったとおり、三年Ｆ組の千ち葉ばエリカよ。あたしのことを知っていたってことは、剣けん術じゆつをやってるの？　見た感じ、ナイフみたいな短い得物の方が得意そうだけど」

　エリカの指し摘てきを聞いて、侍さぶ郎ろうは警けい戒かいするよりも感心していた。本当に一いち瞥べつしただけで相手が修めている技わざを見み抜ぬくなど、彼かれが師事している格かく闘とう術の教官よりも確実に上だと思われる。

　もっとも、エリカの勇名を知っていた侍さぶ郎ろうにとり、こんなことは今いま更さらでもあった。

「ご慧けい眼がん、お見み逸それしました。自分は折おり畳たたみナイフや十手じつてを得物とする護身術を嗜たしなんでおります」

　侍さぶ郎ろうの鯱しやちほこ張ばった返答を聞いて、エリカが居い心ごこ地ち悪わるそうに頭を搔かく。

「堅かた苦くるしいなぁ……そんな堅かた苦くるしい喋しやべり方じゃ、聞いてる方の肩かたが凝こっちゃうよ」

「は、その……、すみません」

「あたし相手に、硬かたくならなくて良いから。無理に『自分』とか使わず、『俺おれ』で良いのよ？　いつもはそう言ってるんでしょ」

「そんなことまで分かるんですか……」

　これは侍さぶ郎ろうの過大評価で、「いつもは」云うん々ぬんはエリカの当てずっぽうだ。だがエリカは侍さぶ郎ろうの思おもい込こみをわざわざ訂てい正せいしなかった。

「それに君、自分の技わざを護身術って言ってたけど……、そうは見えないわね。護身は護身でも、護まもるのは自分以外。主人を護まもる盾たてになる為ための暗器術。違ちがう？」

　面めん倒どう臭くさかったというより、この質問が本命だったからだ。

「そんなことまで分かるんですか……？」

　侍さぶ郎ろうが同じセリフを異なる口調で紡つむぎ出す。前さきのセリフは単なる驚おどろきを表したものだが、今度の言葉は「信じられない」という驚きよう愕がくを伴ともなっていた。

　一方、侍さぶ郎ろうの度ど肝ぎもを抜ぬいたエリカは、彼かれの答えに一いつ瞬しゆん顔を顰しかめたが、すぐにどうでも良いいというような表情を作った。

「まあ、実家でも似たような技わざを教えているからね」

　その一言を聞いて、侍さぶ郎ろうの目に光が点ともる。それは「炎ほのおが燃え上がる」と表現した方が相ふ応さわしく思える程ほど、強い光だった。

「千ち葉ば先せん輩ぱい。いきなり厚かましいとは思いますが、一手御ご指し南なんいただけませんでしょうか」

　強い渇かつ望ぼう、いや、強さへの渇かつ望ぼうを侍さぶ郎ろうの瞳ひとみから読み取って、エリカはベンチの背もたれから身体を起こした。

　それだけで背筋がピンと伸のびて、凜りんとした空気が醸かもし出だされる。

　その急激な変化に、侍さぶ郎ろうは目を見張った。

「あたしに何を教えて欲ほしいの？」

　不ふ意い討うちでもつれていた舌はとうに解ほどけている。侍さぶ郎ろうの発声を妨さまたげているのは、緊きん張ちようによる喉のどの渇かわきだ。カラカラに干ひからびた喉のどを、唾つばを飲のみ込こむことで何とか潤うるおし、侍さぶ郎ろうは気力を振ふり絞しぼってエリカの問いに答える。

「──強くなる術すべです」

「何な故ぜ、強くなりたいの？」

　喉のどの渇かわきはますます激しくなるばかりだ。侍さぶ郎ろうは咳せき込こみそうになる喉のどに再び生なま唾つばを流し込こみ、掠かすれた声を無理やり絞しぼり出だした。

「俺の手で、あいつを護まもれるようになりたいからです」

「俺おれの手で、か」

　エリカが目を閉じ、シニカルな笑えみを浮うかべた。

「良いいんじゃない、正直で」

　目を開けた彼女かのじよは、ニヤリと楽しそうな笑えみを侍さぶ郎ろうに向ける。

「良いいわ。付き合ってあげる」

　エリカは勢いを付けてベンチから立ち上がると、屋上の出入り口へ足を向けた。

「ついてきなさい」

　エリカの唐とう突とつな行動にまごついている侍さぶ郎ろうへ肩かた越ごしに振ふり向むいて、彼女かのじよは一言、そう言った。




　　　　◇　◇　◇




　エリカが訪おとずれた場所は第二小体育館、通つう称しよう「闘とう技ぎ場」だった。床ゆかは板張りにセッティングされ、剣けん術じゆつ部と剣けん道どう部が合同で稽けい古こしている。

「えーと、いたいた。相あい津づ君！」

　エリカが探していた生徒は、壁かべ際ぎわの隅すみで全体の様子に目を光らせていた。彼女かのじよは一礼して板張りの床ゆかに上あがり込こみ、邪じや魔まにならないよう壁かべに沿ってその男子生徒の方へ歩いていく。侍さぶ郎ろうは同じように一礼して、遠えん慮りよがちにエリカの背中に続いた。

「千ち葉ばさん」

　剣けん術じゆつ部部長・相あい津づ郁いく夫おは顔だけをエリカの方へ向けて目礼する。そしてすぐ、稽けい古この監かん視しに戻もどった。

「少しの間、お邪じや魔まして良い？　稽けい古こ場ばの端はしの方を貸してもらいたいんだけど」

「それは構わないが、できればうちに入部してくれないか。部外者に怪け我がをさせられると、執しつ行こう部ぶや風紀委員会がうるさいんだ。誤ご魔ま化かすのがそろそろ面めん倒どうになってきた」

「誤ご魔ま化かさなくても良いのに」

「千ち葉ばさんはそれで良いいかもしれないが、うちにも面めん子つというものがあってだな……」

「その話はまた今度ね。それに今日は、新入部員を連れてきてあげたんだよ」

　勝手に話を進められて、侍さぶ郎ろうが「えっ？」と声を上げる。

「……本人は納なつ得とくしていないようだぞ」

「えっ、いえ……」

　相あい津づ部長に目を向けられて、侍さぶ郎ろうは軽い狼ろう狽ばい状態に陥おちいった。

「矢や車ぐるま、他に入りたいクラブがあるの？」

　そこへエリカの、押おしが強い一言。

「いえ、しかし、家の仕事が……」

　これは、言い訳ではない。詩しい奈なの護衛役は降ろされたが、三みつ矢や家けの使用人として、余り大きな声では言えない類たぐいの仕事が回ってくる可能性は残っているのだ。

「そこは大だい丈じよう夫ぶだ。矢や車ぐるま君と言ったか。新入生だな？」

「あっ、はい」

「当剣けん術じゆつ部には、君と同じように家の仕事をしている者も多い。ちゃんと届けてくれれば、部活を休んでもうるさいことは言わん」

　しかし部長からこう言われてしまえば、何となく入部しなければならないような気分になってしまう。

「まあ、すぐに決めろともうちに絶対入れとも言うつもりは無い。どうせ千ち葉ばさんが何も説明せずに引っ張ってきたんだろう？　じっくり考えて決めれば良い」

「……ありがとうございます」

　だがどうやら、無む理り強じいされることはないようだ。剣けん術じゆつ部の部長が常識人だったことに、侍さぶ郎ろうは胸を撫なで下おろした。

「相あい津づ君、甘あまい！　甘あまいよ！」

　そこへ、侍さぶ郎ろうの不安を再び煽あおる声が聞こえた。セリフの主ぬしは彼かれの背後。当然エリカではなく、しかもかなり近い。

　気づかぬ内に背中を取られていたと知り、侍さぶ郎ろうは焦あせって振ふり向むいた。そこにいたのは、剣けん道どう着姿の小こ柄がらな少女。侍さぶ郎ろうの慌あわてぶりに「ん？」という感じで小首を傾かしげている。悪意や敵意はまるで感じられない。だから気がつかなかったのかもしれないが、侍さぶ郎ろうはそれを自分が弛たるんでいた所せ為いだと決め付け、奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。

　その女子生徒は突とつ如じよ緊きん張ちよう感をみなぎらせた侍さぶ郎ろうに訝いぶかしげな目を向けたが、すぐに相あい津づ部長へ視線を移した。

「相あい津づ君、せっかくの新入部員をみすみす逃にがしちゃうなんて、部長としての自覚が足りないぞ！」

　あざとい、というより高校生にしては少し幼い口調で、女子生徒が相あい津づに詰つめ寄よる。

「斎さい藤とう、そうは言っても、無む理り強じいはいかんだろう」

　女子生徒──剣けん術じゆつ部副部長兼けん女子部部長・斎さい藤とう弥やよ生いは、「分かってないなぁ」と言いたげに人差し指を一本立てた右手を小刻みに振ふった。

「チッチッチッ、相あい津づ君は分かってないなぁ」

　いや、「言いたげに」ではなく、実際に口にした。しかも擬ぎ音おん付きだ。

「うわっ、うざ……」

「エリカ！　うざいとか言わない！」

　周りにいた部員の心の声を代弁したに違ちがいないエリカのセリフに嚙かみ付ついて、斎さい藤とう弥やよ生いはすぐに目を相あい津づへ戻もどす。

「相あい津づ君、そこは無む理り強じいするんじゃなくてお願いするんだよ！　先せん輩ぱいから熱心に勧かん誘ゆうされたという引け目を作って、そこにつけ込こむんだよ！」

「いや、それ、引け目になるか……？」

「なる！」

　相あい津づの疑問に対し大声でそう断言して、弥やよ生いは身体からだごと侍さぶ郎ろうに振ふり向むいた。

　弥やよ生いがずいっと間合いを詰つめる。

　壁かべが邪じや魔まをして、侍さぶ郎ろうは後退できない。

「そういう訳で新入生君！　ええと……」

「矢や車ぐるま君だ」

　相あい津づがボソリとプロンプターを務める。

「オーケー、矢や車ぐるま君！」

　弥やよ生いが侍さぶ郎ろうの手を取る。

　侍さぶ郎ろうは、自分の右手を包つつみ込こむように摑つかんだ弥やよ生いの両手を、何な故ぜか躱かわせなかった。──多分、展開についていけなくなっているのだ。

　一方、弥やよ生いは侍さぶ郎ろうの手を摑つかんで「おっ？」と嬉うれしそうに目を見開いた。

「矢や車ぐるま君、かなりやるね？　これは是ぜ非ひとも、剣けん術じゆつ部に入部してもらわなきゃ」

　ぐいぐい迫せまってくる弥やよ生いは、正直なところ、侍さぶ郎ろうの手に余った。相手が敵ならば力ちから尽ずくで拘こう束そくを振ふり解ほどき逃にげ出だすことができる。しかし上級生とはいえ女子生徒、しかも悪意がない相手に手て荒あらな真ま似ねは憚はばかられた。

「勧かん誘ゆうは明後日あさつてからの決まりでしょ。ルールは守らなきゃね」

　二人の間に割って入ったのはエリカだった。侍さぶ郎ろうの右手を摑つかんでいる弥やよ生いの両手をエリカが片手で押おし下さげる。それだけで、弥やよ生いと侍さぶ郎ろうの手は簡単に離はなれた。

　何が起こったのは、侍さぶ郎ろうにはよく分からない。だが弥やよ生いには、今の技わざを不思議に思っている様子は無かった。

「エリカ、あんたからルールを守れとか言われると、ちょっぴりむかつく」

「はいはい。これから矢や車ぐるまに稽けい古こを付けるんだから、文句も勧かん誘ゆうもその後にしてくれる？」

　子供のような目で睨にらみつける弥やよ生いを、エリカは適当な態度であしらう。

「稽けい古こって、あんたはテニス部でしょうが！　それに一年生と遊んでる暇ひまがあったら、あたしとの決着を付けなさいよ！」

「相あい津づ部長の許可は取ったわよ」

　弥やよ生いが相あい津づをキッと睨ねめ付つけるが、相あい津づは「何がいかんのだ？」という目で見返している。確かにエリカが剣けん術じゆつ部と剣けん道どう部に出入りするのは、問題にするのも今いま更さらだった。

「それに、遊びじゃないの」

　剣けん術じゆつ部部長と副部長の、目と目の語らいに、エリカが平へい坦たんな口調で割わり込こむ。

　侍さぶ郎ろうはその声に、身み震ぶるいするような寒気を覚えた。

　弥やよ生いは真顔でエリカを見み詰つめ、相あい津づは迷めい惑わくそうに眉まゆを顰ひそめている。

「千ち葉ばさん、入院沙ざ汰たは勘かん弁べんして欲ほしいんだが……」

「救急車に乗るのはあたしの方かもね」

　相あい津づと弥やよ生いだけでなく、彼かれらの会話に聞き耳を立てていた部員たちの目が一いつ斉せいに侍さぶ郎ろうへ向けられた。侍さぶ郎ろうは何だかよく分からないものを断固否定しなければならないような気がして、大急ぎで首を左右に振ふる。

「何してるの、矢や車ぐるま。さっさと支度したくしなさい」

　その間に、エリカは靴くつ下したを脱ぬぎ、裸足はだしになって、端はしの方の少し空あいているスペースへ移動していた。彼女かのじよの手には壁かべに掛かけられていた竹刀しないが握にぎられている。

　侍さぶ郎ろうは慌あわてて目についた竹刀しないを手に取った。通常の竹刀しないの、半分くらいの長さだ。これでも彼かれにとっては長すぎるのだが、相手がエリカとはいえこんな所で本物を出すわけにはいかない。

「矢や車ぐるま、上着を脱ぬがなくても良いの？」

　竹刀しないを手にして自分の正面に立った侍さぶ郎ろうに、エリカからそんな問とい掛かけが飛ぶ。

「俺おれは上着を脱ぬぐと話にならない戦せん闘とうスタイルですので……。千ち葉ば先せん輩ぱいこそ、スカートのままで良いいんですか？」

　侍さぶ郎ろうの答えは心理戦ではなく、本気で訊たずねたものだ。一高の、というより魔ま法ほう科か高こう校こうの女子制服はスカートが膝ひざに纏まとわり付ついて、余り動き易やすいとは言えない。

　しかしこの一言は、余計なお世話だった。

「ふーん……あたしの心配とは、随ずい分ぶん余よ裕ゆうがあるじゃない」

　独り言のようなそのセリフの、「い」の響ひびきが消えるより前に、エリカの姿が消えた。

　いや、侍さぶ郎ろうも目ではその影かげを捉とらえていた。予備動作が読み取れなかった所せ為いで、意識がついていかなかったのだ。

「こっちよ」

　左側からエリカの声が聞こえる。

　侍さぶ郎ろうは慌あわてて竹刀しないを翳かざした。

　侍さぶ郎ろうが構えた竹刀しないに、強きよう烈れつな衝しよう撃げきが走る。

　彼かれは咄とつ嗟さに自分の関節をロックして、衝しよう撃げきをそのままはね返そうとする。

「それは悪あく手しゆ」

　しかし次の瞬しゆん間かん、侍さぶ郎ろうは背中に焼け付くような痛みを覚えて前のめりに倒たおれた。

「技術的には高度なものだと思うけど、それって矢や車ぐるまの戦い方に合ってるの？」

　痛みを堪こらえて侍さぶ郎ろうが振ふり返かえる。

　エリカは竹刀しないを肩かたに担かついで侍さぶ郎ろうを見下ろしていた。

「これで終わり？」

「まだまだ……！」

　背中の痛みは早くも引き始めている。エリカが怪け我がをさせず痛みだけを与あたえるように打ったのだろう、と侍さぶ郎ろうは思った。三みつ矢や家けの訓練所でも、似たような経験をしたことがある。

　これが真しん剣けん勝負なら、自分はさっきの一いち撃げきで最低でも戦せん闘とう不能。高い確率で死んでいた。

　しかし、と侍さぶ郎ろうは思う。

　──今この場における、自分の得物は竹刀しない、相手の得物も竹刀しない。

　──「もしも真しん剣けん勝負だったら」などいう仮定は無意味だ。

　──自分はまだ戦える。その事実だけで十分だ！

　侍さぶ郎ろうは真まっ直すぐ立ち上がるのではなく、蹲うずくまった体勢から直接エリカに飛とび掛かかった。

「跳ちよう躍やく!?」

「いや！」

　何い時つの間まにか出来上がっていた見物の輪の中から上がった声を補足するなら、「跳ちよう躍やく魔ま法ほうか!?」「いや、魔ま法ほうが発動した気配は無かった！」である。しかもこの二人は問答をしたのではなく、ほぼ同時にそれを口にしていた。このように偶ぐう然ぜん会話らしきものが成立したのは、心の中で同じ問とい掛かけと回答を思おもい浮うかべていたからだ。彼かれら、彼女かのじよたち剣けん術じゆつ部の部員たちには「魔ま法ほうは使われなかった」と分ぶん析せきする目が備わっていた。

　上級生が見み抜ぬいたとおり、魔ま法ほうとは別種類の身体能力強化術を使い、侍さぶ郎ろうはエリカに向かい跳ちよう躍やくしていた。上から襲おそい掛かかるのではなく、床ゆかとほぼ水平に跳とんで低い体勢から足を狙ねらう。

　剣けん道どうでも古流剣けん術じゆつでも余り攻こう撃げきを受けることがない部位への奇き襲しゆう。

　だがエリカはそれを、あっさり打ち落とした。文字どおりに。

　短い竹刀しないごと、侍さぶ郎ろうが床ゆかに叩たたきつけられる。エリカの打うち込こみには、あの華きや奢しやな身体の何ど処こにそんな力があるのかと思わせる威い力りよくがあった。エリカの竹刀しないは、侍さぶ郎ろうの身体には当たっていない。体を開いて跳ちよう躍やくのコースから外れ、胴どうを狙ねらってきた短い竹刀しないを上から叩たたき落おとしただけだ。

　それだけで、衝しよう撃げきは腕うでだけでなく、侍さぶ郎ろうの胸の辺りにまで広がった。床ゆかにダイブした侍さぶ郎ろうが竹刀しないを手放さなかったのは意地によるものでしかない。とにかく、直接打たれたダメージは無いのだ。侍さぶ郎ろうは戦いを続けるべく、すぐに起き上がろうとした。

　だが彼かれが顔を上げた直後、その横に竹刀しないが突つき立たった。床ゆかを鳴らす音は小さい。しかし、その意味は明白だった。

「……参りました」

　侍さぶ郎ろうは起き上がろうとした動作を中断し、顔を床ゆかに向けたまま自らの敗北を告げた。

　エリカの竹刀しないが引かれる。

　侍さぶ郎ろうは起き上がり、エリカに向かって一礼した。

「身体を使う技術は中々」

　その頭上に、エリカの声が降ってくる。

「でも戦い方がなってない」

　侍さぶ郎ろうが顔を上げてエリカと視線を合わせた。

　厳しい言葉だ。だが侍さぶ郎ろうの心には拒きよ絶ぜつも反発も無かった。彼かれの方から教えを請こうたのだし、自分より強い相手からアドバイスをもらえる機会は貴重なものだと分かっていた。──真しん剣けん勝負ならば、自分より強い相手と立ち合った時、命がある保証は無いのだから。

「矢や車ぐるま、これは稽けい古こよ。あんたはそこも分かっていない」

　エリカの言こと葉ば遣づかいが「君」から「あんた」に変化した。侍さぶ郎ろうは、こちらの方がしっくりくると感じた。

「常に真しん剣けん勝負を意識するのは確かに大事。でも、負けてもいい時と絶対に負けられない時は、区別しなけりゃならない」

「……俺おれは、勝ちを焦あせっていましたか？」

「勝負を焦あせっていたわね」

　何を言われているか分からない程ほど、侍さぶ郎ろうは鈍にぶくなかった。今の奇き襲しゆうは、一いちか八ばちかのもの。自分より実力に勝まさる敵を相手にして、自らの命をチップに活路を求める類たぐいの攻こう撃げきだ。言われてみれば、負けて強くなる稽けい古こで使う種類の技わざではない。

「仮に真しん剣けん勝負だったとしても、今の攻こう撃げきは落第点ね。自分の身体能力がまるで活いかせてない」

「……すみません」

「あたしに謝あやまることじゃないけど」

　確かにそうなのだが、侍さぶ郎ろうは何となく謝罪しなければならない気分になっていた。

　出直そう、と侍さぶ郎ろうは思った。正直なところ、今の立ち合いで得られたものは、ほとんど無かった。ただ自分の弱さを認にん識しきさせられただけだ。しかしあんな情けないレベルを曝さらした後にもう一度「強くなる為ための術すべを教えて欲ほしい」と頼たのめる程ほど、彼かれは厚かましくなれなかった。

「でもまあ、素材としては面おも白しろそうね」

「えっ？」

　失礼しました、と頭を下げようとした機先を制して告げられた言葉の意味を、侍さぶ郎ろうは理解できなかった。

「矢や車ぐるま、あんた、何か隠かくしている力があるでしょう？　その隠かくし球次し第だいでは……うん、強くなれるかもね」

　そんなことはない、という否定の言葉が、危あやうく口から漏もれ掛かけた。侍さぶ郎ろうには確かに普ふ通つうの魔ま法ほう師しには使えない技わざがある。しかしそれは、本当にお粗そ末まつな威い力りよくしかない、奇き襲しゆうか暗殺くらいにしか使えない代しろ物ものだ。彼かれが必要としている、護まもる為ための力にはならない。だから彼かれはその力に見切りを付け、体術を磨みがいてきたのだ。

「強くなりたいんでしょ？」

　しかしエリカの、心の急所を的確に穿うがつ言葉には抗あらがえなかった。「向いていないから」などという強がりは、甘あまく絡からみつく誘ゆう惑わくの一言に溶とけて失うせた。

「相あい津づ君、矢や車ぐるまに稽けい古こを付けてやってくれない？　あたしも時々様子を見に来るからさ」

「入部するなら面めん倒どうを見るのは部長として当然だが……千ち葉ばさんが誰だれかに目を掛かけるなんて珍めずらしいな」

「気まぐれ……いや、ちょっとした心境の変化かな。一ひと泡あわ吹ふかせてやりたい相手がいるんだよね」

「その相手とやらも災難だな」

　新入生を鍛きたえることがどうして誰だれとも分からぬ相手に一ひと泡あわ吹ふかせることになるのか相あい津づには理解できなかったが、彼かれは取とり敢あえず「エリカだから」で納なつ得とくすることにした。

「矢や車ぐるま君」

　そして話についていけない様子の侍さぶ郎ろうに、気の毒そうな目を向け、声を掛かける。

「当校では、新入部員の勧かん誘ゆうは明後日あさつてから一週間ということになっている。だが自主的に入部を希望する者に対しては、このルールは適用されない。君が剣けん術じゆつ部に入りたいというなら、今日からでも歓かん迎げいするが」

「少し……家の者と相談させてください」

　侍さぶ郎ろうはこの言い訳で即そく答とうを避さけた。屋上でエリカと偶ぐう然ぜん会うまで、こういうことになるとは予想もしていなかったのだ。誰だれかに相談する以前に、自分で考える時間が欲ほしかった。

「じゃあ、今日は仮入部ということで」

　しかしエリカは、侍さぶ郎ろうの迷いなどお構い無しだった。

「相あい津づ君に少し揉もんでもらいなさい。今の矢や車ぐるまには、あたしと稽けい古こするよりきっと、得るものが多いと思うから」

　それにこう言われては、侍さぶ郎ろうに抗あらがうことはできない。

「じゃ、あたしはこれで」

「こら待てエリカ！　あたしとの勝負はどうなった！」

「また今度」

　エリカは既すでに弥やよ生いに背中を向けていた。

「今度って言ったな!?　ようし、絶対だぞ！」

　エリカは振ふり返かえらずにヒラヒラと手を振ふって、小体育館を後にした。
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　エリカは余り自覚していないが、彼女かのじよは一高で二、三位を争う美少女である。──「一、二位を争う」でないのは、別格が一人いるからだ。

　当然彼女かのじよの動向は、主に男子生徒から注目を受けている。エリカが新入生の男子に唾を付けたという噂うわさは、放課後の内に一高内を駆かけ巡めぐった。

「お兄様。エリカのこと、お聞きになりましたか？」

　司し波ば家けの夜の食しよく卓たくでも、そのことが話題になっていた。

「ああ。エリカが第二小体育館で矢や車ぐるま君に稽けい古こを付けたという話だろう？　剣けん術じゆつ部部長の相あい津づから『勧かん誘ゆうではない』という釈しやく明めい書が上がっていた」

「もう、ですか？　几き帳ちよう面めんな相あい津づ君らしいですね」

　相あい津づ郁いく夫おは得意魔ま法ほうに癖くせがある所せ為いで九校戦の選手にこそ選ばれていないが、剣けん術じゆつでは常に大会上位の成績を収めている有名選手だ。二人とも当然面識があるし、達たつ也やはエリカを通じてある程度話をする間あいだ柄がらにもなっている。

「そうだな。副部長がもう少し助けてやれば、あいつも楽になるんだろうが……」

　達たつ也やが同情を込こめて呟つぶやき、それを聞いた深み雪ゆきがクスリと笑えみを漏もらした。生徒会役員である二人は、斎さい藤とう弥やよ生いのことも知っている。達たつ也やと深み雪ゆきには余り接点がないが、自治委員会常連の問題児だからだ。風紀委員会の取とり締しまり対象となるような悪質な校則違い反はんは犯おかさないから、まだ救いはあるが。

「それにしても、エリカが特定の相手を気に掛かけるのは珍めずらしいですね」

　確かにそうだが、浮うわついた興味ではないだろうというのが、達たつ也やの考えだった。

「矢や車ぐるま君に何か特とく殊しゆな才能を感じたのかもしれないな」

「特とく殊しゆな才能ですか……。お兄様はどうご覧になりましたか？」

　昨日、侍さぶ郎ろうを魔ま法ほうの不正使用で捕つかまえたのは達たつ也やだ。彼かれに傑けつ出しゆつした才能があればその時に気づいたはず、と深み雪ゆきが考えたのは、達たつ也やの「眼め」を知っていればそれ程ほどおかしなことではない。

「確かに良く鍛きたえられてはいたが、念動力者という点を除けば特に珍めずらしい才能を持っているようには視えなかったな」

「矢や車ぐるま君は念動力者なのですか？」

「ああ。魔ま法ほう演えん算ざん領りよう域いきの一部が直接制せい御ぎよ型の移動系魔ま法ほうに占せん有ゆうされている。あれでは他の魔ま法ほうを使うのに苦労するだろう。同じハンデを抱かかえる者として、同情を禁じ得ない」

「……占せん有ゆうされているのは一部なのでしょう？」

「そう視みえた」

「……領域の全てを占せん有ゆうされているお兄様に比べれば、大した苦労ではありませんよ」

　深み雪ゆきはそう言うが、たとえ一部であろうと、能力を制限される不自由さに変わりはない。

「そうだな」

　だが気き遣づかわしげな目を自分に向ける深み雪ゆきを宥なだめる為ため、達たつ也やは余計なことを言わずに頷うなずいた。

「それでは一体、千ち葉ば先せん輩ぱいは矢や車ぐるま君に何を見みい出だしたのでしょう？」

　水み波なみが珍めずらしく二人の会話に口を挿はさんだのも、達たつ也やの欠陥から深み雪ゆきの意識を逸そらす為ために違ちがいない。

「体術と上う手まく組み合わせることができれば、念動力は大きな武器になる。近接格かく闘とう戦で見えない手が一本増えるようなものだからな」

　深み雪ゆきは余りピンと来なかったようだが、四よつ葉ば本家の格かく闘とう戦訓練で苦労した水み波なみは「手が一本増える」と言われて大きく頷うなずいた。

「エリカが矢や車ぐるま君の念動力を明確に意識しているかどうかは分からない。だがエリカのことだ。直感的には気づいているに違ちがいない。矢や車ぐるま君には何かがある、そう感じて鍛きたえてみる気になったんじゃないか」

　今度は深み雪ゆきもしっかり頷うなずいていた。「直感的に」というのは、如い何かにもエリカにありそうなことだと深み雪ゆきも感じていた。

　その時、まるで彼かれらの話が一段落するのを待っていたようなタイミングでチャイムが鳴った。来客を告げるものではない。電話やメールの着信を通知するものでもない。荷物の到とう着ちやくを知らせるチャイムだ。

「見て参ります」

　深み雪ゆきが制止する前に、水み波なみが席を立つ。達たつ也やと深み雪ゆきの二人は何となく食事の手を止めて、水み波なみが戻もどってくるのを待った。

「……お手紙でした。宛あて先さきは達たつ也やさまと深み雪ゆきさまのお二ふた方かた宛あてです」

　電子ネットワークが進歩すれば、手紙は駆く逐ちくされてしまう。そう予想した有識者も多かったが、現在のところ、その予測は外れている。電子ネットワークと同様、あるいはそれ以上に物流ネットワークが発達した為ため、郵便物も国内ならば二十四時間以内に届く体制になっていた。高度に自動化されたことで人件費も昔程ほど掛かからない。速さ的にもコスト的にも、十分実用に堪たえるレベルをキープしている。

　郵便は今も、主に儀ぎ礼れい的な側面から、現げん役えきのサービスとして生き残っていた。

「差出人は？」

　達たつ也やからそう訊たずねられて、水み波なみは手に持っていた封ふう筒とうをひっくり返した。それまで礼れい儀ぎ正ただしく、宛あて名なしか見ないようにしていたのだ。

「十じゆう文もん字じ様からです」

「十じゆう文もん字じ先せん輩ぱいから……？」

　疑問の声を上げたのは深み雪ゆきだ。その声に誘ゆう導どうされて水み波なみは深み雪ゆきに封ふう筒とうを渡わたそうとしたが、深み雪ゆきは目でそれを制した。達たつ也やに渡わたしなさい、ということだ。

　水み波なみは不満そうな態度など微み塵じんも見せず、封ふう筒とうとペーパーナイフを達たつ也やに渡わたした。

　まだ食事中だ。ここで開かい封ふうすべきかどうか、達たつ也やは少し迷った。だが深み雪ゆきと水み波なみが内容を早く知りたそうにしていたので、達たつ也やはペーパーナイフを封ふう緘かん部に滑すべり込こませた。

「反魔ま法ほう主義運動対策の会議に俺おれか深み雪ゆきを招待したいそうだ」

　文面は余り長くなかった。短時間で読み終えて、達たつ也やは内容をそう纏まとめた。

「反魔ま法ほう主義対策の会議に、わたしたちをですか？　叔お母ば様ではなく？」

　深み雪ゆきが呈ていした疑問は、当然のものと言えるだろう。

「二十八家の若手を集める会議らしい。将来的にはナンバーズ以外にも対象を広げて、日本魔ま法ほう協会の青年部会みたいなものを作りたいようだ」

「……十じゆう文もん字じ先せん輩ぱいがそう仰おつしやっているのですか？　いえ、失礼かとは存じますが、そのようなことを画策されるのはあの十じゆう文もん字じ先せん輩ぱいらしくないような」

　達たつ也やが苦笑いを浮うかべたのは、深み雪ゆきが使った「画策」という表現がおかしかったからだ。彼女かのじよも随ずい分ぶん、陰いん謀ぼうと謀ぼう略りやくの世界に毒されているらしい。

「別に悪事を企たくらんでいると決まったわけではない。純じゆん粋すいに、意見交こう換かんの場を作りたいのかもしれない」

　画策とは普ふ通つう、好ましくない謀ぼう略りやくに使う言葉だ。それを遠回しに指し摘てきされて、深み雪ゆきは恥はずかしげに頰ほおを赤らめた。

「そうですね……。先せん輩ぱいは次の世代を担になう魔ま法ほう師しのコミュニティを作ろうとされているのかもしれません……」

「とはいえ、今回はおそらく、十じゆう文もん字じ先せん輩ぱいが画策されたことではないだろうがな」

「もう……」

　お兄様ったら、と羞はじらい全開にじゃれつこうとして、深み雪ゆきの舌はピタリと止まった。達たつ也やの発言の意味が時間差で意識に浸しん透とうしたのである。

「……十じゆう文もん字じ先せん輩ぱいが考えられたことではないと？」

「お前の言うとおりだよ、深み雪ゆき。今回の提案は、先せん輩ぱいらしくない」

　達たつ也やが選んだ言葉はソフトなものだが、口調は確信的だった。

「では、誰だれが……」

「七さえ草ぐさ家けが考えそうなことだが、弘こう一いち氏の発想にしては捻ひねりが無いように感じる」

　相手が目の前にいないからではあろうが、自分の父親と同じ年代の七さえ草ぐさ家け当主に対して、達たつ也やは遠えん慮りよが無かった。

「まあ、所しよ詮せんは勝手な想像だ。答え合わせができないのに、あれこれ考えても仕方が無い」

　達たつ也やは手紙──招待状を深み雪ゆきに差し出した。「読むか？」という意味だ。

　深み雪ゆきは軽く、首を左右に振ふった。

「それでお兄様、如いか何がなさいますか？」

　手紙に何が書かれていようと、結局のところ、深み雪ゆきにとって意味があるのは「達たつ也やがどうするか」だけなのだ。

「俺おれが出席しよう」

　達たつ也やの答えに、迷いは無かった。

「お一人で、ですか？」

「深み雪ゆきは出ない方が良いい」

　その理由を、達たつ也やは説明しなかった。

「分かりました」

　深み雪ゆきも、説明を求めない。

　むしろ、水み波なみの方が説明を聞きたそうな顔をしている。

「会議は来週の日曜日、九時からだ。場所は横よこ浜はまの魔ま法ほう協会関東支部。当日、深み雪ゆきは家にいてくれ。水み波なみは深み雪ゆきの護衛だ。頼たのんだぞ」

「かしこまりました」

　それでも、達たつ也やの命令に異を唱となえはしない。深み雪ゆきと水み波なみは、異い口く同どう音おんに頷うなずいた。
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　克かつ人とからの招待状が届いたのは、言う迄までもなく司し波ば家けだけではない。封ふう筒とうという物が移動する以上、到とう達たつには当然早い遅おそいがあるが、東京の三みつ矢や家けは達たつ也やが手にしたのとほぼ同時に克かつ人とからの手紙を受け取っていた。

　もっとも上に六人も姉と兄がいる詩しい奈なには、余り関係の無いことだ。二十八家の公的な交流に詩しい奈なが駆かり出だされることは滅めつ多たに無い。今回も対応を慌あわてて相談しているのは一番上の姉と三人の兄で、詩しい奈なは話し合いの輪に入れてもらえなかった。

　詩しい奈なは兄弟姉妹しまいの間で一人だけ年が離はなれている。一番年ねん齢れいが近い三つ子の兄と姉も、彼女かのじよの八つ年上だ。こういう時にみそっかす扱あつかいされるのは慣れている。今回はあぶれているのが自分だけではないので、疎そ外がい感は小さかった。

　夕食が終わって、しばらく自室で自由な時間を満まん喫きつしていた──だらだらしていた、とも言う──詩しい奈なは、魔ま法ほうの練習をしようと思い立った。

　三みつ矢や家けの屋や敷しきと、現在も稼か働どう中の第三研は地理的に少し離はなれている。といっても車で十分ちょっとの距きよ離りなのだが、もう時間も遅おそいので、詩しい奈なは第三研に出で掛かけるのではなく屋や敷しきの練習場へ向かった。

　現げん役えき稼か働どう中の第三研──魔ま法ほう師し開発第三研究所を三み日か月づき家けと共に取り仕切っている三みつ矢や家けは、屋や敷しきの中にも最新式の魔ま法ほう訓練設備を備えている。実験設備こそないものの、訓練器具の充じゆう実じつぶりは魔ま法ほう科か高こう校こうにも劣おとらない。

　言う迄までも無いことだが、屋や敷しき内の訓練場は屋や敷しきに住んでいる人間しか使わない。かつ、三みつ矢や家けの家族優先だ。使用人は遠えん慮りよして、わざわざ第三研まで出で掛かけて訓練する者が多い。その結果、誰だれも訓練場を使っていない時間が結構ある。誰だれもいない場内を見て、こんな立派な設備を遊ばせておくのはもったいない、と詩しい奈なはしばしば思うのだが、今夜は先客がいた。

　侍さぶ郎ろうが格かく闘とう技ぎ用マットの上を転げ回っていた。

「……侍さぶ郎ろうくん、何してるの？」

　詩しい奈なの声に、マットから起き上がった侍さぶ郎ろうが動きを止める。

「見りゃ、分かる、だろ」

　しかし彼かれは詩しい奈なの顔をチラリと見ただけで、すぐに（詩しい奈なにとっては）不可解な運動を再開した。

　マットを蹴けって跳とび上あがり、背中から落ちる。

　すぐに起き上がり、今度は空中で前に一回転半して腹から落下する。

　落ちるたびに呻うめき声を上げているから、痛みは感じているはずだ。

「……全然分からないんだけど」

　詩しい奈なはすぐに白旗を揚あげた。彼女かのじよは幼おさな馴な染じみの奇き行こうについていけず、考えることを放ほう棄きしていた。

　侍さぶ郎ろうはマットの上で身体を起こし、足を投げ出した状態で座すわって、詩しい奈なの顔を見上げた。

「投げられる練習だよ。詩しい奈なも合あい気き道どうやってたから分かるはずじゃないか」

「そんな小学生の時のことを言われても……」

　詩しい奈なが合あい気き道どうをやっていたのは、耳を塞ふさがなくても何とか我が慢まんできていた十歳さいの頃ころまでだ。頭にイヤーマフを着けた状態で格かく闘とう技ぎはできない。

「それに侍さぶ郎ろうくん、受け身を取っていなかったじゃない」

　仮に経験が全く無くても、兄や侍さぶ郎ろうが鍛たん錬れんしているところをずっと見てきたから、そのくらいのことは分かる。

　詩しい奈なの指し摘てきを、侍さぶ郎ろうは否定しなかった。

「いつも受け身を取らせてもらえるとは限らないからな。怪け我がをする心配がないマットの上で、ダメージを少なくする投げられ方を研究しているんだ」

「何でいきなりこんなことを始めたの？」

　詩しい奈なが呆あきれ声で問うと、侍さぶ郎ろうはいきなり、口く惜やしそうな表情を浮うかべた。

「今日、剣けん術じゆつ部の相あい津づ部長に稽けい古こを付けてもらったんだけど……」

　口く惜やしそうでいながら、侍さぶ郎ろうは何だか楽しそうだと詩しい奈なは感じた。

「散々床ゆかに叩たたきつけられて、反はん撃げきどころじゃなかった。屋外では殴なぐられたり蹴けられたりするより、投げられる方がダメージが大きいというのは教官からも散々言われてきたけど、今日はそれを改めて実感した」

「剣けん術じゆつだよね……？」

　詩しい奈なが不思議そうな声で呟つぶやく。「剣けん術じゆつ部なのに投げられたのか？」と疑問に思ったのである。普ふ通つうはそう考えるだろうということは侍さぶ郎ろうも理解していたので、答えに戸と惑まどいは無かった。

「剣けんを使った戦せん闘とう術の中でも、居合術には柔じゆう術じゆつ由来の技わざが上級者向けに比ひ較かく的てき多く含ふくまれているそうだ。紀き州しゆう徳とく川がわ藩はんの御ご流りゆう儀ぎの一つ『関せき口ぐち新し心ん流』は柔じゆう術じゆつ、剣けん術じゆつ、居合術を併あわせた流派だっていうし、それを考えれば剣けん術じゆつ部の部員が投げ技わざを使ってもおかしくない。特に相あい津づ部長は居合術が得意みたいだから」

　侍さぶ郎ろうが熱心に解説したのは詩しい奈なの為ためだ。だが残念ながら、詩しい奈なは余り興味を持てなかった。彼女かのじよの本音を言えば「剣けん術じゆつ部の部員が投げ技わざを使ってもおかしくない」という結論だけで十分だった。

　詩しい奈なは侍さぶ郎ろうの話を聞きながら、頭では別のことを考えていた。

「侍さぶ郎ろうくん」

　侍さぶ郎ろうの説明が終わったところで、詩しい奈なが何か訊ききたげに彼かれの名前を呼ぶ。

「詩しい奈な、どうしたんだ？」

　だが、肝かん腎じんの質問が中々口にされない。何やらモジモジしている詩しい奈なに、侍さぶ郎ろうが訝いぶかしげな目を向けるのは自然な流れだった。

「言い難にくいことなのか？　俺おれに遠えん慮りよなんか要いらないんだぞ」

　侍さぶ郎ろうに力づけられて、詩しい奈なは意を決した表情で口を開いた。

「千ち葉ば先せん輩ぱいをナンパして小体育館で部活デートしたって、本当？」

「……は？」

　侍さぶ郎ろうにとっては、床ゆかに直接座すわっていたことが幸いしたかもしれない。もし椅い子すに座すわっていたら、滑すべり落おちていたかもしれなかった。

「いやいや、待て待て！　そんなデマ、どっから聞いた。詩しい奈なって今日の放課後は、ずっと生徒会室にいたんじゃなかったか？」

「うん……」

　詩しい奈なはコクンと頷うなずいて、

「香か澄すみさんと泉いず美みさんが噂うわさしてた」

　犯人をあっさり打ち明けてくれた。

「……あの性しよう悪わる小こ悪あく魔まども」

　詩しい奈なを介かいして、侍さぶ郎ろうも七さえ草ぐさ家けの双ふた子ごとは面識がある。二人の瓜うり二ふたつな顔に浮うかぶそっくりな笑えみを思おもい浮うかべて、侍さぶ郎ろうは頭を抱かかえた。

「侍さぶ郎ろうくん、泉いず美みさんたちのことをそんな風に言っちゃ駄だ目めだよ。仮にも先せん輩ぱいだよ？」

　本当は「詩しい奈な、お前はあの二人に騙だまされているんだ！」と声を大にして、侍さぶ郎ろうは言いたかった。だがそんなことを口にできるはずがない。実の姉、兄とは年が大きく離はなれている詩しい奈なが、一つ違ちがいの香か澄すみと泉いず美みを姉のように慕したっていることは、彼かれも良く知っていた。

「……とにかく、その話はでたらめだ」

　その代わり、侍さぶ郎ろうは呼吸を落ち着けて、どうしても訂てい正せいしておかなければならないことだけを告げることにした。

　しかしそれは、残念ながら詩しい奈なにとって納なつ得とくできる答えではなかった。

「でも、第二小体育館でお稽けい古こしたんでしょう？」

「……ありゃ『お稽けい古こ』じゃなくて手合わせだ。さっきも言ったように、稽けい古こを付けてもらったのは部長の相あい津づ先せん輩ぱいからだ」

　弁解する侍さぶ郎ろうは、詩しい奈なから目を逸そらしている。怪あやしんでくださいと言わんばかりの態度だ。これでは幾いくら本当のことを告げても、説得力は生まれないだろう。

「千ち葉ば先せん輩ぱいと一いつ緒しよだったのは事実なんだよね？」

「……そうだ」

「小体育館に来たのも一いつ緒しよだったって聞いているけど」

「……それも事実だ。だが断じてデートじゃないぞ！」

　目を逸そらしていることの愚おろかさに気づいたのか、侍さぶ郎ろうは詩しい奈なに目を向け視線を合わせて、強い口調で悪質なデマを否定した。

　詩しい奈なは寂さびしげな、ちょっと無理をしている感じの笑えみを浮うかべた。

「えっと、誤解しないで。侍さぶ郎ろうくんが千ち葉ば先せん輩ぱいとお付き合いすることに反対しているわけじゃないのよ。それは、いきなりすぎるとは思うけど、ちゃんと手順を踏ふめば二年くらいの差なんて大した問題じゃないと思うし」

「だ〜か〜ら〜、誤解しているのは詩しい奈なの方なんだって……」

　侍さぶ郎ろうはマットに寝ね転ころがって不ふ貞て寝ねをしたい脱だつ力りよく感に囚とらわれていた。

　だが、ここで諦あきらめては取り返しがつかないことになる。一体何が「取り返しがつかない」のか自覚してはいなかったが、彼かれはその思いで何とか踏ふん張ばっていた。

　侍さぶ郎ろうは気力を振ふり絞しぼって詩しい奈なの瞳ひとみをじっとのぞき込こんだ。

　すると今度は、詩しい奈なの方がそわそわと目を泳がせ始める。

「……じゃあ、どうして千ち葉ば先せん輩ぱいと小体育館へ行くなんてことになったの？　侍さぶ郎ろうくん、千ち葉ば先せん輩ぱいとは全然接点が無かったよね？」

　しかしこの反問に、侍さぶ郎ろうは不覚にも動どう揺ようしてしまった。

「それは……屋上で、偶ぐう然ぜん会って……」

「偶ぐう然ぜん会っただけで稽けい古こしようって誘さそわれたの？」

「いや、それは……」

　恋こい人びとに浮うわ気きの言い訳をしている少年の図。そうなっていることを、侍さぶ郎ろうばかりか詩しい奈なも気づいていない。

「何だか、噂うわさに聞いている千ち葉ば先せん輩ぱいのキャラと違ちがうんだけど」

　エリカ自身は知らない──というより気にしていないが、横よこ浜はま事変以降「千ち葉ばエリカ」の名は千ち葉ば家けの外にも広がっている。機械化部隊を巨きよ大だいな刀で文字どおり叩たたき潰つぶしたエリカの武勇は「千ち葉ば家けの娘むすめ」という看板と相あい俟まって、事変の詳しよう細さいを知り得る国防関係者、治安関係者の幹部層に高く評価されていた。

　ところが千ち葉ば家けは、当主の丈じよう一いち郎ろうを含ふくめてエリカの名を売ることに消極的、むしろ彼女かのじよのことを隠かくそうとする節ふしも見られる。その為ため、エリカのことを「千ち葉ば家けの秘密兵器」「千ち葉ばの幻まぼろし剣けん姫き」などと、半ば面おも白しろ半はん分ぶんで噂うわさする者も多いという状じよう況きようになっていた。

　「横よこ浜はま事変の詳しよう細さいを知り得る者」には十じゆつ師し族ぞくも含ふくまれる。末すえ娘むすめに甘あまい──これは何ど処この父親でも同じかもしれない──三みつ矢や元げんは、一高に入学する娘むすめへ予備知識の一いつ環かんとしてエリカのことも教えていた。その話を侍さぶ郎ろうも一いつ緒しよに聞いていたのは、頼たよりなく見える詩しい奈なのフォローを期待してのことに違ちがいない。実際には、詩しい奈なが侍さぶ郎ろうをフォローすることの方が多いのだが。

　詩しい奈なの情報ソースは父親ばかりではない。香か澄すみと泉いず美みだけでなく、真ま由ゆ美みからも話を聞く機会はある。妹の友人として、詩しい奈なは真ま由ゆ美みにも可愛かわいがられている。

　十じゆつ師し族ぞくだけでなく百ひやつ家けの中にも親しく交流している相手がいる。社交界という程ほど格式張ったものではないが、ナンバーズ女子のお喋しやべりネットワークで詩しい奈なは父親に聞いた以上のデータを仕入れている。

　詩しい奈なが聞いているエリカの為人ひととなりは、自分から下級生に手を差さし伸のべるタイプではない。素っ気ないふりをして、頼たよられれば結局断れないというタイプだ。

「……俺おれの方からお願いした」

　侍さぶ郎ろうの答えに、詩しい奈なが「やっぱり……」という冷たい眼まな差ざしを向ける。

「だけどナンパじゃないぞ！　純じゆん粋すいに、あの人の腕うでを見み込こんで指導をお願いしたんだ！」

「でも、千ち葉ば先せん輩ぱいって美人だよね」

「いや、確かにそうかもしれないけど！　それとこれとは話が別だ！」

「ふーん……」

　侍さぶ郎ろうはかなり必死な顔で言い訳を続けたが、詩しい奈なの視線は冷えたままだった。
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　三年生に進級しても、達たつ也やは毎朝可能な限り八や雲くもの寺に通っている。高こう校こうに入学したばかりの頃ころは全戦全敗だった組み手も、今では勝率五割になっていた。

　だからといって、達たつ也やは自分の実力が八や雲くもに並んだとは考えていない。元々達たつ也やと八や雲くもでは得意とするものが異なるが、情報収集や潜せん入にゆう工作や対人戦せん闘とうといった日常的に役に立つ分野では、自分の実力は八や雲くもに遠く及およばないと達たつ也やは自覚している。

　比べる対象を一対一の戦せん闘とうに限ってみても、達たつ也やが八や雲くもと対等に遣やり合あえるのはお互たがいの姿が見える状態から「用意、始め」で戦いが始まる場合だけだ。殺し合いならば最終的には達たつ也やが勝つだろうが、それまでに多くのものを失うことになるだろう。ただ相手を殺すだけの勝利に意味は無い。

　とはいえ、そういう戦たたかう意味を奪うばい去さってしまう類たぐいの技術が伝授されることを期待して、達たつ也やは八や雲くもの許もとに通っているのではなかった。達たつ也やは八や雲くもの弟で子しではなく、鍛たん錬れんの相手だ。これまでは達たつ也やの方が弱かったから八や雲くもに鍛きたえてもらっていただけであり、組み手の技量が釣つり合あうようになってようやく、お互たがいに益がある練習相手になったと言える。

　今朝最後の対戦を敗北で締しめくくり、達たつ也やは挨あい拶さつをして帰宅しようとした。

「あ、達たつ也やくん。ちょっと」

　その彼かれを、八や雲くもが呼び止める。

「何でしょうか」

　そう答えた直後、達たつ也やは周りの空気が変化したのを感じた。雰ふん囲い気きが変わったという意味ではない。達たつ也やと八や雲くもを包んで、音を通さない空気の壁かべができていた。

（遮しや音おん結けつ界かい……俺おれが知っている術式とは別のものだな）

　思わず魔ま法ほう式しきを解かい析せきしたくなったが、達たつ也やは自重して八や雲くもの言葉に注意を傾かたむけた。

「十じゆう文もん字じ家けから招待状が届いているだろう？　誰だれが出席するんだい？」

「もう知っているんですか……」

　達たつ也やが招待状を受け取ったのは昨日の夜。まだ半日も経たっていない。もっとも、八や雲くもの情報収集能力の凄すごさは知っているから驚おどろきは無かった。ただ呆あきれるばかりだ。

「僕ぼくは忍しのびだから」

　八や雲くもの得意げな決めゼリフは何の説明にもなっていないのだが、達たつ也やは時間が無む駄だになると分かっている問答に労力を割さかなかった。

「まだ本家の許可を得ていませんので確定ではありませんが、俺おれが一人で出席するつもりです」

「そうだね。その方が良いい」

　達たつ也やの答えを聞いて、八や雲くもは何な故ぜか満足げに頷うなずいた。

「何か不ふ穏おんな動きがあるんですか？」

「直接的な危害を加える類たぐいの企たくらみは、今のところ無いみたいだね」

　どうやら八や雲くもは、既すでに何かを摑つかんでいるらしい。

「間接的な攻こう撃げきを企くわだてている者はいるということですか？」

　正解を教えてもらえないことは分かっていたが、取とり敢あえず達たつ也やは探さぐりを入れてみた。

「攻こう撃げきのつもりは無いんじゃないかな」

「そうですか」

　八や雲くもが何を言おうとしているのか、何となく分かったような気もしたが、達たつ也やは根こん拠きよの無い不確かな推測をそこで中断した。間ま違ちがった先入観を持つリスクを警けい戒かいしたのである。

「危ないことがあるとすれば、会議が終わった後だろうね」

「分かりました。警けい戒かいさせます」

　達たつ也や自身に対してであれば、何が襲おそい掛かかろうと恐おそれる必要は無い。達たつ也やはこの時、深み雪ゆきのガードを強化する為ため、本家から応おう援えんを呼ぶ必要があるかもしれない、と考えていた。

「達たつ也やくん、余り甘あまく考えない方が良いいよ。社会という怪かい物ぶつには牙きばも爪つめも無いけど、人ひ一と人りくらい簡単に喰くい殺せるからね」

　そんな彼かれへ、八や雲くもから突とつ如じよ、警告が浴びせられる。

　達たつ也やは突とつ然ぜん、頭から氷水を打ぶっ掛かけられたような気がした。

「──肝きもに銘めいじます」

　彼かれは八や雲くもの真意が分からぬまま、半ば反射的にこう答えた。
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　四よつ葉ば真ま夜やの朝は、それ程ほど早くない。フレックスタイムと在宅ワークが普ふ及きゆうしたお蔭かげで、サラリーマンでも馬ば鹿かみたいに早起きすることは無くなったが、オフィスワーカーに比べればやはり朝はのんびりしている。

　今朝は少し遅おそめの八時半に起き床しようし、朝食を終えたのはその一時間後。そのタイミングを見計らって、背後に控ひかえていた葉は山やまが恭うやうやしい口調で真ま夜やに話はなし掛かけた。

「奥おく様さま、達たつ也や様よりビデオメールが届いております」

「達たつ也やさんから？　こんなに朝早く？」

　真ま夜やが軽く目を見張って葉は山やまに訊たずねる。

　無論葉は山やまは、「もう決して早くはない」などと非礼な指し摘てきはしない。

「届いたのは昨晩、奥おく様さまがお休みになられた後のことです」

「そんなに急ぎの用件ではないということかしら」

「はい。達たつ也や様は『見ていただくのは翌朝で構わない』と仰おおせでした」

　その答えを聞いて、真ま夜やは逆に興味を持った様子だ。

「分かりました。ここで見せてもらいます」

「かしこまりました」

　葉は山やまが部屋の隅すみに控ひかえていたメイドたちに合図を送る。

　ベテランの給きゆう仕じ係が食器を片付け、比ひ較かく的てき若いメイドが真ま夜やの正面にスクリーンを用意した。

　準備が整い、メイドたちが整列して真ま夜やに腰こしを折る。

　真ま夜やが頷うなずくのを見て、葉は山やまが全員に退出を指示した。

　葉は山やまは自分でこの部屋の全ての扉とびらを施せ錠じようして回り、防音壁へきを下ろすスイッチを入れる。

　そうして彼かれはデコード済みのメッセージを記録したメモリーカードを、スタンドアロンの再生機にセットした。




　ビデオメールは長さが三分もない、簡潔なものだった。

　最後まで見終わって、真ま夜やは「ふふふ」と小さな笑い声を漏もらした。

「こんな些さ細さいなことまで私わたくしの許可を求めてくるなんて、達たつ也やさんも案外可愛かわいらしいこと」

　真ま夜やが同意を求めるように葉は山やまへ目を向ける。

「奥おく様さまにとっては好ましいことかと存じます」

「それはそうね」

　しかし真ま夜やは、葉は山やまの諫かん言げんともとれる言葉にあっさり頷うなずいた。

「でも私わたくしの息子むすこと認めた時点で、達たつ也やさんには大きな自由を与あたえたつもりだったのだけど。伝わっていなかったのかしら」

　真ま夜やが小首を傾かしげている姿は、おそらく誰だれの目から見ても白々しかった。

「四よつ葉ば家けの者として当然の心構えを、達たつ也や様は堅けん持じなさっているのだと私わたくしめは愚ぐ考こうします」

「そういう言い方もあるわね」

　真ま夜やは醒さめた口調で呟つぶやいた。今朝も葉は山やまが自分のジョークに乗ってこなかったので、白けてしまったようだ。

「ところで奥おく様さま。達たつ也や様から申しん請せいがあった件については、如いか何がなさいますか」

「もちろん、許可するわ。達たつ也やさんには私わたくしの息子としての裁量権を与あたえているのだもの」

　真ま夜やはそういう理り屈くつで、克かつ人とが招集する会議への出席を達たつ也やに許した。

「では、私わたくしめよりそのようにお伝え致いたします」

「ああ、それと、今後はこの程度のことならば私わたくしの許可を求める必要は無いと付け加えておいてください」

「かしこまりました」

　達たつ也やを突つき放はなすような真ま夜やのセリフに、葉は山やまは恭うやうやしく腰こしを折って承知の意を伝えた。
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　十じゆう文もん字じ家け当主からの書状が九く島どう家けに届いたのは、達たつ也やがそれを手にした翌日の正午前だった。思おもい掛がけない招待状に兄たちが騒さわいでいるのを、九く島どう光み宣のるはテレビ画面でも見るようにぼんやりと見み詰つめていた。

　今日は平日で、本来ならば学校にいるはずの時間だ。だが光み宣のるは昨日の夜から熱を出していて、今日は学校を休んでいる。第二高校生徒会副会長の光み宣のるは、入学式に関わる多た忙ぼうな日々に疲ひ労ろうを溜ため込こんで体調を崩くずしてしまったのだ。

　生徒会役員であるにも拘かかわらず新学期早々欠席しなければならなかったことが、光み宣のるは情けなかった。身体からだが弱いのは誰だれの所せ為いでもない、自分の所せ為いですらないと理性では分かっている──と真実を知らされていない光み宣のるは思おもい込こんでいる。彼かれは自分が不健康に生まれた理由を知らないが故ゆえに、そのことで誰だれも恨うらんでいない。恨うらむことができない。

　しかし他者に責任を転てん嫁かできない分、光み宣のるは自分を責めていた。十じゆつ師し族ぞくに相応ふさわしい魔ま法ほう力りよくを持ちながら、ちょっとしたことで寝ね込こんでしまう体質の所せ為いでその力を発揮することができない。それは、十じゆつ師し族ぞくに相応ふさわしい魔ま法ほう力りよくを持っていないことより質たちが悪いのではないかと、光み宣のるには思われた。

　九く島どう家けが十じゆつ師し族ぞくから落ちてしまったことも、彼かれの自じ虐ぎやくに拍はく車しやを掛かけていた。十じゆつ師し族ぞくの地位を失ってしまったことに、光み宣のるは無関係だ。彼かれに責任は全く無い。だが自分が九く島どう家けの後継者として、例えば九校戦のような表おもて舞ぶ台たいで活かつ躍やくできていたなら十じゆつ師し族ぞくから転落することは無かったのではないかと光み宣のるはふとしたはずみに思ってしまう。──彼かれは自分を卑ひ下げすると同時に、兄や姉のことを無意識に見下していた。祖父の九く島どう烈れつより、従姉の藤ふじ林ばやし響きよう子こより、そして自分より明らかに魔ま法ほう力りよくが劣おとっている者として、兄と、姉と、父親を。

　実の姉のように彼かれが慕したっている藤ふじ林ばやし響きよう子こが自分の身体の治ち療りよう法を探してくれているらしいが、現在までのところ進しん展てんは無い。自分はこのまま九く島どう家けの行く末に関わるかもしれない重要な話し合いに加わることさえできず、平へい凡ぼんな魔ま法ほう力りよくしか持たない兄や姉から相手にされることさえなく、陽ひの当たらぬ場所でひっそりと朽くちていくしかないのか……。

　光み宣のるは何い時つの間まにか、そんな絶望に蝕むしばまれていた。

　彼かれが一言も発言しない内に──意見を全く求められない内に──十じゆう文もん字じ家け当主が提案した会議には光み宣のるのすぐ上の兄が出席することで話は纏まとまったようだ。すぐ上といっても、光み宣のるとは七歳さい離はなれているのだが。

　そういえば兄たちは何な故ぜここにいるのだろう、と光み宣のるは今いま更さらながら疑問を覚えた。兄たちは仕事中のはずだし、二人の姉は既すでに嫁とついで子供もいる身だ。この家にいるのは、自分だけのはずだった。

　では、自分はここで何をしているのだろう。ぼんやりとそう考えて、光み宣のるは自分が食事中であることを思いだした。少し体調が戻もどったので使用人に昼食は食堂で摂とることを告げて、準備ができたとの報しらせに足を運んでみれば、食しよく卓たくに兄と姉が勢せい揃ぞろいしていたのだ。

　兄姉きようだいの前には手が込こんだ見た目も鮮あざやかな料理が並べられている。それに対して、光み宣のるの前に置かれていたのは大量のサプリメントで味付けされた病人食のお粥かゆだ。元々量が少なかったこともあって、光み宣のるはとうに食べ終えている。これ以上食堂に留とどまる必要は無いと考えて、彼かれは席を立った。

　椅い子すが立てた音で注意が向いたのか、すぐ上の兄が光み宣のるに目を向けた。

「光み宣のる、もう戻もどるのか？」

　その声は、食堂に姿を現した弟の挨あい拶さつに応えて以来のものだった。

「具合はどう？」

　二番目の姉が、今日初めて光み宣のるに言葉を掛かける。

「まだ少し熱っぽいので、休んでいようと思います」

　光み宣のるが立ったまま答えたのは、早く部屋に戻もどりたいという意思表示だ。

「そうか。残念だな。お前の体調に問題がなければ、一いつ緒しよに東京へ連れて行こうと思ったのだが」

　しかしその意思は、兄に伝わらなかった。光み宣のるは仕方無く、その場に留とどまった。

「光み宣のるは四よつ葉ばの次期当主と面識があったよな？　もし体調が戻もどったら、旧交を温めると良いい」

「そうですね。可能ならば、是ぜ非ひ」

　光み宣のるはそう言って軽く頭を下げ、食堂から出て行く。

　兄の思おも惑わくは見みえ透すいている。十じゆつ師し族ぞくの地位を失った九く島どう家けが勢力を盛り返す為ために、四よつ葉ば家けを味方に付けたいと考えているのだろう。その為ために、光み宣のるを利用できないかと考えたわけだ。

　しかしそんな稚ち拙せつな企たくらみとは別に、光み宣のるの中で不意に、懐なつかしさが膨ふくれ上あがった。

　四よつ葉ば家けの兄妹きようだい──今では婚こん約やく者しや同士──と会ったのは去年の秋、半年前のこと。共に過ごした時間はわずか数日間。実質的に別行動だったり自分が体調を崩くずして寝ね込こんだりしていた日があったから、本当に一いつ緒しよにいたと言えるのは正味で二日間だけだ。

　しかしその二日間の記き憶おくは、光み宣のるの中で輝かがやいていた。

　奈良を案内し、春かす日が山やまの麓ふもとで外国人の手先になった魔ま法ほう師し相手に共きよう闘とうしたこと。

　その外国人魔ま法ほう師し、周しゆう公こう瑾きんの手て掛がかりを求めて京都を歩き回ったこと。

　あの二日間は、自分が魔ま法ほう師しとして本来あるべき姿でいられた時間だった。その後、周しゆう公こう瑾きん本人と対たい峙じして逃とう走そうを阻そ止ししているが、あれは単なる作業だ。大した相手ではなかったし、光み宣のるにとってはできて当たり前のことだった。

　今では、不ふ甲が斐いなくも病に倒たおれてホテルで水み波なみに看病された日のことも、少し恥はずかしくはあるが良いい思い出だ。水み波なみのような友人を持っている達たつ也やと深み雪ゆきが、光み宣のるは正直、羨うらやましい。

　東京に行って、達たつ也やと深み雪ゆき、そして水み波なみと再会する。それは兄の下らない思おも惑わくを考こう慮りよに入れても、魅み力りよく的なことではないか。光み宣のるはそう思い始めていた。
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　将まさ輝きが招待状のことを知ったのは、学校から家に帰った後だった。

「失礼します」

　将まさ輝きは帰宅してまず、父親が寝ねている部屋を訪おとずれた。

　一昨日の戦せん闘とうで原因不明の衰すい弱じやく状態に陥おちいった一いち条じよう家け当主・一いち条じよう剛ごう毅きは、病院に入院せず自宅で療りよう養ようしている。外傷が無く骨や内臓にも異常が認められない為ため、病院では治ち療りようのしようが無いからだが、それだけが理由ではなかった。

「将まさ輝きか、入れ」

　戦せん闘とうでダメージを負った剛ごう毅きは満足に起き上がれない状態だが、意識はあった。正常な状態より眠ねむっている時間は長いが、起きている時は思考もはっきりしている。自宅で療りよう養ようすることは、剛ごう毅き本人の希望だった。

「親おや父じ、起きていて大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　剛ごう毅きは電動ベッドのリクライニングを起こして、もたれ掛かかる体勢で座すわっていた。

「ああ。今日になって大分、手足に力が戻もどってきた」

　将まさ輝きにそう答え、剛ごう毅きはベッドの横に控ひかえる部下に「次だ」と指図する。部下はベッドに取り付けられた電子ペーパーのページをリモコンで進めた。剛ごう毅きは起きていられる時間を利用して、一いち条じよう家け配下の魔ま法ほう師しを指揮していた。普ふ段だんであれば側近に任せるのだが、今は東北、北陸に対する侵しん攻こうの兆候がある。それに備えてベッドから指示を出しているのだ。

「親おや父じ、新ソ連の船は姿をくらましたんじゃなかったのか？」

　部下との会話の中で、剛ごう毅きが入院する原因となった不ふ審しん船に触ふれているのを聞きつけて、将まさ輝きは思わず口を挿はさむ。

「所属不明船だ。新ソ連の物と確定してはいない」

　剛ごう毅きは将まさ輝きの問いに、ほとんど意味が無い答えを返した。

「公式の話じゃないんだから別に良いいだろう。それとも親おや父じはあの船が新ソ連以外からやって来た可能性があると本気で信じているのか？」

「……不ふ審しん船は行方ゆくえ不明のままだ。もしかしたら自じ沈ちんしたのかもしれない」

「証しよう拠こ隠いん滅めつか。捜そう索さくと言っていたのは……残ざん骸がいを探して海底から引ひき揚あげるつもりか？」

「あるいはそうなるかもしれない」

　さっきから剛ごう毅きの回答は、何となく要領を得ないものだった。奥おく歯ばにものが挟はさまった、という程ほどではないが、断定的な物言いを避さけている印象がある。

　まるで第三者の耳を警けい戒かいしているみたいだ……。

　そんな言葉が脳のう裏りに浮うかんで、将まさ輝きは己おのれの失態に気づいた。不ふ審しん船のことを訊たずねたのは決して興味本位ではなかったが、彼かれにはもっと先に、口にするべきセリフがあったのだ。

　将まさ輝きは「そうか」という短い一言で父親との会話を切り上げ、今日も病室に来てくれている「第三者」に話はなし掛かけた。

「津つ久く葉ばさん、本日もありがとうございます」

「どういたしまして。ご当主様も少しずつ回復されているご様子で、私も無能を曝さらさずにすんで、ほっとしております」

　恐きよう縮しゆくした態ていで頭を下げる将まさ輝きに、津つ久く葉ば夕ゆう歌かが冗じよう談だんめかした答えを返す。これが入院ではなく自宅療りよう養ようを選んだ最後の理由だ。

　あの日、剛ごう毅きが運はこび込こまれた病院では治ち療りよう法どころか衰すい弱じやくの理由も分からず、家族は不安に押おし潰つぶされそうになっていた。娘むすめの茜あかねと瑠る璃りは情じよう緒ちよが不安定になり、時々声を押おし殺ころして泣いていた。剛ごう毅きの妻の美み登ど里りは気き丈じように振ふる舞まっていたが、娘むすめたちを元気づける為ための強がりであることが他者の目からは明らかだった。将まさ輝きも平気な振ふりを装よそおっていたが、内心の動どう揺ようは抑おさえられなかった。

　そんな彼女かのじよたちに手を差さし伸のべたのは、意外なことに、四よつ葉ば家けだった。

　当日の内に剛ごう毅きの症しよう状じようを探さぐり出だしたことには警けい戒かい心を禁じ得なかったが、何をすれば良いのかさえまるで分からなかった剛ごう毅きの治ち療りように専門家を派は遣けんするという提案には、縋すがり付つかずにはいられなかった。

　そうしてやって来たのが将まさ輝きの目の前に立つ若い女性、津つ久く葉ば夕ゆう歌かだ。聞けば彼女かのじよは魔ま法ほう大だい学がくの大学院生であり、医い療りよう関係の資格は何も持っていないという。魔ま法ほう演えん算ざん領りよう域いきは現在のところ、医学の対象ではない。だが「衰すい弱じやく状態を健康体に戻もどす」という目的に着目すれば、夕ゆう歌かがやろうとしていることは「治ち療りよう」に他ならない。

　病院で、無資格者に治ち療りようをさせるのは、その事実が明らかになった時に色々な方面へ迷めい惑わくを掛かけることになるだろう──そういう判断もあったのである。

「父は……回復していますか？」

　一昨日は首も動かせない、声を出すのも苦労する状態だった。昨日はまだ、ベッドに寄より掛かかっても身体からだを起こせなかった。それを考えれば、まだ自力で起き上がるのは無理とはいえ、座すわった状態で姿勢を維い持じできているのは大きな前進だ。

　しかし、見み掛かけは良くなっていても実は病状が悪化しているというケースも時々耳にする。自分の目で見ただけでは、将まさ輝きは安心できなかったのである。

「ええ。何分、治ち療りように関しては手て探さぐりの部分が多いのでいつ頃ごろ完治するかは申し上げられませんが、状態は着実に改善しています。大だい丈じよう夫ぶ、治りますよ」

　夕ゆう歌かはにこやかな表情を崩くずすことなく、剛ごう毅きの回復を請うけ合あった。

「心配するな、将まさ輝き。何い時つまでも寝ねてはいられないからな。すぐに良くなってみせる」

　夕ゆう歌かだけでなく剛ごう毅き本人も力強く「治る」と約束したことで、将まさ輝きも少しは安心したようだ。

「さて……今日はこれで失礼しますね。また明日、参りますので」

「あっ、送っていきますよ」

「ありがとうございます。ですがお構いなく」

　将まさ輝きの申し出をやんわりと辞退し、剛ごう毅きに一礼して夕ゆう歌かは部屋を出て行った。

　夕ゆう歌かを玄げん関かんまで案内すべく、部屋にいた剛ごう毅きの部下が彼女かのじよの後を追おい掛かける。

　二人だけになって、将まさ輝きは顔に貼はり付ついていた愛あい想そ笑わらいを消した。

「親おや父じ……実際のところは、どうなんだ？」

「どう、とは？」

　首の力を抜ぬき枕まくらに頭を預けて、天てん井じように目を向けたまま剛ごう毅きが答える。やはりまだ、起きていると辛つらいようだ。将まさ輝きは少し慌あわてて、ベッドのリクライニングを倒たおすスイッチを入れた。

「彼女かのじよは信用できるのか？」

　ベッドが倒たおれていく微かすかなモーター音に重なって、将まさ輝きの深刻な声が剛ごう毅きの耳に届く。

「俺おれの状態が回復しているのは間ま違ちがいない。何もせずに良くなる保証など無いのだ。信じるしかあるまい」

「それはそうだが……」

　心情的には、四よつ葉ば家けの息が掛かかった魔ま法ほう師しに父親を委ねることに、将まさ輝きは納なつ得とくしていない。治ち療りようとはいうが、要は精神干かん渉しよう系魔ま法ほうを無む抵てい抗こうに受うけ容いれるということに他ならない。たとえ今の状態から無事に回復したとしても、どんな爆ばく弾だんを仕し掛かけられるか分からない。

「将まさ輝き、疑いだしたらきりが無いぞ」

「そうだな……」

　しかし剛ごう毅き本人が言うように、それは冒おかすべきリスクなのだ。

「他に手が無い以上、信じるしか無い、か……」

　剛ごう毅きを治す術すべについては、他に手が無いどころか手て掛がかりすら無いのだから。

「そういうことだ。それより将まさ輝き」

「何だ、親おや父じ」

「そこに封ふう筒とうがあるだろう？　お前宛あてだ」

　剛ごう毅きがいきなり話題を変えたのは、息子むすこが疑ぎ心しん暗あん鬼きの底無し沼ぬまに沈しずむのを予防する為ためだ。

「開けてみろ」

　しかし、今ここで開かい封ふうするよう指示したのは、それが私的な手紙ではないと分かっていたからだった。

「ああ……」

　何な故ぜそんなことを指図されているのか分からず、しかし取とり敢あえず拒きよ否ひする理由も無く、将まさ輝きはサイドテーブルに置かれていた封ふう筒とうを手に取った。

　そしてすぐ、表情を引ひき締しめる。

「十じゆう文もん字じ殿どのからの書状……？」

　封ふう筒とうの裏に書かれていた、差出人の氏名を読み取って。

　ペーパーナイフを手に取り、将まさ輝きは慎しん重ちように開かい封ふうした。手紙を送ってきた相手が相手だ。万が一にも、中の書面を破損させて用件が読めなかったなどということは避さけねばならない。

「……何が書いてあった」

　食い入るように手紙を読んでいた将まさ輝きの目が止まったのを見計らい、枕まくらの上で首を捻ひねって顔だけを息子むすこへ向けていた剛ごう毅きがそう訊たずねる。

「……招待状だ」

「何の」

「二十八家から三十歳さい以下の魔ま法ほう師しを集めて、反魔ま法ほう主義にどう対処していくかを話し合う会議を開きたいと十じゆう文もん字じ殿どのは提案している。会議の開かい催さいは次の日曜、場所は横よこ浜はまの魔ま法ほう協会関東支部だ」

「今度の日曜？　随ずい分ぶん急だな」

　剛ごう毅きが漏もらした感想は、将まさ輝きが感じたものと同じだった。ただその理由に、推測ではあるが思い至ったのは、やはり経験の違ちがいか剛ごう毅きの方が早かった。

「十じゆう文もん字じ殿どのは、横よこ槍やりを入れさせたくないのだろうな」

「横よこ槍やり？　何ど処こから横よこ槍やりが入るというんだ？」

　例えば吉きち祥じよう寺じなら、剛ごう毅きの謂いわんとするところをすぐに理解しただろう。しかし将まさ輝きは──謀ぼう略りやくの分野においては──まだそのレベルに達していない。

「例えば国防軍。あるいは警察当局」

「……政府が十じゆつ師し族ぞくの邪じや魔まをするというのか？」

「そういう可能性もあるということだ」

　剛ごう毅きは困こん惑わくしている息子むすこに説明して納なつ得とくさせようとはしなかった。こういうことは自分で理解し納なつ得とくするしかないというのが剛ごう毅きの教育方針だ。

「それより、どうするんだ？」

　剛ごう毅きは説明ではなく、質問した。「何を」が省かれた問とい掛かけだったが、さすがにそれを理解できない程ほど、将まさ輝きは鈍にぶくなかった。

「出席する。侵しん略りやく者しやの動向は気になるが、蚊か帳やの外に追いやられるわけにはいかない」

「そのとおりだ」

　剛ごう毅きが将まさ輝きの決断にお墨すみ付つきを与あたえる。

　反対されるとは考えていなかったが、それでも明確に認められたことで「もしかしたら」という不安が消える。

　その代わり、別の心配事が将まさ輝きの意識に浮うかび上あがった。

「親おや父じ……こういう場合は、やはり手紙で返事を出すべきだよな？」

「当然だ」

　剛ごう毅きはあっさり答えたが、あいにく将まさ輝きは十じゆつ師し族ぞく間で遣やり取とりする正式な書面を作ったことが無い。

「……何て書けば良いんだ？」

　途と方ほうに暮れた声で訊たずねる息子むすこを、剛ごう毅きは「情けない……」という眼まな差ざしで見返した。
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　四月九日の夜。

　大学から帰宅した克かつ人とは、客が待っていると家人から伝えられた。

　何時から待っているのか、という克かつ人との質問に、三十分程ほど前からです、と彼かれを出で迎むかえた家政婦から答えが返る。それを聞いて、克かつ人とは着き替かえもせず応接間に急いだ。約束も無く押おし掛かけてきた来客とはいえ、ぞんざいに扱あつかって良い相手でもなかったからだ。

「お待たせしました」

　応接間に入るなりそう謝罪した克かつ人とに、スーツ姿の相手の女性も立ち上がって丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。

「こちらこそ、お留守の間にお邪じや魔ましてしまい申し訳ございません」

「いえ。ただご連れん絡らくくだされば、もっと早く帰って参りましたが」

　克かつ人との非難めいたセリフに、相手の女性は恐きよう縮しゆくしたような態度を取って見せた。

　克かつ人とがソファに戻もどるよう勧すすめ、二人は同時に腰こしを下ろす。

「お久ひさし振ぶりですね。十じゆう文もん字じ家け御ご家か督とく継けい承しよう、遅おくればせながらお祝い申し上げます」

「ありがとうございます。二月の師し族ぞく会かい議ぎでお目めに掛かかれるかと思っておりましたが」

「あら、これは失礼しました。ご存じのとおり、私は家の方針で軍務に重点を置いていますので……。十とお山やま家けのことは弟に任せております」

　本人が言ったとおり、彼女かのじよは師し補ほ十じゆう八はつ家け・十とお山やま家けの人間だ。名は『十とお山やまつかさ』。ただし軍では『遠とお山やまつかさ』を名乗っている。

　言う迄までもなく氏名の詐さ称しように他ならないのだが、彼女かのじよの場合は上官も承知の上だ。実質的に陸軍情報部を牛ぎゆう耳じっている諜ちよう報ほう畑の黒幕的実力者と十とお山やま家けの密約により、彼女かのじよは身分を隠かくして情報部の超ちよう法規的任務に従事しているのだった。

「でしたら、本日は国防軍に関係したご用事でいらっしゃったのですか？」

「いえ、そういうわけではないんですが」

　十とお山やまつかさはにこやかな──にこやかなだけで感情が全くこもっていない表情のまま、ジェスチャーを全く伴ともなわず言葉だけで克かつ人との問いに「否」を返した。

「では、ご用件は何でしょう」

　克かつ人との性急とも思える話の進め方にも、つかさは嫌いやな顔一つ見せない。つかさは今年で二十四歳さい。克かつ人ととは四歳さい差さだ。しかしもっと年が離はなれていても、普ふ通つうならば克かつ人とを前にしてこれだけの落ち着きを保つことは難しいだろう。彼女かのじよもまた、「十」の数字を冠かんするに相応ふさわしい教育を受けて育ったに違ちがいない。

「克かつ人とさんからご招待いただいた件です。誠まことに申し訳ございませんが、十とお山やま家けはご存じのとおりの事情を抱かかえておりますので、欠席させてください」

「そうですか……。残念ですが、致いたし方ありませんね」

　つかさが言う「十とお山やま家けの事情」とは、十とお山やま家けと国防軍のつながりのことだ。

　十とお山やま家けは第十研──魔ま法ほう師し開発第十研究所で、首都防衛の最終防ぼう壁へきとして生み出された。ミサイルや機械化部隊を迎げい撃げきする目的で開発された十じゆう文もん字じ家けに対し、十とお山やま家けは防衛線を突とつ破ぱされた後の重要施し設せつ防衛や要人護衛を目的としている。

　十とお山やま家けは国民を守る為ためというより国家機能を守る為ための魔ま法ほう師しだ。国防軍中ちゆう枢すうとの関係は、二十八家の中で最も強い。いざという時は権力者を逃にがす為ために尽じん力りよくする。それが十とお山やま家けの使命だ。この性質上、十とお山やま家けは国防軍の影かげ、あるいは闇やみの部分と深く結びついている。

　十じゆつ師し族ぞくは魔ま法ほう師しが国家権力によって使い捨てにされない為ための仕組みとして、日本という国家に口答えする為ための組織として作られたものだ。だが十とお山やま家けは、十じゆつ師し族ぞく体制の中ちゆう枢すうに参加していながら決して十じゆつ師し族ぞくにならない、十じゆつ師し族ぞくとして国家に魔ま法ほう師しの利害を主張することが許されない一族だった。

「欠席の理由はどうしますか？」

　このことを知っているのは、同じ第十研で作られた十じゆう文もん字じ家けのみ。もしかしたら他にも、知っていながら知らないふりをしている家があるかもしれない。しかし、十とお山やま家けが自分のスタンスを明らかにできる相手は十じゆう文もん字じ家けだけだ。会議参加者から十とお山やま家けが欠席したことを問題にされれば、二十八家内部における十とお山やま家けの立場が悪化するかもしれない。

「それをご相談したいと思いまして。是ぜ非ひとも克かつ人とさんのお知ち恵えをお借り致いたしたく」

　幾いくら国防軍がバックについているといっても、魔ま法ほう師し開発研究所で作り出された同じ境きよう遇ぐうの魔ま法ほう師し集団から爪つま弾はじきにされるのは、やはりデメリットが大きすぎる。だからそうならないよう上う手まい言い訳を教えて欲ほしいとつかさは言っているのである。──それにしては、余り困っているようにも見えない。

「知ち恵えと言われても、私にそのような機転はありませんが……」

　克かつ人ともそう感じたのだろう。答える声には熱意が無い。

　そしてつかさは、克かつ人との素っ気ないとも言える対応に、まるで動じていなかった。

「十とお山やま家け以外にも、欠席を申し出てきた家はあるのではありませんか？」

　十じゆう文もん字じ家け当主の座についたばかりの克かつ人とが、十じゆつ師し族ぞく当主として初めて二十八家の魔ま法ほう師しに呼よび掛かける、試みとしても初めての会議。出席を断るのは心理的にかなり難しい。また、欠席裁判のような不利益が生じるとは考えられないが、旨うまみのある話に乗のり遅おくれてしまうのではないかという懸け念ねんは拭ぬぐい去されない。

　しかし何しろ急な話だ。自分たち以外にも欠席すると回答してきた家があるのではないか。つかさがこう考えるのはある意味で当然だった。

「回答自体、まだ数件ですが……七夕たなばた家けから欠席するとお詫わびの書状をいただきました」

「どのような理由で？」

　すかさず発せられたつかさの問とい掛かけに、克かつ人とは思わず顔を顰しかめてしまう。他人の手紙の内容を知りたがるのは、余り礼れい儀ぎに適かなっているとは言えない。

「次期当主殿どのが防衛大に在ざい籍せきしているから、という理由ではありませんか？」

　しかし克かつ人とが回答を躊ため躇らっている間に、つかさは自分で答えを出した。

「……そうです」

　彼女かのじよの推理は完全に的中していたので、克かつ人とは渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

「そうすると、同じくご子息が防衛大在学中の一いつ色しき家け、ご子息方が軍務についておられる五ご頭とう家け、八はつ朔さく家けは会議を欠席しそうですね」

「……つかささん、余り嬉うれしそうに言わないでもらいたいんですが」

　克かつ人とはそういう言い方で、つかさの予想に消極的な同意を示した。

「安心しました。我わが十とお山やま家けも同じ理由で欠席させていただきますね」

「……承うけたまわりました」

　にこにこしているつかさとは対照的な、憮ぶ然ぜんとした顔で克かつ人とが頷うなずく。自分の招待を笑って蹴け飛とばすつかさの態度は愉ゆ快かいなものではなかったが、十とお山やま家けと国防軍の裏事情を知っているだけに、出席を無む理り強じいすることはできなかった。

　克かつ人とはそろそろ、つかさの相手をすることに疲つかれを感じていた。

　真ま由ゆ美みと話をしている時、しばしば感じる居い心地ごこちの悪さとは違ちがう。真ま由ゆ美みには、悪気はあっても悪意は無い。彼女かのじよは本質的に善良な人間だ。

　それに対してつかさは、悪気も悪意も無い代わりに善意まで欠けつ如じよしている。彼女かのじよの発想に誰だれかが喜ぶから、という視点は無い。喜き怒ど哀あい楽らくの感情はきちんと備わっているくせに、他人の喜き怒ど哀あい楽らくを簡単に無視してしまう。

　だからといって任務に支障が無い限り、ルールやモラルに反したことはしないから余計に質たちが悪いのだ。感情が無いロボットではなく、価値観が異なる異い邦ほう人じんでもない。なまじ不自由無くコミュニケーションが取れる所せ為いで、彼女かのじよと話していると小さな疲ひ労ろうがどんどん蓄ちく積せきしていくことになる。

　だがちょうど、彼女かのじよの用件も終わった。後は別れの挨あい拶さつを交こう換かんするだけだ。克かつ人とはそう思ったのだが、

「ところで」

　それは希望的観測に基もとづく誤認にん識しきだった。

「四よつ葉ば家けの次期当主とその婚こん約やく者しや、司し波ば深み雪ゆきさんと司し波ば達たつ也やさんは会議に来られるのでしょうか？」

「……返事はまだ届いていませんが、おそらく出席するでしょう」

「克かつ人とさんはあのお二人とご面識がお有りなのですよね？」

「一高の後こう輩はいですから」

　社交的な笑えみの中で、つかさの瞳ひとみが克かつ人との眼まなこを捕とらえる。

　彼女かのじよの目は鋭するどい光を放つ代わりに、全てを吞のみ込こむ深しん淵えんを宿していた。

「どのような方々なのですか？」

「親しくしていたわけではありませんから、詳くわしい為人ひととなりは分かりません」

「ご存じのことだけでも、教えていただけませんか？　少なくとも、秘密主義の四よつ葉ば家けの人間であるにも拘かかわらず、出席が任意の会議に顔を見せると判断される程度には理解されているのでしょう？」

　なる程ほど。それが狙ねらいか。

　克かつ人とは今いま更さらながら、つかさの真の狙ねらいを悟さとった。

　考えてみれば、幾いくら口実を見つける為ためという目的もあったとはいえ、欠席の断りを入れるだけの用件でつかさがわざわざ訪ねてくるはずもない。彼女かのじよは社会の裏側で常に暗あん闘とうを繰くり広ひろげている組織の一員だ。それも、重要な役目を担になう人物だ。メッセンジャーが必要なら、十とお山やま家けにも他に適任者がいるだろう。

　彼女かのじよは四よつ葉ば家けの魔ま法ほう師しに関する情報を得る為ために、欠席の謝罪にかこつけて自分の所にやって来たのだと克かつ人とは理解した。

　克かつ人とは彼女かのじよの要求を突つっぱねることもできた。彼かれには、つかさの疑問に一から十まで答える義理も務めも無い。

「次期殿どのについては、よく分かりません」

　しかし結局克かつ人とは、黙だまっている必要も無いという後ろ向きな理由で回答に応じた。

「婚こん約やく者しや殿どのは、信義に厳しい男です」

「信義に厳しい？　信義に厚い性格、ではなく？」

　つかさの疑問は、普ふ通つうの人間ならば懐いだいて当然のものだ。だが彼女かのじよの口調は、克かつ人とのセリフの意味を分かっていて訊たずねているようにも聞こえた。

「一度盟約を結べば、自分からは決して裏切らない。だが裏切りに対しては裏切りで報むくいる。司し波ば達たつ也や殿どのとはそんな人物だと、私は思っています」

「そうですか……」

　つかさは少しの間、会話を中断して考かんがえ込こんだ。

「……政府に、いえ、国防軍に裏切られたとしても、同じだと思いますか？」

「国家に対する利敵行こう為いは働かないでしょう」

「軍の幹部や政府の要人には平気で敵対するということですね？」

「自分の方から敵対するような、愚おろかな人物ではありません」

　話を不ふ穏おんな方向へ誘ゆう導どうしようとしているとさえ思えるつかさの問とい掛かけに、克かつ人とはゆったりとしながらも強い口調で答えた。

「しかし、絶対的な忠誠心は持っていない」

「あくまでも私は司し波ば達たつ也や殿どののことをそう見ているというだけのことですが。それに、個人に対する忠誠心は無くても国に対する忠誠心は持っていると思います」

「独善的な愛国者というのは、教条的な平和主義者と同じくらい有害な存在だと思いますが」

「愛国者も平和主義者も悪ではないでしょう。実際に害を為なさない限り、内輪で争うのは得策では無い」

　克かつ人との鋭するどい視線が、つかさの柔やわらかな眼まな差ざしとぶつかり合う。

「嫌いやですね。十山家には、四よつ葉ば家けと事を構えるつもりなどありませんよ」

　克かつ人とが眉まゆを顰ひそめる。

　つかさは素知らぬ顔で、すっかり冷めてしまったお茶に口をつけた。







　［４］




　ＵＳＮＡロズウェル郊こう外がい、現地時間四月十日十六時。日本時間四月十一日七時。

　リーナは一週間に及およんだミッションからようやく基地に帰投した。彼女かのじよに当初与あたえられた任務は旧メキシコの暴動鎮ちん圧あつに向かって逆に包囲されたウィズガード──スターズ候補になれなかった低レベル魔ま法ほう師しの兵士を集めて編成した、連れん邦ぽう政府指揮下の国内向け治安維い持じ部隊──を救出することだった。

　しかし武装して出動し敵対行動を受けた部隊を、本格的な戦せん闘とう勃ぼつ発ぱつを阻そ止ししつつ暴徒側にも被ひ害がいが出ないように撤てつ退たいさせるなどという離はなれ業わざが、容易に成なし遂とげられるはずも無い。四月二日の朝に現地入りしたリーナ以下スターズ第二、第四、第五の三部隊は、スターズの雷らい名めいと参さん謀ぼう本部の権けん威いをフルに活用し──振ふりかざし、とも言う──、時々ウィズガードに対する実力行使も挿はさみつつ、何とか暴動を終息させてウィズガードをヒューストンの本部に連れ帰り、今日ようやくロズウェルに戻もどってきたのである。

　結局、与あたえられたミッションを完かん遂すいする為ためには暴動自体を何とかしなければならず、リーナたちは暴徒に対する武力行使を事実上禁止されたままこれを鎮ちん圧あつする羽目になった。参さん謀ぼう本部は最初からそのつもりだったに違ちがいない、とリーナは八つ当たり気味に決めつけているが、案外それが真相かもしれない。

　今回のように政治的な折せつ衝しよう力が必要とされる任務では、リーナは正直なところ役立たずだ。実質的に暴徒と、これに合流した州軍ナシヨナルガードを説得したのは幹部を女性で固めた第四隊で、リーナは対立するウィズガードと州軍に睨にらみを利きかせていただけ。しかも第四隊隊長のベガはリーナと余り仲が良くないときている（実際にはベガがことあるごとに姉貴風を吹ふかせるので、リーナが一方的に苦手意識を持っている）。そんなこんなでやたらと気き疲づかれしていたリーナは、基地司令への任務達成報告を終えて、ようやく周囲に目を配る余よ裕ゆうを取とり戻もどした。

　今いま更さら気づくのも我ながらどうかと思うが、基地内がまるで出動直前のように慌あわただしい空気に包まれている。リーナはそう考えて首を傾かしげた。

　半分お飾かざりみたいなものとはいえ、自分はこの部隊の総隊長だ。スターズに出しゆつ撃げき命令が出ているなら、自分が出動メンバーに含ふくまれていなくても報告だけはあるはずだとリーナは疑問を覚えたのである。

　荷物を置いただけで解いてもいない自室には戻もどらず、リーナはシルヴィアの部屋を訪ねた。部隊全体のことならばカノープスに訊きく方が本当は良いいのだが、一番気軽にものを訊たずねられる相手はシルヴィアだったのである。

　幸いシルヴィアは部屋にいた。リーナがノックをすると、快く中に入れてくれた。そこでリーナは、すっかり旅たび支度じたくが整った民間用のスーツケースを見て目を丸くした。

「シルヴィ、プライベートな旅行ではありませんよね？」

　シルヴィアは「よく分かりましたね」という子供を褒ほめるような笑え顔がおをリーナに向けた。

「ええ。惑わく星せい級を中心に、潜せん入にゆう任務が命じられました」

　惑わく星せい級は後方支し援えんタイプの魔ま法ほう師しで構成されている。シルヴィアも情報収集と伝達を得意とする魔ま法ほう師しだ。惑わく星せい級がメインということは、直接的な武力行使を当面は考えていないということになる。

「私、聞いていないんですけど」

「今回の任務はスターズに対するものではなく、情報部が作戦に適した魔ま法ほう師しをピックアップして、個別に命令が下されています」

「そんな無む茶ちや苦く茶ちやな……」

　リーナは思わずそう呟つぶやいたが、実際にそれが罷まかり通とおっている以上、今いま更さら文句を言ってもどうにもならない。特に情報部は、正論が通用する相手ではない。その程度のことはリーナにも分かっていた。

「……それで、作戦内容は？　出動先は何ど処こですか？」

　シルヴィアは少しの間、回答を渋しぶっていた。今回の任務は一応、秘密ということになっているのだ。しかしリーナには質問を撤てつ回かいする気配が無い。シルヴィアは「上官の命令だから」と自分を納なつ得とくさせるしかなかった。

「作戦地域は日本です。『グレート・ボム』の戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師し確保の作戦が再開されます」

　リーナは苦すぎる紅茶を間ま違ちがえて口に含ふくんでしまったような表情を浮うかべた。

「……あの作戦が再開されるのですか」

　二〇九五年十二月から二〇九六年三月にかけて、リーナは日本に派は遣けんされていた。本来の任務は『灼しやく熱ねつのハロウィン』を引き起こした戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しの確保、それが叶かなわぬ場合は『グレート・ボム』という仮の名めい称しようが与あたえられた戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうの無力化だった（なお魔ま法ほう師しの方は『グレート・ボマー』という爆ばく弾だん魔まみたいなニックネームで呼ばれている）。しかし任務は後半からモンスターと化して軍を脱だつ走そうした魔ま法ほう師しの処分に変へん更こうされ、脱だつ走そう兵の処理が完かん了りようした時点でリーナには帰国命令が下った。

　リーナの帰国に前後して、魔ま法ほう大だい学がくや一高以外の魔ま法ほう科か高こう校こう、魔ま法ほう関連企き業ぎように潜せん入にゆうさせた人員も引ひき揚あげており、戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師し確保の任務は自然消しよう滅めつの形で有う耶や無む耶やになっていた。しかしペンタゴンは日本の秘ひ匿とくされた戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しの脅きよう威いを忘れていなかった。

　国防情報局ＤＩＡが主体となって日本国内における捜そう索さく網もうの構築と確保の実行部隊組織が準備され、今回、捜そう索さくが再開されることになったというわけだ。このタイミングで同盟国に対する諜ちよう報ほう活動にゴーサインが出たのは、やはり、戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうが再び実戦に使用された事実が大きく影えい響きようしているに違ちがいなかった。

　戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう『シンクロライナー・フュージョン』が南米で実際に使用された。

　ならば『グレート・ボム』が今度は太平洋地域で使用されない保証は何ど処こにも無い。

　脅きよう威いが、より現実味を帯びたならば、優先順位が引き上げられるのは当然だ。

「だからといって何な故ぜシルヴィが……」

　しかし、作戦の必要性について納なつ得とくすることと、その具体的な進め方に納なつ得とくすることは別問題だった。

「私は前回も日本に潜せん入にゆうしていますから、事情に通じていると思われているのではないでしょうか」

「前回、シルヴィは日本滞たい在ざい時間の大半をパラサイトの捜そう索さくに費ついやしていたじゃないですか。しかもパラサイトの件が片付く前に帰国させられています。『グレート・ボマー』の捜そう索さくに関していえば、今回初めて日本に行く人たちとそんなに条件は変わらないのに」

　リーナの言っていることの方が実はシルヴィアの本音に近かった。だからなのか、シルヴィアはリーナの正直すぎる発言を苦く笑しようしながら聞いている。

「それに……こう言っては何ですけど、シルヴィの戦せん闘とう能力で日本の魔ま法ほう師しを相手にするのは不安です」

　しかしこのセリフに、シルヴィアの苦笑いは凍こおりついた。

「日本の魔ま法ほう師しの戦せん闘とう力は異常です。恒こう星せい級の魔ま法ほう師しがゴロゴロいるんですよ！　まあ、ミユキやタツヤがあの四よつ葉ばの魔ま法ほう師しだったと分かったのは帰国した後のことですし、私の潜せん入にゆう先が特別だったのかもしれませんが」

「そんなに手て強ごわかったんですか……？」

　シルヴィアも日本滞たい在ざい中はリーナの愚ぐ痴ちを通じて、日本の魔ま法ほう師しの実力を散々聞かされている。しかしこうして、本気で心配されてみると、不安が心の中で改めて頭をもたげた。

「四よつ葉ばの悪名は大おお袈げ裟さなものじゃない。ミユキとタツヤのことを思い出すたび、私はそう考えてしまいます。ミユキの魔ま法ほう力りよくはシリウスである私と互ご角かく。対人戦せん闘とうに限定すれば、タツヤは私の力を上回っています」

「それ程ほどまでなのですか……」

「シルヴィ。今回の遠えん征せいメンバーのリストを持っていませんか？」

「非公式の物で良ければ」

　シルヴィアは硬かたくなった表情のまま、リーナのリクエストに応じて折おり畳たたみ式端たん末まつのディスプレイを広げた。六つ折りの状態から一枚の板に変化したスクリーンに、五十人前後の人名が表形式で表示される。

　リーナはリストを一いち瞥べつしただけで眉まゆを顰ひそめた。表の最後まで目を通した彼女かのじよは、厳しいを通とおり越こして恐こわい顔になっていた。

「……恒星スター級クラスが派は遣けんメンバーにいないのは分かっていましたが、星座コンストレーシヨン級クラスまで含ふくまれていないなんて。情報部は魔ま法ほう師しを使い捨てにするつもりですか？」

　スターズの隊員は一等星スター・フアースト級、二等星スター・セカンド級、星座級、惑星プラネツト級、衛星サテライト級に分類されている。この内、一等星級、二等星級、星座級が正規の戦せん闘とう員いん扱あつかいだ。

　無論、惑わく星せい級や衛星級が全く戦えないということはなく、非合法工作員任務を主な活動とする衛星級の中には星座級を超こえて二等星級に匹ひつ敵てきする戦せん闘とう力の持ち主もいる。しかし各部隊の役割分担はちゃんと意味があるもので、惑わく星せい級の魔ま法ほう師しはやはり、恒こう星せい級──一等星級と二等星級を纏まとめてそう呼ぶ──や星座級の隊員に比べて戦せん闘とう力は低いし、衛星級も正面からぶつかり合えば大たい抵ていは星座級に負ける。

　単なる情報収集任務なら惑わく星せい級と衛星級、それにスターダストの強化魔ま法ほう師しだけで十分な布ふ陣じんだ。だが日本の、しかもあの二人が待ち構えている東京に戦せん闘とう魔ま法ほう師しの護衛も付けず情報収集・後方支し援えんに特化した魔ま法ほう師しを派は遣けんするのは、見殺しにするつもりとしかリーナには思えなかった。

　リーナが誇こ張ちようではなく本心でそう呟つぶやいていると悟さとって、シルヴィアは絶句している。彼女かのじよは「どうせ同盟国で行われる任務だから」と少し甘あまく考えていたのだが、急に不安が増してきたのである。

「正式な命令が出ている以上、事前に撤てつ回かいなどできないでしょうから……シルヴィ、気をつけてください。決して無理はしないように。私はせめて星座級を追加派は遣けんするように、参さん謀ぼう本部に具ぐ申しんしてみますので」

「……分かりました」

「情報部は衛星級やスターダストを使って日本国内で破は壊かい工作を仕し掛かけることにより『グレート・ボマー』を炙あぶり出だそうとするかもしれません。その際、後方支し援えんの出動命令が下されるかもしれませんが、そんな作戦に参加するのは絶対止めてくださいね。衛星級やスターダストでは、日本の十じゆつ師し族ぞくには決して勝てませんから」

　シルヴィアが頷うなずく前に、リーナは強い口調で次の一言を付け加えた。

「もしそんな状じよう況きように遭そう遇ぐうしたら、命令を拒きよ否ひする為ために私の名前を使っても構いません」

　日本から帰国して以来、シリウスの名にどの程度の価値があるのか、リーナは確信が持てずにいる。だが虚きよ名めいであろうと「ＵＳＮＡ最強の魔ま法ほう師し」と持ち上げられているなら、腹心の部下を一人、かばうくらいはできるだろう。リーナは自分に言い聞かせるように、そう考えた。




　　　　◇　◇　◇




　四月十二日、金曜日の夜。国立魔ま法ほう大だい学がく付属第一高こう校こうで今年度の新入部員勧かん誘ゆう週間が始まって三日が過ぎた。一高の校内では今年も狂きよう騒そうの宴うたげが繰くり広ひろげられていたが、今のところ大きな揉もめ事ごとは発生していない。達たつ也やと深み雪ゆきが目を光らせているからだ。

　二人が校則に違い反はんする勧かん誘ゆうの取とり締しまりに加わっているのは去年と変わらない。いや、一昨年も権けん威いの無い一年生ではあったが、達たつ也やは違い反はん者しやを大量に捕つかまえていた。

　だが今年は、二人の肩かた書がきが違ちがう。生徒会長と書記長の肩かた書がきではなく、四よつ葉ば家けの次期後こう継けい者と、現当主の息子むすこ。既すでに魔ま法ほう師しとして家の仕事に携たずさわっている生徒だけでなく、今はまだお気楽な高校生でしかない生徒にとっても、四よつ葉ばの名は無視できないものだ。雛ひな鳥どりであろうと卵であろうと、魔ま法ほう師しの世界に生きる者にとっては、四よつ葉ば家けという存在はそれ程ほどまでに畏い怖ふの対象となっているのである。

　もっともそれは、一高生が勝手に緊きん張ちようしているだけで達たつ也やたちには関係無いことだ。達たつ也やと深み雪ゆき、そして水み波なみも、ここ数日は普通の魔ま法ほう科か高校生として勉学や鍛たん錬れんに励はげんでいた。

　しかしその平へい穏おんは、夕食後の寛くつろいでいる時間に掛かかってきた電話で破られた。

「この様な格好で失礼します」

　ヴィジホンのカメラに向かって、達たつ也やが折り目正しく一礼する。

『構いませんよ、達たつ也やさん』

　ディスプレイの中から微笑ほほえみかけているのは、真ま夜やだった。

『あら、深み雪ゆきさんはお出で掛かけ？』

「今、水み波なみに呼びに行かせています」

　本当は四よつ葉ば本家からの電話と分かった時点で、着き替がえに行かせたのだ。多分真ま夜やにも分かっているだろうが、そこはお互たがい、暗あん黙もくの了りよう解かいで触ふれないことになっている。

『そう。では、達たつ也やさんだけで良いいわ。元々今夜は、達たつ也やさんにご用事があって電話しているのだし』

「恐きよう縮しゆくです」

　達たつ也やが再び、カメラに向かって一礼する。四よつ葉ば家け内部で以前とは異なる地位が与あたえられているとはいえ、全ては真ま夜やの一存によるものだ。同じように、真ま夜やの気まぐれで何い時つ覆くつがえってしまうか分からない。達たつ也やは自分が立っている足場の強度を過信してはいなかった。

『早さつ速そくだけど、日曜日の会議は午前中の予定でしたね？』

「そうです」

　達たつ也やがそう答えた直後、深み雪ゆきがリビングに戻もどってきた。上はさっきも着ていたレースのブラウスのまま、下が淡あわい色のフレアミニから暗い色のロングフレアスカートという無難な格好になっている。

「叔お母ば様、大変失礼致いたしました」

『構いませんよ。急に電話を掛かけたのは私わたくしの方ですから』

「恐おそれ入いります」

　丁てい寧ねいに一礼する深み雪ゆきを関心無さそうに一いち瞥べつし、真ま夜やは中断していた話を続けた。

『では、日曜日の午後からこちらにいらっしゃい。久く米め島じまの件を詳くわしく聞かせてちょうだい』

　真ま夜やは深み雪ゆきが聞いていなかった部分を補足しなかったが、深み雪ゆきにも十分意味が通じる話だった。

「かしこまりました」

　達たつ也やは考える素そ振ぶりも見せず承しよう諾だくを告げ、一礼した。元々四月に入ってから本家まで報告に行くことになっていたのだ。これは別に真ま夜やの我わが侭ままでも無理難題でもない。

　しかし問題は、会議が午後遅おそくまで続いた場合どうするかだ。横よこ浜はまから四よつ葉ば本家まで、距きよ離りは大したことないが時間はそれなりに掛かかる。翌日も学校だ。達たつ也やと深み雪ゆき、それに水み波なみまで三人揃そろって休むわけにはいかない。

　だからといって、深み雪ゆきと別行動するという選せん択たく肢しは、達たつ也やの中に存在しない。

「会議が長引いた場合は、途と中ちゆうで退席してもよろしいでしょうか？」

　達たつ也やが出した答えは「日を改める」ではなく、「会議を抜ぬけ出だす」だった。

『あらあら……。十じゆう文もん字じ殿どのが主しゆ催さいされる会議でしょう。それはまずいのではなくて？』

「むしろ、必要以上に長い時間会議の席に留とどまると、不都合が生じるように思いますが」

　真ま夜やが言ったことは、同格の十じゆつ師し族ぞくの間で払はらうべき礼れい儀ぎを考えれば当然のことだ。しかし達たつ也やは、会議が長引けば面めん倒どう事ごとを押おし付つけられる空気になるのではないかという損得を重視していた。

『七さえ草ぐさ家けのご長男は、そんなことも考えているでしょうね』

　真ま夜やは達たつ也やが口にしなかった懸け念ねんを読み取って、笑いながら頷うなずいた。

『もしかしたら、達たつ也やさんや深み雪ゆきさんに主役を押おし付つけたいと考えているのかもしれないけれど……』

　真ま夜やは何かを──おそらく七さえ草ぐさ家けの企たくらみを──摑つかんでいることを匂におわせる、意味ありげな口調でそう続け、

『でも十じゆう文もん字じ殿どのがいるから、そんなことにはならないでしょう。会議が長引く心配もしなくて良いわ』

「分かりました」

　達たつ也やは承知の印に頭を下げた。日曜日の会議は若手を集めて行われるものだが、若手だけの思おも惑わくで進められるものだなどとは、少なくとも達たつ也やは考えていない。

『じゃあ、日曜日はそのように』

　達たつ也やは再度一礼して、通話を切る挨あい拶さつをしようとした。

『でも、その前に』

　しかし、真ま夜やの用件はこれで終わりではなかった。

『多分、お仕事をしてもらうことになると思います』

　真ま夜やの言い方に、達たつ也やは違い和わ感かんを覚えた。

「決定ではないのですか？」

『お仕事を依い頼らいするのは私わたくしではありませんもの』

　達たつ也やが訝いぶかしげに、軽く眉まゆを顰ひそめる。

「国防軍が自分に任務を持ってくるということですか？　しかし何な故ぜ叔お母ば上が、そのようなことを気になさるのでしょう」

　四よつ葉ば家けでなければ、達たつ也やに仕事を押おし付つけるのは国防軍だ。Ｆフオア・Ｌリーブス・Ｔテクノロジーの仕事は達たつ也やのコントロール下にあり、飛とび込こみが発生する余地は無い。

　では何な故ぜ、真ま夜やが国防軍の任務について口にするのか。もしかしたら真ま夜やはその任務を受けさせたくないのかもしれない。達たつ也やはそう予想していたのだが、

『私も国土に外国軍を上陸させたくはありませんから』

　彼かれは自分が、随ずい分ぶんと甘あまい思おもい違ちがいをしていたと、この返事で悟さとった。

「北海道の状じよう況きようは、そんなに悪いんですか？」

『状じよう況きようは悪くないようですよ。むしろあの程度の兵力で何な故ぜ、新ソ連軍が強気な態度でいられるのか気になります』

　真ま夜やが何を懸け念ねんしているのか、深み雪ゆきと水み波なみには分からなかったようだ。

　だが達たつ也やはすぐに、戦せん慄りつを伴ともなう予測へとたどり着いた。

「新ソ連が『トゥマーン・ボンバ』を使う可能性があるということですか？」

　達たつ也やがその答えを口にしたことにより、深み雪ゆきと水み波なみの顔色が変わる。

『ええ。達たつ也やさん、実を言えばね、一いち条じよう殿どのが後おくれをとった魔ま法ほうも規模を抑おさえた「トゥマーン・ボンバ」だと私わたくしは考えているのよ』

「魔ま法ほうで大量の酸水素ガスを生成し、一気に点火するのが『トゥマーン・ボンバ』の正体だとお考えなのですね？」

『酸水素ガスを燃料にした気体爆ばく弾だんといったところかしら。肝かん腎じんのメカニズムは全く分からないけれど』

　達たつ也やも必要となる魔ま法ほうを少し考えてみたが、まず十分な威い力りよくを得る為ための水素と酸素をどうやって確保するのか、作り出しながら閉とじ込こめておくのか一いつ瞬しゆんで生成するのか、入り口のところで行ゆき詰づまってしまった。

『佐さ渡ど沖おきで「トゥマーン・ボンバ」を使ったとすれば、宗そう谷や海かい峡きようで使用を躊ため躇らう方が不自然でしょう』

「それに対たい抗こうせよと？　しかし敵味方の距きよ離りが近い状じよう況きようでマテリアル・バーストは使用できません。酸水素ガスを燃ねん焼しようさせる魔ま法ほうであれば威い力りよくの調節も難しくはないでしょうが、質量をエネルギーに変へん換かんするマテリアル・バーストは、変へん換かん対象を細かく絞しぼり込こむにも限度があります」

　達たつ也やが珍めずらしく吐はいた弱音に真ま夜やが浮うかべた笑えみは、気の所せ為いか少しばかりサディスティックなものだった。

『大だい丈じよう夫ぶですよ。国防軍も日本の沿岸近くでマテリアル・バーストを使用しろとは言ってこないでしょうから。達たつ也やさんに求められる役割は、超ちよう遠えん距きよ離り狙そ撃げきによる敵てき艦かん艇ていの足止めではないかしら。それと、敵の魔ま法ほうの無効化ね』

　達たつ也やは最後の一言で、真ま夜やが何な故ぜ国防軍の後あと押おしをするようなことを言い出したのか、本音が分かった気がした。

「戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう『トゥマーン・ボンバ』の分ぶん析せきをお求めですか？」

『達たつ也やさんでも一目で解明できるとは考えていません。何らかの手て掛がかりが得られれば十分です。どんな些さ細さいなものでも構いません』

「了りよう解かいしました」

　達たつ也やの答えに、真ま夜やはにっこりと微ほほ笑えんだ。

『日曜日に会えることを楽しみにしています』

「恐おそれ入いります」

　達たつ也やが頭を下げている間に、真ま夜やとの電話は切れた。




　電話の最さい中ちゆう、立ちっぱなしだった達たつ也やは、ヴィジホンの画面がブラックアウトしているのを確かく認にんして、やや乱暴な仕し種ぐさでソファに腰こしを下ろした。

「お兄様、その……、お疲つかれさまです」

　深み雪ゆきが気き遣づかわしげに、達たつ也やの隣となりではなく前に跪ひざまずき、彼かれの顔を見上げる。

　達たつ也やは笑えみを浮うかべて身体からだを起こし、深み雪ゆきの髪かみを軽くかき乱すように撫なでた後、再びソファに背中を預けた。

「急に慌あわただしくなってきたな」

「本当ですね……。あの、十じゆう文もん字じ先せん輩ぱいの会議には、わたしが出席致いたしましょうか？」

　深み雪ゆきが恐おそる恐おそる、達たつ也やの膝ひざに手を置いた。

「いや。大だい丈じよう夫ぶだよ」

　その手ての甲こうに、達たつ也やが自分の掌てのひらを重ねる。

　深み雪ゆきの行こう為いは深く考えた結果ではなかったのだろう。彼女かのじよはハッと目を見開き、慌あわてて手を引ひっ込こめた。

「……申し訳ございません」

　深み雪ゆきは恥はずかしそうな顔で達たつ也やから目を背そむけている。

「……俺おれの方こそすまない」

　自分の行動を意識していなかったのは達たつ也やも同様だったようで、彼かれは少し驚おどろいた表情を浮うかべて深み雪ゆきに触ふれていた自分の手を見み詰つめている。

　その何ど処こか呆ぼう然ぜんとした様子に、深み雪ゆきの動どう揺ようはますます激しくなった。

「あのっ！　決して達たつ也や様に触ふれられていたのが嫌いやだったとか、そういうことではなくてですね！　お兄様に手を握にぎっていただけるのは望外の喜びなのですが、突とつ然ぜんのことに驚おどろいたと申しますか……」

　達たつ也やのことを「お兄様」と呼ぶべきなのか「達たつ也や様」と呼ぶべきなのか、その迷いさえ忘ぼう却きやくの彼方かなたに飛んでいっている様子だ。

　狼ろう狽ばいしている深み雪ゆきを見ている内に、達たつ也やは落ち着きを取とり戻もどした。

「深み雪ゆき、落ち着け」

「はい、いえ、ですが」

「落ち着きなさい」

「……はい」

　深み雪ゆきが上うわ目め遣づかいに達たつ也やの表情をうかがう。

　達たつ也やは「気にしていない」という印に、小さく頷うなずいた。

　深み雪ゆきの手が再び、怖おず怖おずと達たつ也やの膝ひざに伸のびる。

　膝ひざに置かれた深み雪ゆきの手ての甲こうに、達たつ也やは自分の掌てのひらを重ねた。

　深み雪ゆきの手は、ピクリとも動かない。反射的に手を引こうという素そ振ぶりすら無い。

「……不思議です。先さき程ほどのわたしはどうして、あんなに心を揺ゆらしてしまったのでしょうか」

「今度は大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい。……いいえ」

　矛む盾じゆんする回答の説明を、達たつ也やは催さい促そくしなかった。

　やがて深み雪ゆきがゆっくりと、その艶あでやかな唇くちびるを開く。

「私の心は、今も大きく揺ゆれ動うごいています。鼓こ動どうは激しく胸を打ち、息も満足にできません」

　そう言いながら、深み雪ゆきの表情は穏おだやかだ。

「わたしが達也様に触ふれられて、平気でいられるはずはないのです。ですが、何な故ぜでしょうか。今のわたしは、先さき程ほどのわたしのように、自分を見失ってはいません。心は激しく揺ゆれていますが、その波は大きく、そのリズムは規則正しく、この息苦しささえ、心地ここち良よいのです」

　深み雪ゆきが自分の手を包つつみ込こむ達たつ也やの指に、そっと顔を乗せる。

「お兄様と呼ばせていただいていた頃ころよりも、わたしの心は大きく揺ゆれているのに……、すごく、しっくりくるのです。まるで、こうして揺ゆれ動うごいている状態こそが、わたしの心のあるべき姿だとでもいうように」

　目を細めて深み雪ゆきを見み詰つめていた達たつ也やは、ふと空気の揺ゆらぎを感じて顔を上げた。

　彼かれが目を向けた先には、髪かみの隙すき間まから見える耳を赤くしてキッチンへ逃にげ込こむ水み波なみの姿があった。




　　　　◇　◇　◇




　不ふ吉きつな予言と、喜ばしい予言。どちらが当たる確率が高いかと問われれば、大たい抵ていの人は「不ふ吉きつな予言だ」と答えるだろう。

　真ま夜やが達たつ也やに告げた予言も、残念ながら現実のものとなった。

　四月十三日、土曜日。座学の授業中、達たつ也やの授業用端たん末まつに学校からの緊きん急きゆうメッセージが表示された。

　達たつ也やはその指示に従い、端たん末まつに個別配信される授業を中断して教室を後にする。クラスメイトたちは「何だ？」という顔をしていたが、すぐに自分の端たん末まつへ目を戻もどした。

　達たつ也やが向かった先は応接室。そこにはスーツ姿の真さな田だが待っていた。

　達たつ也やは敬礼ではなく一礼して真さな田だの前に進んだ。真さな田だが学校の職員に目配せする。職員は、渋しぶ々しぶではあるが、応接室から退出した。

　応接室が真さな田だの魔ま法ほうにより遮しや音おんフィールドに包まれる。それを確かく認にんして、達たつ也やが先に口を開いた。

「真さな田だ少しよう佐さ、北海道に出動中ではなかったのですか？」

「急きゆう遽きよ、戻もどってきました。君の力が必要です」

　いつもと変わらぬ表情だが、真さな田だは焦あせっているのだろう。話し方が、要領を得ていない。

「分かりました。状じよう況きようは基地でうかがいます」

　しかし達たつ也やは、ここで問答をして時間を無む駄だにする愚ぐは犯おかさなかった。それに幾いくら音を遮しや断だんしているといっても、学校内で作戦の詳くわしい話などできない。

「霞かすみヶが浦うらですか？」

「そうです。すぐに出られますか？」

　真さな田だの性急な問とい掛かけに、達たつ也やは「大だい丈じよう夫ぶです」と答えた。生徒会役員の達たつ也やはＣＡＤを事務室に預ける必要がないし、女子生徒と違ちがって情報端たん末まつ以外には持ち歩く私物も無い。

「ではすぐに行きましょう」

「分かりました。早退届を出してきますので、ここで待っていてください」

　達たつ也やは真さな田だの焦あせりをたしなめるような口調でそう言って、応接室から出て行った。




　立たち川かわ基地を経由して、ヘリで霞かすみヶが浦うらへ。学校を後にして一時間後、達たつ也やは一〇一旅団司令部ビルの指揮指令室にいた。

　この部屋には対つし馬ま要よう塞さいの観測室と同じく、偵てい察さつ衛星や成せい層そう圏けんカメラの情報を三次元処理してあたかも現場にいるような視界を作り出す設備が備わっている。達たつ也やはその装置の中に小しよう銃じゆう形態特化型ＣＡＤ『サード・アイ』を手にして椅子に座っていた。

　彼かれが着けているゴーグルは、ムーバル・スーツのヘルメットと同様、サード・アイに接続されている。封ふう印いんを解いていないのでマテリアル・バーストは使えないが、何い時つでも超ちよう遠えん距きよ離り狙そ撃げきができる態勢だ。

　サード・アイはマテリアル・バーストを運用する為ために作られたＣＡＤだ。しかし、マテリアル・バーストにしか使えないわけではない。

　サード・アイの機能は超ちよう遠えん隔かく精密照準補助。他の魔ま法ほうの照準にも流用できる。

　無論、術者が使いこなせなければ無用の長物だ。偵てい察さつ衛星や成せい層そう圏けんカメラから得られた情報を、視覚から得られた情報と同じように処理する能力があってはじめて、サード・アイは所定の機能を発揮する。

　そして達たつ也やには、その技術がある。サード・アイを使用することで、何百キロも離はなれた場所へ雲散霧消ミスト・デイスパージヨンや術式解散グラム・デイスパージヨンを届かせることが彼かれにはできる。

「大おお黒ぐろ特とく尉い」

　その声に達たつ也やが立ち上がる。

「作戦に変へん更こうはありません」

　今日、この場で達たつ也やに指示を出す者は、風かざ間まではない。銀色に見える総白はく髪はつの髪かみから『銀ぎん狐ぎつね』の異名を取る女性将官、旅団長・佐さ伯えき広ひろ海み少将だ。

　スクリーンには成せい層そう圏けんカメラが捉とらえた宗そう谷や海かい峡きよう、国際名めい称しようラ・ペルーズ海かい峡きようのリアルタイム映像が映っている。

「第一目標は敵魔ま法ほうの無効化。それが不可能な場合は、侵しん攻こう艦かん艇ていの航行阻そ害がいです。撃げき沈ちんは可能な限り避さけるように」

「了りよう解かい」

「特とく尉い、準備は良いいですか」

　佐さ伯えきの最終的な指図に続いて真さな田だが達たつ也やに声を掛かけた。

「準備完かん了りよう。既すでに敵魔ま法ほうの発動を監かん視し中です」

「よろしい。では、席に戻もどってください」

　達たつ也やが再び腰こしを下ろす。立ったまま待機などという無む駄だなことを佐さ伯えきは命じない。彼女かのじよが求めるのは万ばん全ぜんなパフォーマンスだけだ。

　スクリーンには、樺から太ふとから南下する多数の小型舟しゆう艇ていが映っていた。一見しただけでは漁船に見えるが、成せい層そう圏けんカメラに附ふ属ぞくしている各種センサーはほとんどの船が戦せん闘とう艦かん艇ていであることを示している。本物の漁船らしきものが混ざっているのは、偽ぎ装そうの為ためと、わざと撃げき沈ちんさせて後から言いい掛がかりを付ける材料にする為ためか。

　撃げき沈ちんせずに足を止めるというのはこの言いい掛がかりを避さける為ための方策で、達たつ也やはそれを可能とする魔ま法ほう師しとして駆かり出だされたようなものだった。

　魔ま法ほうにとって、物理的な距きよ離りは本質的な障しよう碍がいにならない。何千キロ、何万キロ離はなれていても情報的に近づくことができれば魔ま法ほうの行使は可能だ。

　これを逆に言えば、魔ま法ほう師しは他の魔ま法ほう師しが何ど処こから魔ま法ほうを放ったのかについて、情報的な距きよ離りと方角でしか捉とらえることができないということだ。魔ま法ほうの発動は知覚できても、それが地理的に何ど処こになるのか分からない。物理的な距きよ離りが近ければ、情報的な座標と相対位置座標を一いつ致ちさせるのは難しくない。だが普ふ通つうの魔ま法ほう師しは数百メートルも離はなれれば、どの地点から魔ま法ほうを撃うたれたのか認にん識しきできなくなる。

　一方、機械的なセンサーは物理的な距きよ離りそのものに探知精度が左右される。長ちよう距きよ離りセンサーは一いつ般ぱん的な魔ま法ほう師しよりもむしろ広い範はん囲いで、魔ま法ほうを放った魔ま法ほう師しが潜ひそんでいる場所を突つき止とめることができる。だがそれも数十キロのスケールになれば、魔ま法ほうと、それを使った魔ま法ほう師しを関連づけることが難しくなる。現行の技術では、ある場所で魔ま法ほうが発動したと同時に、別の場所にいる魔ま法ほう師しが同じ種類の魔ま法ほうを使ったとしか分からない。因果関係を推定することはできても、それを確定することはできない。

　魔ま法ほう師しと魔ま法ほう発動地点の距きよ離りが数百キロメートルレベルになれば、何ど処こで魔ま法ほうが使われたのかを推定することさえ事実上不可能だ。そして達たつ也やは、この超ちよう長ちよう距きよ離り魔ま法ほうを正確な照準で行使することができる。

　座すわったまま、スクリーンを見み詰つめる達たつ也や。銃床ストツクを床ゆかに着けて立てた状態でも、サード・アイはこの部屋の情報機器とリンクしている。達たつ也やのゴーグルには、大型スクリーンに映っていない複数の数値データが表示されている。

　その内、想子サイオン波の振しん幅ぷくを示す値あたいが不自然に変動し始めた。短時間で不規則に上じよう昇しようと下降を繰くり返かえす。

　達たつ也やが立ち上がり、サード・アイを構えた。突とつ然ぜんのその行動を訝いぶかしむ者はいない。各士官が座すわるコンソールには、達たつ也やのゴーグルと同じ情報が示されている。

「想子サイオン波の活性化を確かく認にん！」

　オペレーターの声が室内に響ひびき渡わたる。

　スクリーンの映像がスクロールし、想子サイオン波の高まりが認められた地点が中央に表示された。

　迎げい撃げきに出ている日本艦かん艇ていの進路上、目と鼻の先とも言って良い場所だ。

　達たつ也やはサード・アイの補助を受けてエレメンタル・サイトを当とう該がい座標へ向けた。

　小規模な魔ま法ほう式しきが生まれようとしている。

　事象改変の対象となる範はん囲いが狭せまいというだけでなく、予想される完成後の魔ま法ほう式しきの情報量も少ない。既すでに投射された内容から判断して水を水素と酸素に分解し点火する魔ま法ほうだが、これでは対人地じ雷らい程度の威い力りよくしか出せない。

　達たつ也やがそこまで読み取るのに掛かけた時間は、誇こ張ちよう抜ぬきに一いつ瞬しゆんだ。既すでにＣＡＤの引き金は引いている。彼かれは読み取った情報を元にして術式解散グラム・デイスパージヨンの魔ま法ほう式しきを自分の演えん算ざん領りよう域いきで組み上げ、敵の魔ま法ほう式しき目め掛がけてまさに放とうとしていた。

　だが彼かれは、術式解散グラム・デイスパージヨンの射出を中断した。

　敵の魔ま法ほう式しきに未知の要素が書かき込こまれたからだ。

　今のままでも、水の分解と酸水素ガスに点火する魔ま法ほう式しきのモジュールは破は壊かいできる。彼かれが魔ま法ほうを中断してしまったのは、見たことがないモジュールに目を奪うばわれてしまったからだった。

　追加された要素は二つ。その内の一つ、遅ち延えん発動は多少アレンジが加わっているとはいえ、解読に苦労はしなかった。

　しかしもう一つの要素が、達たつ也やの注意を釘くぎ付づけにした。

（魔ま法ほう式しきの複写？）

（……いや、単なるコピーではない。全く同じ魔ま法ほう式しきを複製するのではなく、投射座標と発動時点を変化させながら新しい魔ま法ほう式しきを自動的に構築している？）

　魔ま法ほう式しきは魔ま法ほう演えん算ざん領りよう域いきの内部で構築するもの。現代魔ま法ほうの常識だが、全ての魔ま法ほうに適用されるものではない。例えば呪じゆ符ふを使った古式魔ま法ほうは、最終的な魔ま法ほう式しきの構築を呪じゆ符ふの上で行う。古式魔ま法ほうには「祭さい壇だん」や「魔ま法ほう書」、「杖つえ」など、魔ま法ほうの媒ばい体たいとなる道具の上で魔ま法ほう式しきを組み立てるものも少なくない。

　しかし彼かれが今「視みて」いるものは、そのどれとも違ちがう。

　魔ま法ほう式しきに魔ま法ほう式しきを構築する機能が組くみ込こまれている。

　ループキャストと似ているが、ループキャストが魔法演算領域内で魔ま法ほう式しきに起動式を組み立てる機能を与あたえるものであるのに対して、このモジュールは魔法の発動対象であるエイドス上で魔ま法ほう式しきが魔法式を組み立てるものだ。しかもループキャストが全く同じ起動式を複写するだけのものであるのに対し、このモジュールは元になった魔ま法ほう式しきとは異なる変数を自動的に入力していく機能を持っている。

　彼かれが一いつ瞬しゆんの思考に沈しずんでいる隙すきに、敵の魔ま法ほう式しきは一気に増ぞう殖しよくし海面を覆おおった。

（遅ち延えん発動はこの為ためか！）

　魔ま法ほう式しきが複写されるわずかなタイムラグを調節し、全ての魔ま法ほう式しきを同時に作動させて一いつ斉せいに酸水素ガスを生成・点火する。

（これがトゥマーン・ボンバ!?）

　戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうトゥマーン・ボンバの、これが全容だという確信は持てない。

　だが同時に、迷っている暇ひまも無かった。

　達たつ也やは術式解散グラム・デイスパージヨンを破は棄きし、雲散霧消ミスト・デイスパージヨンの魔ま法ほう式しきに切きり替かえる。

　事象改変効果は、水の分解。水素と酸素への分ぶん離り。

　酸水素ガスの燃ねん焼しようは、水素と酸素の結合。水の合成。

　敵の魔ま法ほう式しきが熱エネルギーを与あたえて水素を燃ねん焼しようさせるものではなく、水素と酸素を直接結合させるものであることは分かっている。

　魔ま法ほうによる水の合成と、魔ま法ほうによる水の分解。

　正反対の事象改変を強制する魔ま法ほうが、互たがいを無効化する「相そう剋こく」を引き起こす！

「敵魔ま法ほうの無効化を確かく認にん」

　真さな田だの声に振ふり向むきもせず、達たつ也やは敵の舟しゆう艇ていに照準を合わせた。

　今はギリギリで間に合ったが、次も上う手まくいく保証は無い。

　それに、あれ以上発動の範はん囲いを広げられたら、達たつ也やの魔ま法ほうではカバーしきれない。敵が魔ま法ほう式しきを複写し終える前に無効化しなければ、手に負えない規模に成長していく可能性がある。

　しかも複写元になる魔ま法ほう式しきは、連射可能かもしれないのだ。

（厄やつ介かいな魔ま法ほうだ）

　少なくとも、すぐには決定的な対応策を考え出せない。

　その代わり彼かれは、敵を航行不能に追おい込こむことに決めたのだった。

　達たつ也やの雲散霧消ミスト・デイスパージヨンが敵船のスクリューを次々と分解していく。

　先頭から順に足が止まり、樺から太ふとから押おし寄よせた舟しゆう艇てい群は渋じゆう滞たいの状じよう況きようを呈ていし始める。

　彼かれは敵船の三分の一を足止めして、サード・アイを構えていた手をようやく下ろした。
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　ウラジオストク、新ソビエト科学アカデミー極東本部。その一角にある窓の無い建物の中で、縦横高さ三メートルの筐きよう体たいの中から近代の宮きゆう殿でんで使われていた玉座のような椅い子すがゆっくりと迫せり出だした。

　その椅い子すに座すわっていたのは新ソ連の公こう認にん戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師し、イーゴリ・アンドレイビッチ・ベゾブラゾフ。

　彼かれは鼻の辺りまでを覆おおっているヘルメットをゆっくりと外し、軽く頭を振ふって立ち上がった。

「あの魔ま法ほうは『分解』か……？」

　誰だれもいない室内で呟つぶやき、ベゾブラゾフは視線を巡めぐらせる。

　この研けん究きゆう棟とうには窓が無い。この建物にある物は全て、高度の機密性を有している。

　例えばベゾブラゾフがこもっていた背後の筐きよう体たいは、魔ま法ほう師しが内部に収まって操作する魔ま法ほう演算補助スーパーコンピュータ。単なるＣＡＤとは一線を画する、大規模魔ま法ほうの発動を補助するための装置だ。全ての要素をその都度演算し最適な起動式を提供することで、魔ま法ほう師しは意識的な努力無しに自分だけでは到とう底てい実行できない規模の魔ま法ほうを行使する。

　だから外に目を向けても、見えるのは壁かべだけだ。だがベゾブラゾフは分厚い壁かべを見通すような視線を東北東の空に向けた。

　その下では現在、失敗に終わった日本侵しん攻こう軍が撤てつ退たいを開始しているはずだった。

　ベゾブラゾフが支し援えんを続ければ、まだまだ逆転も可能だっただろう。だが今回の作戦は、本気で日本侵しん攻こうを目もく論ろんだものではない。下級軍人のガス抜ぬきの為ために実じつ施しされた演習みたいなものだ。

　大だい亜あ連合と大規模紛ふん争そうを終えたばかりの日本に、逆侵しん攻こうの余よ裕ゆうは無い。そう計算した上での作戦だった。

（まあ、この読みが外れることは無いでしょうけど……）

　まだ確定では無いが、彼かれが見ていた限り、日本軍の追つい撃げきに樺から太ふとまで届く勢いは無かった。

　計算外があったとすれば、自分の魔ま法ほうを無効化した魔ま法ほう師しの存在だ。

（一体何者なんですかね……？　もしや大だい亜あ連合艦かん隊たいを殲せん滅めつした、質量・エネルギー変換へんかんの戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しでしょうか……）

　ベゾブラゾフは独り、心の中で呟つぶやく。彼かれはたった一度の交こう錯さくで、真実に大きく迫せまっていた。
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　四月十四日、日曜日。今日は克かつ人とが招集した二十八家の若手会議の日だが、達たつ也やはいつもと変わらず八や雲くもの寺へ修しゆ行ぎように出で掛かけた。十じゆつ師し族ぞくの会議は達たつ也やにとって、日課の変へん更こうを強しいるものではなかった。

　だが今日の彼かれがいつもと変わらなかったかというと、それも違ちがった。昨日の、戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師し・ベゾブラゾフと推定される魔ま法ほう師しとの対決は、達たつ也やの中に大きな懸けん案あん事じ項こうを残していた。

　あのトゥマーン・ボンバと思われる魔ま法ほうを、達たつ也やは術式解散グラム・デイスパージヨンで無効化できなかった。

　昨日は自分から術式解散グラム・デイスパージヨンを中断したのだが、本気でやり合っても完全に無効化するのは難しいに違ちがいない。

　それは達たつ也やにとって、初めての経験だった。彼かれには克かつ人とのような、あるいは水み波なみのような、強力な防ぼう御ぎよ魔ま法ほうは使えない。自分以外の誰だれかを魔ま法ほう攻こう撃げきから守る為ためには、敵の魔ま法ほうを無効化する。それが彼かれのスタイルだ。

　あの魔ま法ほう式しきを自動複製しながら広こう範はん囲いに展開していく魔ま法ほうに対たい抗こうする為ためには、どうすれば良いのか。自分に何ができるのか。ふとしたはずみに、ついついそれを考えてしまう。目の前のこととは別のことに気を取られて注意が疎おろそかになるというのは、達たつ也やには非常に珍めずらしいことだった。

　八や雲くもとの組み手の最中に気を逸そらすことはさすがに無かった。だが自宅に戻もどって、気が弛ゆるんでしまったようだ。

　シャワーを浴びている最中も、汗あせを流し終えて身体を拭ふいている最中も、意識のほとんどは「昨日の魔ま法ほうにどう対たい抗こうするか」に占しめられていた。普ふ段だんなら意識しなくても気づけるはずの物音や人の気配をスルーしてしまう程ほどに。

（一つの魔ま法ほう式しきであれば、どんなに大規模なものであっても術式解散グラム・デイスパージヨンで処理できる）

（記述内容が同じであれば、何百、何千の魔ま法ほう式しきであろうと一つのものとして処理できる）

（しかし昨日の魔ま法ほうは、少しずつ記述内容が違ちがう無数の魔ま法ほう式しきの集合体だった）

（座標／場所が違ちがうだけならともかく、発動タイミング／時間までずらされては、情報的に同じものとして処理することができない）

（あの自動複製により連れん鎖さ的に展開されていく魔ま法ほう……面めん倒どうだな、仮に『チェイン・キャスト』と名付けるか。チェイン・キャストが完成してしまっては、今の俺おれにはどうしようもない）

（展開が完かん了りようする前に起点となる魔ま法ほう式しきを潰つぶす。これが最も効果的だが……）

（……そう簡単にはいくまい。相手もその対策は考えているはずだ）

（一つ一つの魔ま法ほう式しきは、大した威い力りよくではなかった。攻こう撃げきできる範はん囲いは広いが、特別に高熱、高圧力となる爆ばく心しん地は無い。叔お母ば上が言うように、気体爆ばく弾だんと同じだな）

（高出力の障しよう壁へき魔ま法ほうなら、確実に対たい抗こうできるだろう）

（やはりそもそもの問題は、俺おれが障しよう壁へき魔ま法ほうを満足に使えないことか）

（聖遺物レリツクに障しよう壁へき魔ま法ほうをプログラムするか？　いや……聖遺物レリツクの分ぶん析せきは進んでいるが、実戦で頼たよれる段階じゃない）

（ピクシーに障しよう壁へき魔ま法ほうを覚えさせるか？）

（水み波なみを常に側そばに置いておくというのは、現実的じゃないしな……）

　あるいは、そんなことを考えていた所せ為いかもしれない。

　突とつ如じよ、脱だつ衣い所の扉とびらが開いた。幾いくら考え事に没ぼつ頭とうしていても、さすがにその音には気づく。髪かみを拭ふいていた達たつ也やがタオルの隙すき間まから目を向けると、開け放たれたドアの向こう側で、水み波なみが目を見開き立たち竦すくんでいた。

　達たつ也やも驚おどろかなかったわけではない。だが彼かれは一いつ瞬しゆんで動どう揺ようから立ち直った。シャワーを終えたばかりといっても、マナーとして叩たたき込こまれた無意識の行動で、タオルを巻いて下半身の重要部位は隠かくしている。裸はだかなのは上半身だけだ。

「水み波なみ」

　彼かれは水み波なみと目を合わせぬようにして、できる限り平静な声で話はなし掛かけた。

　しかし、返事が無い。達たつ也やが見えていないということはないはずだ。水み波なみの顔は、真っ赤に茹ゆで上あがっているのだから。

「水み波なみ、ドアを閉めてくれ」

　今度は少し強い口調で話はなし掛かける。

「────っ」

　数秒の、時間差を置いて。

「し、し、失礼しましたっ！」

　水み波なみは大きな音を立てて、脱だつ衣い所の扉とびらを閉めた。その後、派手に床ゆかが鳴ったのは、水み波なみが廊ろう下かで転んだのだろう。

　達たつ也やはバツが悪い思いを嚙かみ締しめながら、手早く衣服を身に着けた。




　ダイニングでは、テーブルの上に朝食の準備が整っていた。

　そして床ゆかの上では、水み波なみが震ふるえながら土下座していた。

　達たつ也やが席に着いている深み雪ゆきにチラリと視線を投げる。

　深み雪ゆきは「滅めつ相そうもありません！」という表情で首を左右に振ふった。

　どうやら水み波なみの土下座は、深み雪ゆきの怒いかりを買ったからではなさそうだ。

「水み波なみ。まあ、気にするな」

「そうは参りません！　深み雪ゆきさまを差し置いて達たつ也や様のお身体からだを拝見するなど、メイドにあるまじきご無礼！」

　深み雪ゆきが「差し置いてって、何が……」と複雑そうに呟つぶやいたが、水み波なみの耳には入らなかった。
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「どうか、私に罰ばつをお与あたえください！」

「いや……鍵かぎを掛かけなかった俺おれも悪かったんだから、そう自分を責めることは無い」

「いいえ！　達たつ也や様がご入浴中と気づかなかったのは、百パーセント私の過失です！　どうかこの駄だ目めメイドに、罪に相応ふさわしいお仕置きを！」

「お仕置きって、あのな」

　どうも水み波なみは、変なスイッチが入ってしまっているようだ。

　困こん惑わくした達たつ也やは、助けを求めるように深み雪ゆきの顔を見た。

「水み波なみちゃん、最近、近代ヨーロッパを舞ぶ台たいにした恋れん愛あい小説に嵌はまってしまったみたいで……」

　深み雪ゆきが苦く笑しようしながら達たつ也やにアドバイス（？）する。

　確かに、助言にはなった。お蔭かげで達たつ也やが懐いだいた疑問は解消した。しかし残念ながら、何の解決にもなっていない。

　仕方が無い、と達たつ也やは思った。水み波なみに責められるべきことは無いのだが、このままでは後の予定にも差さし障さわる。達たつ也やは心を鬼おににすることにした。

「……水み波なみ、俺おれはこれから大事な会議に出席しなければならない。それは覚えているな」

「──はい」

　水み波なみは床ゆかに額をつけたまま大声で答えた。

「会議の後は本家へ行かなければならない。当然お前にも、深み雪ゆきの護衛として同行してもらう」

「承知しております」

「このように今日は忙いそがしい。お前を罰ばつしている時間など無いのだ。俺おれが言っていることは理解できるな？」

「……はい」

「では、立て。そしてまず食事を済ませ、その後、為なすべき事を為なせ。自分の仕事もできずに、罰ばつを与えてもらえるなどと思うな」

「……かしこまりました」

　水み波なみはしょんぼりした表情で食しよく卓たくに着いた。達たつ也やは大いに罪悪感を刺し激げきされたが、自分が罪の意識を覚えていることに釈しやく然ぜんとしない思いも懐いだいていた。
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　朝早くからの思わぬ寸劇は達たつ也やの精神的なスタミナを削けずったが、チェイン・キャスト対策を一いつ旦たん棚たな上あげにするという効果もあった。達たつ也やは気分を変えて、横よこ浜はまにある魔ま法ほう協会関東支部に向かった。

　支部がある横よこ浜はまベイヒルズタワーの入り口で、達たつ也やは偶たま々たま、良く知っている三姉妹しまいの姿を目にした。

　先方も達たつ也やにすぐ気がついたようで、声を掛かけてきたのは向こうが早かった。

「あら、達たつ也やくん。お久ひさし振ぶりね」

　明るい色のスーツを着た真ま由ゆ美みが、フォーマルな格好に似つかわしくないラフな仕し種ぐさで手を振ふる。タイトなスーツが小こ柄がらながらメリハリの利きいた体型を強調して「大人の女性」を演出しているだけに、少々残念にも思える態度だ。

　だがそれも、真ま由ゆ美みらしいと言えるかもしれない。

「お久ひさし振ぶりです。七さえ草ぐさ先せん輩ぱいも出席されるんですか？」

　七さえ草ぐさ家けから今日の会議に出席するのは長男の智とも一かずだと、達たつ也やは考えていた。だが参加者人数は限定されていない。五人も十人も押おし掛かけるのは顰ひん蹙しゆくを買うかもしれないが、二人や三人程度なら常識的な範はん囲いに収まるだろう。

「ううん。私たちはお手伝いなの」

　だがこれは達たつ也やの考かんがえ違ちがいだった。真ま由ゆ美みだけでなく香か澄すみと泉いず美みまで少し大人っぽくドレスアップしているのは、受付や案内を手伝う為ためらしい。

「しかし何な故ぜ先せん輩ぱいたちが？　今日の会議は十じゆう文もん字じ家け主しゆ催さいだと思っていましたが」

　達たつ也やは、軽い牽けん制せいのジャブのつもりでそう訊たずねただけだ。

「今日の会議は家うちの兄が十じゆう文もん字じくんに提案したものだから、私たちが手伝うのは当然よ」

　だが真ま由ゆ美みは、内幕をあっさり白状した。

「……良いいんですか？　そんなことを暴ばく露ろして」

「構わないんじゃない？　父も私たちがお手伝いすることを止めなかったし」

　会議の参加者でもない真ま由ゆ美みが妹と共に表に出て主しゆ催さい者しやみたいな真ま似ねをしていれば、色々詮せん索さくを受けて裏事情がばれるおそれがある。それを認めたのだから、ばれても構わないと思っているんでしょ、という理り屈くつだ。

「その結論は乱暴すぎると思いますが……」

　真ま由ゆ美みと七さえ草ぐさ家け当主・弘こう一いちの間に確かく執しつがあることは薄うす々うす分かっていたが、これはちょっと真ま由ゆ美みらしくないと達たつ也やは感じた。彼女かのじよは父親に対する感情とは別に、七さえ草ぐさ家けの利益は大事にしているはずだった。

「先せん輩ぱいはもしかして、十じゆう文もん字じ先せん輩ぱいを利用した形になっていることが気に食わないんですか？」

　達たつ也やのふとした思い付きに、香か澄すみと泉いず美みが揃そろって「えっ!?」という顔になった。

「そ、そんなことあるわけないじゃない！　無関係よ！」

　達たつ也やの、というより、目を丸くした妹たちの視線に狼狽うろたえて、真ま由ゆ美みは舌をもつれさせてしまう。

　その慌あわてようは、質問した達たつ也やの方がびっくりしてしまうものだった。

「…………」

「何よ、その目は！　私と十じゆう文もん字じくんは、そんな関係じゃないわよ！」

「……そんなつもりは無かったのですが」

「が、って何よ、『ですが』って！　本当に、そんなんじゃないんだからね！」

　そこまで動どう揺ようすることではないように思われたが、達たつ也やはそれ以上余計なことは言わなかった。

「先せん輩ぱい、注目されていますよ」

　この忠告は、「余計なこと」ではなく「必要なもの」だろう。

　その証しよう拠こに──と言えるかどうか分からないが、達たつ也やの指し摘てきに真ま由ゆ美みは絶句し、硬こう直ちよくした。

「俺おれはもう行きます。場所は知っていますので」

　案内は不要、を省略して、エレベーターホールへ足を向ける。

　達たつ也やはこれ以上真ま由ゆ美みに迷惑を掛けない為に、会場となるフロアへ向かった。




　会議の開始は午前九時。予定時間まで、まだ二十分もある。だが会議室の前には既すでに大勢の魔ま法ほう師しが集まっていた。会議室は既すでに開いていたが、席に着かず立ち話で情報収集を試みている人間の方が多いようだ。

　その中に達たつ也やは、見慣れた制服姿を見つけた。

「七しつ宝ぽう」

「あっ、司し波ば先せん輩ぱい」

　一高の制服で所在なげにたたずんでいたのは一学年下の七しつ宝ぽう琢たく磨まだった。本人は絶対に認めないだろうが、面識が無い年長者の集団に尻しり込ごみしていたようだ。達たつ也やが声を掛かけると、少しホッとした顔で近寄ってきた。

「中に入らないのか？」

　達たつ也やは前置きを飛ばしてそう訊たずねた。「お前が参加するのか？」という質問はしない。

　琢たく磨まが一人っ子であることは、学校に提出された資料を見るまでもなく知っている。早そう婚こん多産が奨しよう励れいされる魔ま法ほう師しといえど、子供の数を強制されることはない。家か畜ちくではないのだ。二人目が中々できないからといって、治療を押おし付つけられたりはしない。

　そして琢たく磨まが一人っ子である以上、七しつ宝ぽう家けを代表して彼かれがこの会議に出てくるのは、達たつ也やにとり自明だった。

　琢たく磨まも、達たつ也やがこの場に姿を見せたことに違い和わ感かんは懐いだいていないようだが、彼かれの場合はそれを気にする余よ裕ゆうが無かった、という方が正解のようである。

「もう入れるようなんですが、席が決まっていないらしく……」

　琢たく磨まが気き後おくれを隠かくせない声で達たつ也やの問いに答える。

　つまり、何ど処こに座すわって良いか分からないということだろう。

「一いつ緒しよに来るか？」

「お願いします！」

　随ずい分ぶん素す直なおになったものだ、と十と三み束つかあたりならば考えたかもしれない。だが達たつ也やは琢たく磨まの態度に、特別何かを感じたりはしなかった。彼かれは琢たく磨まを単なる学校の後こう輩はいとして従え、会議室に入った。




　会議室には、長机が中空あきの正方形にセッティングされていた。

　一辺に座席は六つ。正面奥おくだけ五つだから、参加者は二十三人ということだ。

　達たつ也やはその右側の列に腰こし掛かけた。上座・下座は特に意識していない。彼かれがそこを選んだのは、知人がいたからだ。

「一いち条じよう、久ひさし振ぶりだな」

「まだ一ヶ月しか経たっていない」

　達たつ也やの挨あい拶さつに、三高の赤い制服を着た将まさ輝きがやや憮ぶ然ぜんとした表情で応じる。本気で不快感を覚えているというより、どんな顔をして良いのか分からないといった感じだ。

「お前一人か」

「一人で十分だろう」

　今度は将まさ輝きの問とい掛かけに、達たつ也やは真面目な顔で答えた。将まさ輝きは深み雪ゆきが来ることを期待したのだろうが、達たつ也やが彼女かのじよをこんな場所に出すはずはないとも分かっていたのか、余り失望した様子は無かった。

「ところで一いち条じよう」

　達たつ也やが将まさ輝きの方へ身体からだを乗り出し、声を潜ひそめた。

「御お父上の御ご加減はどうだ」

　その質問は、琢たく磨まにも聞こえなかっただろう。将まさ輝きは反射的に顔を顰しかめたが、達たつ也やが気を遣つかっているのは理解していた。

「……随ずい分ぶん良くなってきている。司し波ば、礼を言う」

　将まさ輝きが達たつ也やに御お礼れいをしたのは、四よつ葉ば家けが夕ゆう歌かを派は遣けんした件についてだ。達たつ也やはすぐにそれを悟さとったし、「何のことだ」と惚とぼけたりもしなかった。

「困った時はお互たがい様だし、家うちは専門家を紹しよう介かいしただけだ。気持ちだけ、受け取っておく」

　それに、夕ゆう歌かと四よつ葉ばの関係を隠かくすことも忘れなかった。

「そうか」

　それ以上、くどくどと言葉を重ねるのはかえって失礼だと将まさ輝きは考えたのだろう。彼かれは短い一言と共に会え釈しやくして口を閉ざした。達たつ也やも姿勢を元に戻もどした。

　二人の挨あい拶さつが一段落したと見たのか、わざと別方向を向いていた琢たく磨まが立ち上がって将まさ輝きに話はなし掛かける。

「一いち条じようさん。七しつ宝ぽう琢たく磨まです。先月一高にいらしていた時には、お話しする機会が得られず残念でした。今後、よろしくお願いします」

「一いち条じよう将まさ輝きだ。こちらこそよろしく頼たのむ」

　将まさ輝きが年長者らしく、座すわったまま鷹おう揚ように一礼を返す。

　去年の琢たく磨まなら、将まさ輝きのこの態度に怒いかりを覚えたかもしれない。だが今の琢たく磨まは、これを当たり前のものとして受け取っていた。

　むしろ琢たく磨まは、将まさ輝きに何やら親近感を覚えたようだ。

「一いち条じようさんも制服なんですね」

　何に親近感を懐いだいたのかを聞いてみれば、単純な話だったが。

「高校生の正装は制服だ」

　将まさ輝きの「当然だ」と言わんばかりの答えに、達たつ也やは思わず苦く笑しようを漏もらしてしまった。




　会議の開始予定時間まで五分を切り、座席は随ずい分ぶん埋うまっている。まだホールで話はなし込こんでいる者も少なからずいるから、出席予定者はほとんど集まっているとみて間ま違ちがいないだろう。

　その「ほとんど」に含ふくまれなかった一人。来ていれば間ま違ちがいなく注目を浴びたに違ちがいない人物が会議室に姿を見せたのは、それから更さらに秒針が三周程ほどしてからだった。

　女性にしては高めの身長。栗くり色いろのショートヘアの下の容よう貌ぼうは、男性的ではないにしても女臭くささは無い。だが白っぽいパンツスーツに包まれた身体は、激しく「女」を主張している。

　年ねん齢れいは二十九歳さい。この会議では多分、最年長だ。

「司し波ば達たつ也や君。いや、四よつ葉ば達たつ也や君かな」

「司し波ば達たつ也やです。直接お話しさせていただくのは初めてですね。よろしくお願いします、六むつ塚づかさん」

「こちらこそよろしく。改めて、六むつ塚づか温あつ子こだ」

　十じゆつ師し族ぞく六むつ塚づか家け当主・六むつ塚づか温あつ子こは、会議室に入るなり、何な故ぜか達たつ也やに声を掛かけた。

　六むつ塚づか温あつ子こが四よつ葉ば真ま夜やを崇すう拝はいしているということは、二十八家の間では結構有名な話だ。真っ先に達たつ也やの所へ歩み寄って声を掛かけたのも、彼かれが四よつ葉ば真ま夜やの息子むすこだからだろう。事実は甥おいなのだが、事実のとおり甥おいだと発表されていても、温あつ子こは多分、達たつ也やを最初の会話の相手に選んだに違ちがいない。

「六むつ塚づかさん、お久ひさし振ぶりです」

　達たつ也やに続いて将まさ輝きが立ち上がり、温あつ子こに話はなし掛かける。生まれた時から十じゆつ師し族ぞくの直系として生きてきた将まさ輝きは、温あつ子ことも面識がある。

「久ひさし振ぶりだね、将まさ輝き君。その……」

「随ずい分ぶん回復しました」

　温あつ子こが言葉を濁にごした質問に、将まさ輝きはそつなく答えた。

「そうか。それは良かった」

　そして将まさ輝きと同時に立ち上がっていた琢たく磨まも、温あつ子こに初対面の挨あい拶さつをする。

　七しつ宝ぽう家けが十じゆつ師し族ぞく入りしたのは今年の二月のことだ。七しつ宝ぽう家け当主・七しつ宝ぽう拓たく巳みが「七」と「三」の各家の他には余り交流していなかった所せ為いで、琢たく磨まは関東以外の地域に住む二十八家の人々とほとんど面識が無い。

　温あつ子こは気安い口調で琢たく磨まの自己紹しよう介かいに答え、正面奥おくの席に移動した。どうやら彼女かのじよと克かつ人と、そして智とも一かずについては、事前に座すわる場所が決められていたようだ。

　克かつ人とと智とも一かずが会議室の奥おくの扉とびらから揃そろって姿を見せたのは、午前九時ちょうどだった。

　座席は全て埋うまっている。

　克かつ人とはこの場に集まってもらったことについて一同に謝しや辞じを述べてから、奥おくのテーブル中央の席に着いた。

「皆みなさん、お忙いそがしい中お集まりいただいていることでしょう。無む駄だに時間を費ついやすことなく、早さつ速そく本題に入りたいと思います」

　克かつ人との言葉に、異議は無かった。まあ、この会議の出席者は二は十た歳ち以上が大半を占しめる。まだ十代なのは克かつ人と、達たつ也や、将まさ輝き、琢たく磨まの四人だけだ。中高生のノリで「まずは自己紹しよう介かいから」などという展開にはならない。

「本日、皆みなさんからご意見を頂ちよう戴だいしたいのは、ますます勢いを増す反魔ま法ほう主義運動に対して、我々魔ま法ほう師しがどう対処すべきかについてです。今月に入り、日本だけでなく世界各地で大きな事件が起こっています。国内では報道されていませんが、叛はん乱らんや内乱に発展した事例もあると聞いています。この厳しい状じよう況きようにあって、我々はどう行動すべきか。忌き憚たんのない様々なご意見を頂ちよう戴だいしたい」

　克かつ人とがそう切り出すのを待っていたように、将まさ輝きが手を揚あげた。

「一いち条じよう将まさ輝きです」

　克かつ人とが目で頷うなずいたのを確かく認にんして、将まさ輝きが口を開く。

「意見を述べさせていただく前に、まずこの会議の性質について確かく認にんさせていただきたい。反魔ま法ほう主義者に対処するという重要な議題であるにも拘かかわらず、多くの当主を除外する三十歳さい以下という参加資格を定めた意図は奈な辺へんにあるのでしょうか」

　将まさ輝きの質問に、参加者の半数近くが頷うなずいた。

　克かつ人とは視線を将まさ輝きから智とも一かずに移した。それだけでテーブルについている者たちは、この会議を真に企き画かくしたのは十じゆう文もん字じ家けではなく七さえ草ぐさ家けだと理解した。

　それはほぼ全員にとって、意外な事実ではなかった。

　智とも一かずは二十人分の疑ぎ惑わくがこもった眼まな差ざしに怖おじ気けづくことなく顔を上げた。──なお、彼かれを視線の矢で射い貫ぬかなかったのは智とも一かず自身、克かつ人と、そして達たつ也やである。

「七さえ草ぐさ智とも一かずです。実を申しますとこの会議は、私が十じゆう文もん字じさんに魔ま法ほう師し排はい斥せき運動対策を相談したことがきっかけとなっております。従ってただ今の一いち条じようさんのご質問には、私がお答えするのが適当だと考えます」

　智とも一かずが会議場を見み渡わたす。

　口を挿はさむ者はいなかった。

　取とり敢あえず智とも一かずが何を言うのか、それを聞こうという空気が室内を支配していた。

「反魔ま法ほう主義者によるテロの標的になった箱はこ根ねの師し族ぞく会かい議ぎでも、反魔ま法ほう師し運動の過激化に対する方策は検討されました。しかし結局、監かん視しを強化するという消極的な対策しか打ち出せなかったと聞いております」

　智とも一かずが一いつ旦たん、口を閉とざす。

　この場にいる師し族ぞく会かい議ぎ出席者は、温あつ子こと克かつ人との二人。

「そのとおりです」

　視線を集める前に、温あつ子こが智とも一かずの言葉を肯こう定ていした。

　智とも一かずは温あつ子こに目礼して、回答を再開した。

「しかし、黙だまって監かん視しを続けるだけでは限界があります。私はそれをテロリスト捜そう索さくの過程で痛感しました」

「ちょっと待ってください」

　だがすぐに、智とも一かずのセリフを遮さえぎる声が上がる。

「失礼。私は九く島どう家けの九く島どう蒼そう司しです。ご発言の腰こしを折って申し訳ありませんが、テロリストの捜そう索さくとは一体？　十じゆつ師し族ぞくが箱はこ根ねテロ事件の捜そう索さくに加わっていたなどという話は、恥はずかしながら存じておりませんが」

　九く島どう蒼そう司しの言葉に、地方の師し補ほ十じゆう八はつ家けの間から賛同の声が聞かれた。

「箱はこ根ねテロ事件は、未解決のまま捜そう査さが続けられていると警察は発表しています。これは事実ではないんですか？　十じゆつ師し族ぞくの手により何らかの解決を見ているとすれば、何な故ぜ我々にはそれが知らされていないのでしょうか」

　それが本音か、と蒼そう司しの抗議を黙だまって聞いていた達たつ也やは思った。

　九く島どう家けはこの二月まで、十じゆつ師し族ぞくのメンバーだった。それが七さえ草ぐさ家けのとばっちりを受ける形で──もっと正確に言うなら四よつ葉ば真ま夜やと七さえ草ぐさ弘こう一いちの私し闘とうに巻まき込こまれる形で、師し補ほ十じゆう八はつ家けに降格した。

　それまでずっと十じゆつ師し族ぞくの座に留とどまり続けていたプライドから、蚊か帳やの外に置かれたのが我が慢まんならないのだろう。

　こういう家族を持つと光み宣のるも大変だな……というのが、達たつ也やの偽いつわらざる感想だった。




　　　　◇　◇　◇




　会議が始まった直後、横よこ浜はまベイヒルズタワーの一階をざわめきが覆おおっていた。この世の者とも思えぬ美少年の登場に、女性だけでなく男性までも遠えん慮りよとマナーを何ど処こかに置き忘れてしまっていた。

　不ぶ躾しつけな視線に、美少年が眉まゆを顰ひそめる。しかしその不ふ機き嫌げんそうな表情すらも、人々の目を捕とらえて放さない。

「あら、光み宣のる君じゃない」

　無ぶ遠えん慮りよな注目に辟へき易えきしていた光み宣のるは、その声の主ぬしを認めて強こわ張ばっていた顔を安あん堵どに弛ゆるめた。

「真ま由ゆ美みさん。それに、香か澄すみさんと泉いず美みさん」

　光み宣のると三人の美少女が合流する。たちまち、暗い失望が辺りを覆おおった。男性は光み宣のるの完かん璧ぺきな美び貌ぼうを見て、女性は七さえ草ぐさ姉妹しまいの三者三様の魅み力りよくの前に、戦わずして白旗を揚あげないわけにはいかなかったのだ。

「お久ひさし振ぶりです、光み宣のるくん」

「こうして光み宣のると会うのは論文コンペの時以来……半年ぶりくらいかな」

　泉いず美みは二月中ちゆう旬じゆんに生徒会同士の電話会議で、回線越ごしではあるが顔を合わせている。だが香か澄すみは彼女かのじよが言うように、京都で行われた論文コンペの応おう援えんに行った際、舞ぶ台たいの裏で少し話をして以来だ。

　光み宣のると香か澄すみ、泉いず美みは同い年で、そんなに頻ひん繁ぱんではないが、昔から顔を合わせている。光み宣のるの美び貌ぼうに物もの怖おじしない二人は、彼かれにとって数少ない友人だった。

「ところで光み宣のるくん。会議だったら、もう始まっているわよ？」

「会議は蒼そう司し兄さんに任せてあります」

「えーっ？　光み宣のるが出る方が良いいと思うけど」

「こらっ、香か澄すみちゃん。しっ」

　真ま由ゆ美みの質問に対する光み宣のるの答え。それに関する香か澄すみの遠えん慮りよが無い感想を、真ま由ゆ美みは慌あわててたしなめた。だがそれは、妹の発言内容自体を否定するものではなかった。

　光み宣のるはといえば、何もコメントできないという顔で苦く笑しようしている。

「お姉さま。立ち話も何ですから、場所を移しませんか？　遅ち刻こくしている方もいらっしゃらないようですし、私わたくしたちが案内役としてここにいる必要は、最も早はや無いと思われます」

　そこへ泉いず美みが、タイミング良く割わり込こんだ。

「そうね。座すわれる所に行きましょうか」

　真ま由ゆ美みも妹の意図をくみ取ってすぐに移動を開始する。

　ちょっとしたことで体調を崩くずす自分の身体に気を遣つかってくれたということが分かる光み宣のるは、変な意地を張ったりせず、大人しく真ま由ゆ美みの背中に続いた。




　　　　◇　◇　◇




「箱はこ根ねテロ事件の顚てん末まつを皆みなさんにお知らせしなかったのは、それが芳かんばしくない結果に終わったからです。不ふ名めい誉よな、と申し上げても良い」

　会議室で九く島どう蒼そう司しの追つい及きゆうに答えたのは克かつ人とだった。

「芳かんばしくないと仰おつしやると、テロリストを逃にがしてしまったのですか？」

　克かつ人との強い物言いに鼻白みながら、蒼そう司しはなおも食い下がった。

「テロの首しゆ謀ぼう者しやは間ま違ちがいなく死んでいます」

「だったら問題無いのでは……」

「ただし、首しゆ謀ぼう者しやの死体は回収できませんでした」

　克かつ人との答えに、将まさ輝きがギリッと歯を鳴らした。

　達たつ也やはそれを、他人事ひとごとのように聞いていた。

「米軍の介かい入にゆうにより、テロリストを乗せた船が撃げき沈ちんされてしまったのです」

「米軍が介かい入にゆう……？」

　克かつ人とが語る想像もしなかった顚てん末まつに、蒼そう司しが絶句する。

「米軍の攻こう撃げきはテロ首しゆ謀ぼう者しやを直ちよく撃げきし、死体は人体の形をとどめていませんでした」

　克かつ人と自身が箱はこ根ねテロの首しゆ謀ぼう者しや、顧傑グ・ジーの死体を確かく認にんしたわけではない。だが今この場で、それを正直に打ち明ける必要は無かった。

「死体も示せないのでは、テロ事件の首しゆ謀ぼう者しやが死亡したことすら証明できません。物的な証しよう拠こが何も無い所せ為いで、あの事件が解決したと公表することはできませんでした」

「……警察が未いまだ捜そう査さ中としている理由は分かりました」

　蒼そう司しは何とか態勢を立て直した。

「しかし、我々にまで秘密にしておく必要は無かったのではありませんか」

　だが、彼かれの声に最前の勢いは無い。舌ぜつ鋒ぽうの鋭するどさは失われていた。

「秘密にしていたつもりはありません。その点、配はい慮りよが足りなかったことは認めますが、今はこれからのことを話し合いませんか」

　智とも一かずがタイミング良く口を挿はさみ、蒼そう司しの反論を封ふうじる。

　蒼そう司しの発言は将まさ輝きの質問に対する回答を遮さえぎって行われたものだ。これ以上固こ執しつしてみせれば、将まさ輝きの質問に対する回答を妨さまたげるものと受け取られる可能性がある。現に室内の一部ではうんざりした空気が形成されつつあった。

「分かりました。ですがこういう重要な情報は、できる限り早く教えてください」

「善処しましょう」

　蒼そう司しの負まけ惜おしみに近いセリフを智とも一かずはさらりと流した。

　蒼そう司しが屈くつ辱じよくを覚えて手を握にぎり締しめる。

　しかし智とも一かずはそれに気づかず──あるいは無視して──、会議室をグルリと見み渡わたした。

「テロリストに限ったことではありませんが、社会に潜ひそんだ危険分子を探し出す為ためにはそこに住む人々の協力が不可欠です。しかし私たちの捜そう索さくは、住民の皆みなさんの協力を得られませんでした」

　達たつ也やは智とも一かずの発言に始めて興味を持った。彼かれや将まさ輝きは、最初から自分たちだけで顧傑グ・ジーを追っていた。だが智とも一かずは、というより七さえ草ぐさ家けは、聞きき込こみなどで住民から情報を集めようとしたようだ。

　その種の捜そう査さを行うなら警察を利用するのがセオリーであるはずだが、七さえ草ぐさ家けは何な故ぜ自分で不慣れな警察の真ま似ね事ごとをしようと考えたのだろうか。

　七さえ草ぐさ家けの内部は、上う手まく統制が取れていないのかもしれない。

　達たつ也やはこの場に関係が無い、そんな余計なことを考えてしまった。

「住民全員が、魔ま法ほう師しに対して敵意を懐いだいていたわけではありません。本当は私たちのことを理解してくださっている。そんな態度を匂におわせる方も少なからずいらっしゃいました」

「本当は？」

　思わず、といった感じで、出席者の一人が口を挿はさむ。

「失礼しました。私は五いつ輪わ家けの五いつ輪わ洋ひろ史ふみです」

　一時期真ま由ゆ美みの婚こん約やく者しや候補だった洋ひろ史ふみは当然、智とも一かずと面識がある。この自己紹しよう介かいは、会議の礼れい儀ぎとして、また初対面の参加者に向けたものだ。

「本当は、とはどういう意味でしょうか」

　洋ひろ史ふみが疑問の声を上げたのは、十じゆつ師し族ぞくの間でもこの話が語られるのは初めてだったからだ。

「魔ま法ほう師しに理解ある人々は、怯おびえていたのだと思います」

「魔ま法ほう師し排はい斥せき派の暴力に怯おびえていたということですか」

「そうです。私は反魔ま法ほう主義者が市民の多数派を占しめているとは考えていません。ですが、彼かれらの活動は過激で、目立っています。魔ま法ほう師しに同情的な言動をしようものなら、今度は自分が理り不ふ尽じんな暴力の標的になるのではないか……。そう思わせる程ほどに」

　このロジックには思い当たる節ふしのある者が多かったようで、反論の声は上がらなかった。

「反魔ま法ほう主義者はノイジー・マイノリティであり、サイレント・マジョリティは魔ま法ほう師しに理解がある、少なくとも同情的であると私は考えています。しかし実際には、テロリストを追っていた私たちは住民の協力が得られず、テロリストの確保という目的を果たせませんでした」

「すみません。八やつ代しろ隆たか雷らです」

　いきなり結論に飛ひ躍やくした智とも一かずに、十じゆつ師し族ぞく・八やつ代しろ家け当主の弟がストップを掛かけた。

「住民の協力があったとしても、テロの首しゆ謀ぼう者しやを捕とらえられたとは限らないと思いますが」

「確かにそのとおりです。しかし逆に、住民の協力が得られればもっと早くテロリストの行方ゆくえを突つき止とめられた可能性があります。その結果、死体も手に入らないという結末は避さけられたかもしれません」

「仮定の話ですね」

「可能性の話です」

　八やつ代しろ隆たか雷らが一礼して引き下がる。論破されたのでは無く、これ以上は水みず掛かけ論ろんになると判断して自ら引いたのだ。

「魔ま法ほう師しに同情的な人々が、魔ま法ほう師しを敵視する人々を恐おそれて声を上げられない状じよう況きようにあるというのは、あくまでも私が感じていることです」

　それで調子に乗った、と見られるのを警けい戒かいしてか、智とも一かずの口調がややトーンダウンする。

「しかし、個人的な印象であることを承知の上で、私は皆みなさんに考えていただきたいのです。魔ま法ほう師しを敵視する声ばかりが溢あふれ、魔ま法ほう師しを支持する声が上がらないのは、私たち魔ま法ほう師しの側が反魔ま法ほう主義に、消極的にしか対応していなかった所せ為いではないかということを」

「失礼だが、魔ま法ほう師しを支持する声が無いというのは極論ではないでしょうか」

　この発言は六むつ塚づか温あつ子このもの。彼女かのじよが名乗らなかったことに対して、不満を示した者はいない。温あつ子こは十じゆつ師し族ぞく・六むつ塚づか家けの当主。この会議の出席者ならば十じゆつ師し族ぞく当主の顔と名前を知っていて当然だからだ。

「現に、魔ま法ほう師しを擁よう護ごしてくださる政治家の方々もいらっしゃる。例えば上野こうずけ議員とは、七さえ草ぐさ家けの方が親しくしておいでだと思うが」

「そうですね。言い過ぎでした」

　智とも一かずは無用に争うことはせず、温あつ子この指し摘てきをあっさり認めた。

「しかし、その声が少なく、反対勢力に押おされているのは紛まぎれもない事実でしょう」

「確かに仰おつしやるとおりでしょう。しかしそのことと、この会議の参加資格を三十歳さい以下に限定したことに、一体どのような関係があるのです？」

　論点が拡散していた議論を、温あつ子こが出発点に引ひき戻もどす。

　智とも一かずもそこは見失っていなかったのか、温あつ子こにいきなり問われても戸と惑まどった様子は無かった。

「当主の意見は、行動に直結します。ですから当主同士の話し合いは慎しん重ちようなものにならざるを得ない。そうではありませんか」

「……確かにそのような傾けい向こうはありますね」

「ですからまず私たち若い世代が自由な立場で、何ができるのか意見を出し合えば良い知ち恵えも生まれるのではないかと考えたのです」

「この会議は、何かを決める種類のものではありません」

　頃ころ合あいとみたのだろう。ここまで黙だまって議論を聞いていた克かつ人とが口を開いた。

「私自身は十じゆう文もん字じ家けの当主ですが、それでも私の一存だけで一族の行動は決められません。ここで何らかの合意が得られても、いざ実行に移そうとして結局不可能だったということは十分にあり得ます。しかしここで意見を交こう換かんすることは、全くの無む駄だにはならないでしょう」

「つまりこの会議は、反魔ま法ほう主義に対してどうあるべきかの理念を語り合う場所ということですか？」

「理念という程ほど、立派なものである必要はないと思います」

　隆たか雷らのわざと曲解したようなセリフに、克かつ人とは苦く笑しようするのでも反感を見せるのでもなく、重々しく首を横に振ふった。

「方針を出し合って、もし何らかの合意に至れば、それを今度は師し族ぞく会かい議ぎに掛かけるなりするということで良いいのではないでしょうか」

　隆たか雷らはそれで納なつ得とくした様子だ。将まさ輝きや洋ひろ史ふみ、蒼そう司しや温あつ子こも異存は無いように見える。

　しかし達たつ也やは「おやっ？」と違い和わ感かんを覚えた。

　何かを決める場所ではないと言いながら、克かつ人とは「合意」に至ることを前提としているように聞こえたからだ。

　彼かれはこれからの会議の展開に、警けい戒かい感を覚えた。
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　真ま由ゆ美みが光み宣のるを連れて行った先は、魔ま法ほう協会のティールームだった。自分たちが──特に光み宣のるが──普ふ通つうの飲食店に入ったら大おお騒さわぎになると判断してのことだ。

　光み宣のるはもちろんのこと、香か澄すみと泉いず美みも不満を口にしなかった。喫きつ茶さ店てんやレストランに比べれば、ティールームで用意できる物は味も種類も見み劣おとりする。だが煩わずらわしい視線とどちらを我が慢まんするかとなれば、天てん秤びんに掛かけるまでもなかった。

　職員がお茶を出そうとしたのを制止して、真ま由ゆ美みが自分で茶葉と茶器を選び紅茶を淹いれた。一応有料で営業しているティールームだから営業妨ぼう害がいなのだが、真ま由ゆ美みの紅茶道楽はこの支部で良く知られている。店員も職員も、真ま由ゆ美みの我が侭には慣れていた。店員とはすっかりお友達状態だ。

「はい、どうぞ」

「ありがとうございます」

　真ま由ゆ美みが光み宣のるの前にティーカップを置き、光み宣のるが恐きよう縮しゆくした態ていで一礼する。

　そんな「普ふ通つうの男の子」のような仕し種ぐさも光み宣のるがやれば一いつ幅ぷくの名画だ。真ま由ゆ美みの後に続いてお茶ちや請うけのスコーンを持って来た──これはちゃんとお金を払はらって購こう入にゆうした──女性店員は、テーブルの側そばで硬こう直ちよくしている。

　その様子に「仕方が無いなぁ」という風に苦く笑しようして、香か澄すみがスコーンのバスケットと取り皿を店員の手から（無理やり）受け取った。

「でも、光み宣のるくんがこちらにいらっしゃるなんて珍めずらしいですね」

　一人だけ手て持もち無ぶ沙さ汰たになった泉いず美みが光み宣のるに話はなし掛かける。

「蒼そう司し兄さんの付つき添そい……と言って良いのかな」

　泉いず美みは単なる世間話のきっかけのつもりだったのだが、光み宣のるの回答は歯切れが悪く、何やら意味ありげなものだった。

「何かご用事を授さずかっているのですか？」

「用事というか……単なる皮算用なんだけど」

　取らぬ狸たぬきの皮算用、という慣用句を省略して、光み宣のるは泉いず美みの問とい掛かけを肯こう定ていする。

「……詳くわしくうかがっても？」

　何となく目の前の少年が「愚ぐ痴ちをこぼしたそうにしている」と感じた泉いず美みは、質問の形で光み宣のるに「どうぞ」と促うながした。

「要約すると、司し波ば達たつ也やさんと深み雪ゆきさんのお宅をお邪じや魔まして親交を深めてこい、ということですね。いきなりご自宅を訪ねる程ほど深い付き合いじゃないと言ったら、失望されてしまいましたが」

「うわぁ……。光み宣のるのお兄さんたち、相変わらずだね」

「こらっ、香か澄すみちゃん！」

「良いいんですよ」

　香か澄すみを真ま由ゆ美みが再びたしなめたが、光み宣のるは笑って頭かぶりを振ふった。

「兄さんや姉さんの考え方が甘あまいというのは、僕ぼくも常々思っていますから」

「つまり光み宣のるくんを通して、四よつ葉ば家けと誼よしみを結びたいということですか？」

　光み宣のるの家族の人格に関する話題を避さけて、泉いず美みは九く島どう家けとしての思おも惑わくに話の焦しよう点てんを移した。

「そういうことでしょうね」

　光み宣のるも兄や姉の悪口は言いたくなかったようで、泉いず美みに感謝の眼まな差ざしを向けた。

「九く島どう家けが十じゆつ師し族ぞくに返かえり咲ざく為ための方策としては、間ま違ちがっていないでしょうね」

　ここで泉いず美みが顔を赤くして絶句しなかったのは、普ふ段だんから深み雪ゆきのことを穴が開く程ほど見み詰つめて、慣れているからだった。

「でも、残念ですが。非常に残念ですが！」

　突とつ如じよ、声に力が入った泉いず美みに、光み宣のるは驚おどろいて目を丸くした。何事かと真ま由ゆ美みに目で訊たずねる。真ま由ゆ美みはただ、苦笑いを光み宣のるに返した。

「今日の会議には、司し波ば先せん輩ぱいしかいらっしゃっていません」

「あっ、泉いず美みが司し波ば先せん輩ぱいと言ったら、お兄さん、いや、婚こん約やく者しやの方ね」

　香か澄すみが自分でも混乱しながら注ちゆう釈しやくを加える。

　泉いず美みは話の腰こしを折られたことを気にしなかった。耳に入っていなかったのかもしれない。

「深み雪ゆき先せん輩ぱいは午後からお出掛けになられるそうです」

　深み雪ゆきを女め神がみと崇すう拝はいしている泉いず美みは多分、二重敬語を敢あえて使っている。

「せっかく司し波ば先せん輩ぱいがいらっしゃらない所でお会いできると思いましたのに！　深み雪ゆき先せん輩ぱいにご予定さえなければ、こんな所には参りませんでしたのに！」

　泉いず美みは今にもハンカチを取り出して嚙かみ締しめそうな勢いである。

「……だから午前中だけでも遊びに行ったら、って言ったじゃん」

「何を言うのです、香か澄すみちゃん！　お出で掛かけの準備でお忙いそがしいに違ちがいない深み雪ゆき先せん輩ぱいのお邪じや魔まなど、していいはずがないではありませんか！」

「……あーっ、そうだね」

　エキサイトする泉いず美みから、光み宣のるはそっと視線を外した。

　その先では、真ま由ゆ美みが頭痛を堪こらえているような表情で泉いず美みを見ていた。

「あの、泉いず美みさん……」

　どうかしたんですか、と聞くのも憚はばかられて、光み宣のるのセリフはそこで途と切ぎれてしまう。

「気にしないで。ちょっとした発ほつ作さみたいなものだから」

「はぁ……」

　真ま由ゆ美みは既すでに慣れてしまったような、それはそれで情けないと思っているような口調で、声に出されなかった光み宣のるの質問に答える。

「それより光み宣のるくん」

「はい？」

「だったら家うちに来る？　四よつ葉ば家け程ほどの価値は無いかもしれないけど、七さえ草ぐさ家けと旧交を温めてきたと言えばお兄さんたちも文句は言わないんじゃない？」

　真ま由ゆ美みの提案に、光み宣のるは心を動かされた。確かにここで待っているより七さえ草ぐさ家けにお邪じや魔ました方が、煩わずらわしい視線も無いし時間を持て余すことも無さそうだ。

「……ご迷めい惑わくではありませんか？」

「全然。じゃあ、行きましょうか」

「えっ、今からですか？」

「ええ。さっき泉いず美みちゃんが言ったように、案内役はもうお役御ご免めんだから。ほら、泉いず美みちゃん！　香か澄すみちゃんも帰るわよ」

　泉いず美みをこちらの世界に呼よび戻もどして、真ま由ゆ美みは立ち上がった。
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　会議の話題は智とも一かずの狙ねらいどおり、具体的な対策に移っていた。

「……つまり七さえ草ぐささんは、大衆に対する積極的な人気取りが必要だとお考えなのですね？」

　三みつ矢や家け次期当主・三みつ矢や元もと治はるの突つっ込こんだ質問に、

「人気取りと言うと語ご弊へいがあるかもしれませんが、趣しゆ旨しとしては仰おつしやるとおりです」

　七さえ草ぐさ智とも一かずは、父親の弘こう一いちに少し似ている笑え顔がおで答えた。

「テレビにでも出演するんですか？　あいにく私は、歌も踊おどりもできませんが」

　温あつ子こが飛ばした冗じよう談だんに笑いが起こる。特に若い女性の出席者に受けていた。

「六むつ塚づかさんがテレビで歌われれば、大人気だと思いますが」

　智とも一かずもこのジョークには、表情を取とり繕つくろっている余よ裕ゆうが無かったようだ。無防備に苦笑いしているが、それでも脱だつ線せんを助長することは無かった。

「私たちはもっと、私たちが社会の役に立っているということを、分わかり易やすく示す必要があると考えています」

「魔ま法ほう協会に広報部門でも作りますか」

　この発言は師し補ほ十じゆう八はつ家けの一いち之の倉くら家けから出たものだ。会議は七さえ草ぐさ智とも一かずの意見を支持する方向に傾かたむいていた。

「それも有効だと思います。ただ、宣伝するだけでなく実際に活かつ躍やくしているシーンを映像で配信することも必要ではありませんか」

　今や智とも一かずが自説を強く主張しなくても、彼かれのアイデアを補強する意見が次々と出されている。

「映像配信ですか。地上波は難しいかもしれませんが、衛星チャンネルやケーブルならば私たちに協力的なメディアを見つけられるかもしれませんね」

「メディアへの露ろ出しゆつを意図的に増やすとなると、見み栄ばえも重要になってきませんか？　映像メディアに出演させるなら、容姿は優すぐれている方が良いい」

　議論がやや浅せん慮りよ軽けい薄はくな方向に流れているのは、年長者の重しが無い所せ為いだ。もしかしたらこんなところまで見み越こして、七草家はこの会議を企き画かくしたのかもしれない。

　口を閉ざしたまま、達たつ也やはそんなことを考えていた。

「凶きよう悪あく事件や大規模災害に出動するとなると、実力の方も疎おろそかにはできないでしょう」

「容姿と実力を兼かね備そなえた魔ま法ほう師しですか。……そうだ！　七さえ草ぐささん、貴女あなたの妹さんなんて、まさにピッタリじゃありませんか？」

　この発言に、克かつ人とと将まさ輝きの眉まゆがピクリと動いた。

「真ま由ゆ美みですか？　どうでしょう、魔ま法ほう師しとしての実力はそれなりだと思いますが……」

　達たつ也やは表情を消し瞼まぶたを閉じて、謙けん遜そんして見せている智とも一かずのセリフに耳を傾かたむけた。

「いえいえ。何と言っても『妖よう精せい姫ひめ』ですからね。真ま由ゆ美み嬢じようはとてもテレビ映ばえすると思いますよ」

「本人が聞いたら喜ぶと思いますが、身内の欲目を捨てて客観的に評価すれば、もっと容姿にも魔ま法ほうにも優すぐれた方がいらっしゃると思いますよ」

「身内の欲目どころか、お身内に厳しいご意見ですね。しかし真ま由ゆ美み嬢じよう以上に容姿に優すぐれた方ですか」

　その声に会議場の何ヶ所かで「あっ」という小さな声が上がった。

「では、四よつ葉ば家けの次期殿どのなどはどうでしょうか？　我々が象しよう徴ちようとしていただくのに相応ふさわしい姫ひめ君ぎみだと思いますが」

　時代がかった言い回しは、半ばジョークとしての発言だったのだろう。

　しかし残る半分には、紛まぎれもない本気が窺うかがわれた。

　智とも一かずの目が強い光を宿す。彼かれは待ってましたとばかり、会議の大たい勢せいを決するセリフを放とうとした。

「十じゆう文もん字じさん」

　しかし智とも一かずより一いつ瞬しゆん早く、彼かれの機先を制して達たつ也やが初めて発言する。

「何でしょう」

　達たつ也やの発言に、克かつ人とが言葉短く応じる。

「最初に、この会議は『何かを決めるものではない』とうかがいました」

　初めての発言であるにも拘かかわらず、達たつ也やは名乗らなかった。彼かれはその必要を認めなかった。この発言は会議室に集まった二十八家の代表を相手にしたものではなく、この会議を形式上ではあれ主しゆ催さいしている克かつ人とにのみ向けたものだからだ。

「そのとおりです」

「それは、この会議で何が決まろうとも我が四よつ葉ば家けはそれに従う必要は無い、という意味だと理解してもよろしいですね」

　控ひかえめに言ってもこれは「売り言葉」、喧けん嘩かを売っているセリフだった。

「それで結構です」

　ただし、言いい掛がかりでは無い。ルールを覆くつがえそうとしているのは、他のメンバーの方だ。

「四よつ葉ば殿どの、それは……」

　鼻はな白じろんだ表情で、五いつ輪わ洋ひろ史ふみが躊ため躇らいがちに達たつ也やへ声を掛かける。

「失礼。私は、司し波ば達たつ也やです」

　その言葉に、達たつ也やは取り付く島も無い応えを返す。

　六むつ塚づか温あつ子こと八やつ代しろ隆たか雷らが「面おも白しろい」という視線を達たつ也やに向けた。

　将まさ輝きが隣となりから、呆あきれながらも共感のこもった目で達たつ也やを見た。真ま由ゆ美みが話題に上った時点で、将まさ輝きも話が深み雪ゆきに飛び火する可能性を憂ゆう慮りよしていたのだった。

　克かつ人とが達たつ也やに向けた目は、多分に非難を含ふくんでいた。

　和なごやかに形成されつつあった合意を台無しにしたことに対してではない。この凍こおりついた空気を何とかしろ、と克かつ人とは無言で詰なじっていた。

「……積極的に社会貢こう献けんし、積極的にアピールする。結構なことです」

　場をかき乱したという自覚は達たつ也やにもあったので、達たつ也やはやむなく、克かつ人との要よう請せいに応えることにした。

「しかし警察にも消防にも、多くの魔ま法ほう師しが勤めています。国防軍でも、多数の魔ま法ほう師しが軍務に服しています。彼かれらの仕事に横からしゃしゃり出て、まるで自分の功績のような顔をするのは如いか何がなものかと思いますが」

　しかし残念ながら、会議室の空気はますます硬かたく凍こおりつくばかりだった。

　達たつ也やの発言に、反論の声は無い。
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　だが、支持の声も無い。

　それまでの友好的な雰ふん囲い気きをぶちこわした達たつ也やには、多くの敵意が向けられている。

　しかし達たつ也やの方も、それ以上言葉を重ねようとはしなかった。




　　　　◇　◇　◇




　兄が出席している横よこ浜はまベイヒルズタワーの会議室でブリザードが吹ふき荒あれているとは露つゆ知しらず、詩しい奈なは自主トレの為ため、第三研を訪おとずれていた。

　第三研──魔ま法ほう師し開発第三研究所は、十箇か所しよあった魔ま法ほう師し開発研究所の内、今も元の看板のままで稼か働どうしている五つの研究所の一つである。

　第三研は閉へい鎖さされずに残った五箇か所しよの魔ま法ほう師し開発研究所の中で、最も活発に動いていると言えるだろう。

　第三研の研究テーマは、マルチキャスト技能の向上。同時に発動可能な魔ま法ほう数の限界を極きわめること。それは十じゆつ師し族ぞく以外の魔ま法ほう師しにも有効な技術だ。特に軍の魔ま法ほう師しにとっては、千ち葉ば家けの白兵戦術と並び個々の兵士の戦せん闘とう力を向上させる技術として重要視されている。

　その当然の帰結として、第三研には多くの軍人魔ま法ほう師しが出入りしている。軍の研究者も少なくないが、やはり多いのは現げん役えきの戦せん闘とう魔ま法ほう師しだ。

　そんな環かん境きようで子供の頃ころから訓練を積んでいるので、詩しい奈なはおっとりした外見に反して戦せん闘とう力もかなり高い。耳に原因不明のハンデを抱かかえていなければ、三みつ矢や家けでも随ずい一いちの戦せん闘とう魔ま法ほう師しになれるだろう──というのは、父親の三みつ矢や元げんが残念そうな、ではなくホッとした表情で語っていることだ。何な故ぜ残念がっていないかというと、詩しい奈なが戦せん闘とう魔ま法ほう師しの道に進む心配が減ったからである。

　また詩しい奈なは、第三研に足あし繁しげく通っている軍人と知り合う機会も多い。特に同じ二十八家の彼女かのじよは、親しい知り合いの一人と言えた。

「あっ、つかささん」

「あら、詩しい奈なちゃん。今日もトレーニングですか？」

　国防陸軍情報部所属、遠とお山やまつかさ曹そう長ちよう。ここでは「遠とお山やま」を名乗っているが、つかさが「十とお山やま」であることを詩しい奈なは早い時期から知っていた。

「侍さぶ郎ろうくんは一いつ緒しよじゃないんですね」

　つかさの何なに気げない一言に、詩しい奈なが拗すねた表情を浮うかべる。

「侍さぶ郎ろうくんは千ち葉ば家けの道場に行きました」

「千ち葉ば家けに？」

「はい。入門するつもりじゃないかしらと思います」

　つかさは失しつ笑しようを抑おさえて、誠実そうに見える表情で詩しい奈なと改めて目を合わせた。

「侍さぶ郎ろうくんの特性を考えれば、千ち葉ば家けの剣けん術じゆつは彼かれの為ためになると思います。入門ではなく、武者修しゆ行ぎようと考えてあげれば良いんじゃないでしょうか」

「……それ、どう違ちがうんですか」

「あら、余り違ちがいませんね」

　つかさが片目を閉じてお茶ちや目めな笑えみを浮うかべる。

　詩しい奈なもつられて笑え顔がおになった。

「ところで詩しい奈なちゃん、魔ま法ほう科か高こう校こうはどうですか？　色々大変ではありませんか」

「思った程ほどではありません。これから大変になるのかもしれませんけど」

「生徒会長があの四よつ葉ば家けの方なのでしょう？」

「あっ、そっちも大だい丈じよう夫ぶです。それは、すっごくきれいな人で緊きん張ちようしちゃいますけど、最初に想像していたような『怖こわい』って感じはありませんでした」

「そうですか。だったら、少し私の仕事を手伝ってもらえませんか」

　つかさは打ち解けた雰ふん囲い気きになったところで、さり気なく、頼たのみ事を切り出した。

「えっ、つかささんのって……情報部のお仕事ですよね？」

「ええ。ですが、そんなに難しくはありませんよ。要人救出の訓練の、人ひと質じち役を探しているのです」

「……そういうのって情報部のお仕事なんですか？」
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「私がいる部署は防ぼう諜ちようが任務ですからね。情報流出を防ぐ為ために、誘ゆう拐かいされた要人の奪だつ還かんなんかも担当していますよ」

「私に務まるでしょうか？」

　詩しい奈なは迷った素そ振ぶりを見せているが、本音ではかなり乗り気になっていた。実はかなり好こう奇き心が強い質たちなのだ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。拘こう束そく時間も、半日程度ですし」

　そして詩しい奈なが乗り気になっていることは、つかさには筒つつ抜ぬけだった。

「うーん、少し考えさせてください」

「ええ、良いいですよ。では、詳くわしいことは決心がついてからということで」

「えーっ、先に教えてもらえないんですか？」

「一応、決まりですから」

　既すでに詩しい奈なは、好こう奇き心に負けそうになっている。これなら引き受けるのは確実だろう。

　同じ一高の、しかも同じ生徒会の一年生が人ひと質じちになったと聞けば、「彼かれ」も無視することはできないはずだ。

　「彼かれ」をテストする良い駒が手に入った。

　つかさは優やさしげな笑え顔がおの下で、妹分とも可愛かわいがっているはずの詩しい奈なのことを、そんな風に考えていた。




　　　　◇　◇　◇




　ＵＳＮＡ国家科学局ＮＳＡに所属する学者、エドワード・クラークの専門は大規模情報システムだ。より具体的には、同じイニシャルで呼ばれている国家安全保障局ＮＳＡが運用する通信傍ぼう受じゆシステムの最新バージョン、エシェロンⅢの設計者である。

　エシェロンⅢをエドワード・クラーク一人が設計したと言っては語ご弊へいがある。だが彼かれがエシェロンシステム全面改良の中心人物であることに異論を唱となえる者はいない。もっとも、エシェロンⅢを組み上げたプロセス自体が機密扱あつかいとなっているので、クラークの業績を知る者は極きわめて限られているのであるが。

　彼かれは普ふ段だん、国家科学局のカリフォルニア支局に与あたえられた個人オフィスで情報傍ぼう受じゆシステムの更さらなる改良に携たずさわっている、ことになっている。

　だが実態は、エシェロンⅢの機密を漏もらさない為ための飼い殺しだ。それはクラーク本人も理解している。

　しかし彼かれはそんなことで腐くさったりはしなかった。むしろこの状じよう況きようを積極的に受うけ容いれていた。

　彼かれの許もとには、情報がある。このことは国家科学局ＮＳＡの局長も、国家安全保障局ＮＳＡの局長も、国防長官も国務長官も、大統領さえも知らないだろう。

　彼かれは世界中の情報に、自由にアクセスできる。誰だれにも気づかれることなく、そんなシステムを構築していた。

　その秘密をクラークは、極ごく限られた人間とだけ共有している。彼かれが秘密を共有するに相応ふさわしいと認めた、彼かれの同士。それはアメリカ人だけに限らない。

　だがエドワード・クラークには、ＵＳＮＡを裏切るつもりなど全く無い。彼かれは熱ねつ烈れつな愛国者だと言って良い。ただ彼かれの忠誠心が政府ではなく、国家に向いているだけだ。

　彼かれは確信している。世界を掌しよう握あくするのは、情報だと。

　彼かれは確信している。世界を掌しよう握あくする資格を持つのは、彼かれの祖国とその忠実な同盟者だけだと。

　彼かれは世界をあるべき姿に導く為ため、今日も情報を収集し、選別し、分ぶん析せきする。

「日本の現地時間は午前十時か」

　既すでに支局の職員は大半が帰宅している。だがクラークはデスクを離はなれる気配すら見せなかった。

「ほう……『彼かれ』が孤こ立りつしたか。日本人も愚おろかなことだ」

　絶対に盗とう聴ちようできないはずの会議室で行われているディスカッションの内容が、彼かれの端たん末まつには同時通訳で表示されている。エシェロンⅢに組くみ込こんだバックドアシステムの威い力りよくだ。

「我わが国民も余り大きなことは言えないが……もしかしたらこれは、絶好のチャンスになるかもしれんな。上う手まくいけば、我わが国くにに対する最大の脅きよう威いを取り除くことができる」

　独り言を口にしながら、クラークは思案を巡めぐらせる。

　エドワード・クラークの端たん末まつには、横よこ浜はまベイヒルズタワーの会議室において、達たつ也やが他の出席者と決けつ裂れつするに至った発言ログが表示されていた。


〔動どう乱らんの序じよ章しよう編〈下〉に続く〕









　あとがき




　シリーズ第二十一巻、『動どう乱らんの序じよ章しよう編〈上〉』をお送りしました。如いか何がでしたでしょうか？

　遂ついに『魔ま法ほう科か高こう校こうの劣れつ等とう生せい』も三年生の部を迎むかえました。そのスタートとなる『動どう乱らんの序じよ章しよう編』は一巻で納めるつもりだったのですが……。予定していたより情報量が増えて、上下巻になってしまいました。




　計算違ちがいの原因の一つは、当初は世界情勢にここまで踏ふみ込こむ予定が無かったという点です。元々のシリーズプロットでは、この巻で触ふれるのはシンクロライナー・フュージョンのエピソードだけで、メキシコやウクライナやドイツの事情は次編に回すつもりでした。しかしシリーズに『南なん海かい騒そう擾じよう編』を追加したことで、これらのエピソードを前まえ倒だおしで書かないと上う手まく収まらなくなってしまいました。それに伴ともなって、新ソ連のあの魔ま法ほうもお披ひ露ろ目めが早まったのですが……、シリーズ構成に外け連れん味みが増して結果的には良かったのではないかと思っています。




　ただそれだけでは一冊分増量になりません。最大の計算違ちがいは、新一年生の二人にあります。

　ここまでキャラが膨ふくらむとは想定外でした。もっとあっさり済ませるつもりだったのですが……、続編シリーズの新主人公かという勢いです。

　学園物で、主人公の二つ下の世代にスポットライトが当たることは少ないんですが。……このシリーズが「学園物」に該がい当とうするかどうかは横に置いておくとしまして。

　詩しい奈なと侍さぶ郎ろうの二人は、次の巻でも初うい々ういしい姿を見せてくれることでしょう。




　このシリーズも、色々と種明かしの段階に入っています。この巻でも二つの戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうの外見や十三使徒以外の戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しが公表されていない理由の一いつ端たん、そしてあのシステムの開発者の正体などが明かされています。そこで、ついでと言っては何ですが、今まで余り語らなかった裏話的なこともそろそろ書いてみたいと思います。




　シリーズタイトル『魔ま法ほう科か高こう校こうの劣れつ等とう生せい』は、当初のプランでは『入学編』だけのタイトルでした。これはもしかしたら、ご存じの方もいらっしゃるかもしれませんね。

　実は、『九校戦編』以降は別タイトルでシリーズにするつもりでした。ですが、タイトルが変わると読者の方の目に留まらないかもしれない、というちょっとせこい理由でシリーズ全体を『魔ま法ほう科か高こう校こうの劣れつ等とう生せい』に統一しました。




　更さらに言えば、この「魔ま法ほう科か高こう校こうの劣れつ等とう生せい」というのは主人公のことではありませんでした。

　正確には、主人公の達たつ也やのことだけではなかったと言うべきでしょうか。主に達たつ也やを指しているわけでもありませんでした。

　『入学編』の「劣れつ等とう生せい」は、壬み生ぶ紗さ耶や香かのことです。

　タイトルを変えるつもりだった『九校戦編』の「劣れつ等とう生せい」は、吉よし田だ幹みき比ひ古このことです。

　『横よこ浜はま騒そう乱らん編』の「劣れつ等とう生せい」は、平ひら河かわ千ち秋あきです。

　『来訪者編』では、極きわめて優ゆう秀しゆうでありながら性格的な適性が劣れつ等とう生せいである、リーナでした。

　『ダブルセブン編』では、新入生総代でありながら強い劣れつ等とう感を抱かかえていた七しつ宝ぽう琢たく磨ま。

　このように、各編でキーパーソンとなる「劣れつ等とう生せい」と、評価上劣等生にされてしまった達たつ也やの対比という構図がこのシリーズにはありました。──できているかどうかは別にして。

　まあこれも、『スティープルチェース編』で崩くずれてしまうのですけど。




　さて、次巻は『動どう乱らんの序じよ章しよう編〈下〉』です。「序章」でありながら上下巻、と担当編集に突つっ込こまれてしまいましたが、少なくとも下巻でちゃんと終わります。

　ですので、シリーズ第二十二巻『動どう乱らんの序じよ章しよう編〈下〉』も、何なに卒とぞよろしくお願い致いたします。





（佐さ島とう　勤つとむ）
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佐さ島とう 勤つとむ

西暦１９ＸＸ年、日本の片田舎に生まれる。和洋のスペースオペラを糧に少年時代を過ごす。青年時代、ファンタジーと伝奇小説に転向。卒業後、企業戦士（ただし雑兵）として現実世界に魂を売り渡すも、西暦２０１１年、遅れてきたジュブナイル作家として空想世界に帰還を果たす。（本プロフィールには虚偽と誇張表現が含まれています）
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イラスト／石いし田だ可か奈な

西暦１９ＸＸ年生まれ。挿絵は初仕事。本業はアニメーター。アニメ『俺の妹。』の総作画監督を担当。『魔法科高校』ではキャラクターデザイン、総作画監督もつとめた。

SpecialThanks：ジミーストーンさん。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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